
第 10回厚生科学審議会感染症分科会感染症部会

山

川
　

洋

一
郎

味
澤
　
篤

　

○

渡
違
　
治
雄

日時 [平成23年 10月 ¬7日 (月 )14:30～ 16:00
会場 :厚生労働省 省議室 (9階 )

O岡部 1言彦

04ヽ野寺 昭―

0北村 邦夫

○ 木村 哲

○ 倉田 毅

O竹 内 勤

○ 丹野 瑳喜子

蒔田 恵子

保坂 シゲリ○

哲夫 ○

牧子 ○

廣田 良夫

林 紀夫

木

　

山

古

　

深

Ｏ
結
核
感
染
症
課
長
補
佐

０
感
染
症
情
報
管

理
室
長

結
核
感
染
症
課
長

０
健
康
局
長

新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
推
進
室
長

Ｏ
疾
病
対
策
課
長
補
佐

事務局  1 事務局  1 事務局

席傍  聴



第 10回 厚生科学審議会感染症分科会感染症部会

平成 23年 10月 17日 (月 )14:30-16:00
厚 生 労 働 省 9階   省 議 室

議事次第

1.開会

2.議題

(1)後天性免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針の改正について

(2)性感染症に関する特定感染症予防指針の改正について

(3)報告事項

・新型インフルエンザ対策行動計画の改定について

・インフルエンザ入院サーベイランスの省令改正について

`・ 多剤耐性菌対策について                         '
・チクングニア熱について

口新たに確認された一類感染症の原因病原体の一種病原体等への追加      |
について                                 |

3.閉会

【配布資料】

資料 1 後天性免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針の改正について (案 )

資料2 性感染症に関する特定感染症予防指針の改正について (案 )

資料3 新型インフルエンザ対策行動計画の改定版の概要

資料4 インフルエンザ入院サーベイランスの導入について

資料5 多剤耐性菌対策について

資料6 チクングニア熱の四類感染症への追加について

資料7 新たに確認された一類感染症の原因病原体の一種病原体等への追加について

参考資料 エイズ予防指針作業班報告書
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青木 節子 慶応義塾大学総合政策学部教授
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木村  哲 東京逓信病院長

倉田 毅 国際医療福祉大学中央検査部長

相楽 裕子 横浜市立市民病院感染症内科

澁谷 いづみ 愛知県半田保健所長

東海林 文夫 中央区保健所長

菅沼安嬉子 菅沼三田診療所

高橋  滋 一橋大学大学院法学研究科教授
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丹野 瑳喜子 埼玉県衛生研究所長

林  紀夫 関西労災病院長

廣田 良夫 大阪市立大学大学院医学研究科教授

深山 牧子 所沢ロイヤル病院院長補佐

古木 哲夫 全国町村会副会長・山口県和木町長

保坂 シゲリ 社団法人日本医師会感染症危機管理対策担当常任理事

蒔田 恵子 稲城市福祉部健康課

南  砂 読売新聞東京本社医療情報部長
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士
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資料 1
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○「検査日本目談体制の充実」の位置付けを強化

〇

．

〇

．

．

．

．

口

○

．

口「検査・相談体制の充実」は、エイズ対策の重要な施策の1つであるため、

日
場所や時間帯等、受検者の利便性に配慮した検査を実施し、医療機関受

新たに単独の章として位置付ける

診を促す

につい

個別施策層に対し効率的に検査を実施する観点から、重点都道府県等に定量的もしくは定性的な目標設定を求める

各種拠点病院と地域の診療所等の診療連携体制を構築する

中核拠点病院におけるコーディネイト機能を担う看護師等の配置を推進する

肝炎・肝硬変等の併発症・合併症対策は、当該研究及び医療について、診療科間の連携のもと、その取組を強化する

精神医学的介入による治療を円滑に行うため、精神科担当医療従事者に対する研修を実施する

診療連携を進め、長期療養・在宅療養の患者等を積極的に支える医療体制整備を推進する

NGO等との連携の重要性生上記
個別施策層に対する施策の実施及び普及啓発等において、NGO等と連携し施策を実施する



後天性免疫不全症候群 に関す る特定感染症予防指針の改正について (日 次 )

○エイズ発生動向調査の強化

〇個別施策層に対する発生動向調査の実施

〇国際的な発生動向の把握

○発生動向調査等の結果の公開及び提供

〇基本的考え方

〇性感染症対策との連携

○その他感染経路対策

○個別施策層に対する施策の実施

○基本 的考 え方
〇
暑 ″ξ潜

び 個 別 施
本 層
に 対 す る 普 及 啓 発 及 び 教

〇 医療 従事 者 等 に対す る教 育
○ 関係 機 関 との連 携 の 強化

○総合的な医療提供体制の確保

○人材の育成及び活用

〇個別施策層に対する施策の実施

○日常生活を支援するための保健医療・福祉サービスの連携強

化

○研究の充実

○特効薬等の研究開発

○研究結果の評価及び公開

○諸外国 との情報交換の推進

○国際的な感染拡大抑制べの貢献

○国内施策 のためのアジア諸国等へ の協力

原 因 の 究 明

【第二】

の

防
延
予
ん
の
ま
生
び
止

発
及
防

【第二】

発
育
啓
教
及
び
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【第四】

検 査 ・ 相 談
体 制 の 充 実

第五】

医療 の提 供

【第六】

発開
進
究
推
研
の

【第七】

国 際 的 な 連 携

【第八】

人 権 の尊 重

【第九】

及
と
価
関
評
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係
携
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関
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○
　
後
天

不
全
症
候
群
に
関
す
る
特
定

予
防
指
針
（平

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
や
無
症
状
病
原
体
保
有
の
状
態
（Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
）
に
感
染
し
て
い
る
が
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
を
発
症
し
て
い
な
い
状
態
を
い
う
。
）

は
、
正
し
い
知
識
と
そ
れ
に
基
づ
く
個
人
個
人
の
注
意
深
い
行
動
に
よ
り
、
多
く
の
場
合
、

予
防
す
る
こ
と
が
可
能
な
疾
患
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
の
医
学
や
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
感

染
し
て
も
早
期
発
見
及
び
早
期
治
療
に
よ
っ
て
長
期
間
社
会
の
一
員
と
し
て
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
様
々
な
支
援
体
制
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
に
お
け
る
発
生
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
国
及
び
都
道
府
県
等

（都

道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び
特
別
区
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
に

関
す
る
情
報
を
収
集
及
び
分
析
し
、
国
民
や
医
師
等
の
医
療
関
係
者
に
対
し
て
情
報
を
公
表

し
て
い
る
調
査
（以
下

「
エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
」
と
い
う
。
）
に
よ
れ
ば
、
他
の
多
く
の
先

進
諸
国
と
は
異
な
り
、
地
域
的
に
も
、
ま
た
、
年
齢
的
に
も
依
然
と
し
て
広
が
り
を
見
せ
て

お
り
、
特
に
、
二
十
代
か
ら
二
十
代
ま
で
の
若
年
層
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
感
染

経
路
別
に
見
た
場
合
、
性
的
接
触
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
が
、
特
に
、
日
本
人
男
性
が

同
性
間
の
性
的
接
触
に
よ
っ
て
国
内
で
感
染
す
る
事
例
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
、
感
染
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
を
更
に
強
力

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体
及
び
地
方
公
共
団
体

相
互
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
及
び
教
育
並
び
に
保
健
所
等
に

お
け
る
検
査

・
相
談
（カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
体
制
の
充
実
を
中
心
に
、
連
携
し
て
重
点
的
か

つ
計
画
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
回
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療

関
係
者
、
患
者
団
体
を
含
む
非
営
利
組
織
又
は
非
政
府
組
織
（以
下
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
」
と
い
う
。
）
、

海
外
の
国
際
機
関
等
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
既
存
の
施
策
は
全
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
特
定
の
集
団
に
対
す

る
感
染
の
拡
大
の
抑
制
に
必
ず
し
も
結
び
付
い
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
個
別
施
策
層
（感
染
の
可
能
性
が
疫
学
的
に
懸
念
さ
れ
な
が
ら
も
、

感
染
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
入
手
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
偏
見
や
差
別
が
存
在
し
て
い
る

社
会
的
背
景
等
か
ら
、
適
切
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め

に
施
策
の
実
施
に
お
い
て
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
人
々
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対

し
て
、
人
権
や
社
会
的
背
景
に
最
大
限
配
慮
し
た
き
め
細
か
く
効
果
的
な
施
策
を
追
加
的
に

実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
個
別
施
策
層
と
し
て
は
、
現
在
の
情
報
に
か
ん
が
み
れ
ば
、

性
に
関
す
る
意
思
決
定
や
行
動
選
択
に
係
る
能
力
に
つ
い
て
形
成
過
程
に
あ
る
青
少
年
、
言

語
的
障
壁
や
文
化
的
障
壁
の
あ
る
外
国
人
及
び
性
的
指
向
の
側
面
で
配
慮
の
必
要
な
矧
日
間

ｄ
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用
劃
釧
馴
馴
劉
「
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）
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る
。
ま
た
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
性
的
接
触
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
か
ら
、
性

風
俗
産
業
の
従
事
者

（
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可
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及
び

厚
生

示
第
八
十
九
号
）
の

一
部
を
改
正
す

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
や
無
症
状
病
原
体
保
有
の
状
態
（Ｈ
Ｉ
Ｖ
（ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
）
に
感
染
し
て
い
る
が
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
を
発
症
し
て
い
な
い
状
態
を
い
う
。
）

は
、
正
し
い
知
識
と
そ
れ
に
基
づ
く
個
人
個
人
の
注
意
深
い
行
動
に
よ
り
、
多
く
の
場
合
、

予
防
す
る
こ
と
が
可
能
な
疾
患
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
の
医
学
や
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
感

染
し
て
も
早
期
発
見
及
び
早
期
治
療
に
よ
っ
て
長
期
間
社
会
の

一
員
と
し
て
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
様
々
な
支
援
体
制
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
我
が
国
に
お
け
る
発
生
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
国
及
び
都
道
府
県
等

（都
道
府

県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び
特
別
区
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
に
関
す

る
情
報
を
収
集
及
び
分
析
し
、
国
民
や
医
師
等
の
医
療
関
係
者
に
対
し
て
情
報
を
公
表
し
て

い
る
調
査
（以
下

「
エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
」
と
い
う
。
〉
に
よ
れ
ば
、
他
の
多
く
の
先
進
諸

国
と
は
異
な
り
、
地
域
的
に
も
、
ま
た
、
年
齢
的
に
も
依
然
と
し
て
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、

特
に
、
二
十
代
か
ら
三
十
代
ま
で
の
若
年
層
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
感
染
経
路
別

に
見
た
場
合
、
性
的
接
触
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
が
、
特
に
、
日
本
人
男
性
が
同
性
間

の
性
的
接
触
に
よ
つ
て
国
内
で
感
染
す
る
事
例
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
今
後
と
も
、
感
染
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
を
更
に
強
力
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体
及
び
地
方
公
共
団
体
相
互
の
役
割
分
担
を
明
確

に
し
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
及
び
教
育
並
び
に
保
健
所
等
に
お
け
る
検
査

・
相
談
（カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
体
制
の
充
実
を
中
心
に
、
連
携
し
て
重
点
的
か
つ
計
画
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
関
係
者
、
患
者
団
体
を
含

む
非
営
利
組
織
又
は
非
政
府
組
織
（以
下

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
」
と
い
う
。
）
、
海
外
の
国
際
機
関
等

と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
既
存
の
施
策
は
全
般
的
な
も
の
で
あ
つ
た
た
め
、
特
定
の
集
団
に
対
す

る
感
染
の
拡
大
の
抑
制
に
必
ず
し
も
結
び
付
い
て
こ
な
か
っ
た
。
ン
」う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
個
別
施
策
層
（感
染
の
可
能
性
が
疫
学
的
に
懸
念
さ
れ
な
が
ら
も
、

感
染
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
入
手
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
偏
見
や
差
別
が
存
在
し
て
い
る

社
会
的
背
景
等
か
ら
、
適
切
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め

に
施
策
の
実
施
に
お
い
て
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
人
々
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対

し
て
、
人
権
や
社
会
的
背
景
に
最
大
限
配
慮
し
た
き
め
細
か
く
効
果
的
な
施
策
を
追
加
的
に

実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
個
別
施
策
層
と
し
て
は
、
現
在
の
情
報
に
か
ん
が
み
れ
ば
、

岬難却け」除魏嗽蹴替獅囲燿鳳訛縣』齢画のの‐膨耐蠅畔離̈
』蜻秒昨昨窮端釉郵

げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
性
的
接
触
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
か
ら
、
性
風
俗
産
業

の
従
事
者
及
び
利
用
者
も
個
別
施
策
層
と
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
具
体
的
な

個
別
施
策
層
に
つ
い
て
は
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
適
切
な
見
直
し
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
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利
用
者
も
個
別
施
策
層
を
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
劃
引
―こ１
１
剰
例
甜
劇
割
Ы
副
刻
司

一‥劇
「
瓢
翻
潤
割
剣
＝
劇
１
劃
翻
馴
馴
馴
「
呵
つ―
耐
刊
副
脚
馴
劉
劉
困
周
ｄ
Ｊ
刊
釧
創
劉
引
創
り
到
洲

司
引
１
．な
お
、
具
体
的
な
個
別
施
策
層
に
つ
い
て
は
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
適
切
な
見
直

し
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る

医
療
に
関
す
る
法
律
（以
下

「法
」
と
い
う
。
）
の
理
念
で
あ
る
感
染
症
の
予
防
と
医
療
の
提

供
を
車
の
両
輪
の
ご
と
く
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
患
者
等

（患
者
及
び
無
症
状
病
原
体
保

有
者

（Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏
見
や
差
別
を
解

消
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
常
に
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
関
係
者
が
協
力

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

本
指
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
応
じ
た
予
防
の
総

合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
関
係
者
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
及
び
教
育
並
び
に
保

健
所
等
に
お
け
る
検
査

・
相
談
体
制
の
充
実
等
に
よ
る
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
、

患
者
等
に
対
す
る
人
権
を
尊
重
し
た
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
等
の
観
点
か
ら
新
た
な

取
組
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

な
お
、
本
指
針
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
再
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

第

一　
原
因
の
究
明

一
　

エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
の
強
化

エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
は
、
感
染
の
予
防
及
び
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
の
た

め
の
施
策
の
推
進
に
当
た
り
、
最
も
基
本
的
な
事
項
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
国
及
び
都

道
府
県
等
は
、
患
者
等
の
人
権
及
び
個
人
の
情
報
保
護
に
引
州
―こ‐
配
慮
し
た
上
で
、
国

釧
劇
刻
篇
翻
馴
甜
劉
副
Ⅷ
烈
判
（―「
州
珂
対
剣
翻
剰
劃
∃
諷
割
剛
到
＝
創
四
劉
創
剖
硼
矧
班

日
劇
引
１
劇
刊
副
湖
Ｊ
劃
側
Ч
Щ
Ｇｌ
ｑ
劉
ｄ
倒
劇
ｕ
ｌ
法
に
基
づ
く
エ
イ
ズ
発
生
動
向

調
査
の
分
析
を
引
き
続
き
強
化
す
る
と
と
も
に
、
患
者
等
へ
の
説
明
と
同
意
の
上
で
行

わ
れ
る
、
病
状
に
変
化
を
生
じ
た
事
項
に
関
す
る
報
告
で
あ
る
任
意
報
告
に

劃
欄
馴
刊
期
劉
引
劃
別
矧
翻
劇
劉
馴
割
々
Ｊ
刊
倒
情
報

の
分
析
日
引
き
続
き
強
化
す
べ
き
で

あ
る
。
川
劇
、
コ
引
割
劃
刑
罰
馴
劉
卿
剥
川
悧
欄
コ
Ｎ
判
劇
「
劇
馴
到
ｄ
劃
切
ｄ
測
引

訓
劉
「
コ
釧
劉
ゴ
測
留
剛
測
ヨ
馴
刊
司
回
樹
翻
劉
倒
ョ
副
＝
Ч
劃
引
＝
Ｊ
「
「
渕
劇
洲
劃
瓢
劇
訓
劉
引
４
棚

剣
引
引
司
ｄ
洲
凶
到

で
あ
る
。

ま
た
、
都
道
府
県
等
は
、
正
し
い
知
識

の
普
及
啓
発
等

の
施
策
を
主
体
的
か

つ
計
画

的

に
実
施
す
る
た
め
、
患
者
等

の
人
権
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
配
慮

し
た
上
で
、
地

域
に
お
け
る
発
生
動
向
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
一　
個
別
施
策
層
に
対
す
る
州
劉
到
劇
訓
劃

の
実
施

る́
。さ
ら
に
、
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る

医
療
に
関
す
る
法
律
（以
下

「法
」
と
い
う
。
）
の
理
念
で
あ
る
感
染
症
の
予
防
と
医
療
の
提

供
を
車
の
両
輪
の
ご
と
く
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
患
者
等

（息
者
及
び
無
症
状
病
原
体
保

有
者

（Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏
見
や
差
別
を
解

消
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
常
に
念
頭
に
置
き

つ
つ
、
関
係
者
が
協
力

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

本
指
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
応
じ
た
予
防
の
総

合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
関
係
者
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
及
び
教
育
並
び
に
保

健
所
等
に
お
け
る
検
査

・
相
談
体
制
の
充
実
等
に
よ
る
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
、

患
者
等
に
対
す
る
人
権
を
尊
重
し
た
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
等
の
観
点
か
ら
新
た
な

取
組
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

な
お
、
本
指
針
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
再
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

第

一　

原
因
の
究
明

一
　

エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
の
強
化

エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
は
、
感
染
の
予
防
及
び
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
の
た

め
の
施
策
の
推
進
に
当
た
り
、
最
も
基
本
的
な
事
項
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
国
及
び
都

道
府
県
等
は
、
患
者
等
の
人
権
及
び
個
人
の
情
報
保
護
に
配
慮
し
た
上
で
、
法
に
基
づ

く
エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
の
分
析
を
引
き
続
き
強
化
す
る
と
と
も
に
、
患
者
等

へ
の
説

明
と
同
意
の
上
で
行
わ
れ
る
、
病
状
に
変
化
を
生
じ
た
事
項
に
関
す
る
報
告
で
あ
る
任

意
報
告
に
劃
ｄ
情
報
の
分
析
Ы
引
き
続
き
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
都
道
府
県
等
は
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
等
の
施
策
を
主
体
的
か
つ
計
画

的
に
実
施
す
る
た
め
、
患
者
等
の
人
権
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
配
慮
し
た
上
で
、
地

域
に
お
け
る
発
生
動
向
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
一　
個
別
施
策
層
に
対
す
る
施
策
の
実
施
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国
は
、
硼
剰
鋼
劉
コ
馴
Ｇｌ
ｑ
割
Ц
倒
刻
ｕ
ｌ

人
権
及
び
個
人
情
報

の
保
護
に
配
慮
し
た

上
で
、
側
到
翻
悧
回
倒
翻
劉
馴
劉
剤
劃
酬
馴
劃
郷
刷
剰
樹
樹
「
馴
創
刷
刻
副
Ｊ
洲
ゴ
刻

で
あ
る
。

〓
一　
国
際
的
な
発
生
動
向
の
把
握

国
際
交
流
が
活
発
化
し
、
多
く
の
日
本
人
が
海
外
に
長
期
又
は
短
期
間
滞
在
し
て
い

る
と
と
も
に
、
日
本
国
内
に
多
く
の
外
国
人
が
居
住
す
る
よ
う
に
な
つ
た
状
況
に
か
ん

が
み
、
国
劇
ゴ
州
鋼
珊
剖
Ｎｌ
Ｇｌ
ｑ
割
日
捌
刻
ｕ
Ｊ
栂
外
に
お
け
る
発
生
動
向
日
把
握
し
、

我
が
国
へ
の
影
響
を
事
前
に
推
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

回

到
馴
到
劃
劃
割
剰
國
劉
刃
渕
副
樹
劉
劃
側

回
∃
『
翻
劇
司
引
コ
馴
刷
刹
刹
剖
剰
瑚
洲
可
剛
引
日
劉
劉
Ｊ
劉
側
翻
硼

劉
測
劇
Ч
Ｊ
烈
ヨ
刺
州
樹
樹
翻
句
ョ
測
Ｈ
Ｊ
副
劉
到
刻
劇
引
１

第
二
　
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

一　
基
本
的
考
え
方

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
は
、
性
感
染
症
と
同
様
に
、
個
人
個
人
の
注
意
深
い
行
動

に
よ
り
、
そ
の
予
防
が
可
能
な
疾
患
で
あ
り
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
現
在
に
お
け

る
最
大
の
感
染
経
路
が
性
的
接
触
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
①
正
し
い
知
識
の
普
及
啓

発
及
び
②
保
健
所
等
に
お
け
る
検
査

・
相
談
体
制
の
充
実
を
中
心
と
し
た
予
防
対
策
を

重
点
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
保
健
所
を
こ
れ
ら

の
対
策
の
中
核
と
し
て
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
所
管
地
域
に
お
け
る
発
生
動
向
を
正

確
に
把
握
で
き
る
よ
う
そ
の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

国
は
、
［劃
別
畑
制
目
刷
椰
＝
剰
劇
「
ズ

権
及
び
個
人
情
報

の
保
護
に
配
慮
し
た
上
で
、

側
祠
鰤
＝
国
ヨ
詞
＝
劃
羽
＝
劇
酬
可
ｌ
ｄ
劃
「
翻
馴
『
＝
徊
劃
「
副
釧
到
刊
１
樹
到
副
馴
副
コ
制
劃

倒
耐
悧
創
倒
「
剛
調
割
祠
劉
側
劉
悧
刊
剣
刹
劃
酬
期
劇
釧
硼
州
冽
刊
Ｊ
∃
刊
司
倒
劃
翻
翻
劃
劇
利
劃

劉
¶
剣
列
到
引
凋
凶
到

で
あ
る
。
日到
Ы
口
Ｊ
剥
引
劇
覇
瑠
馴
Ш
渕
コ
期
劇
∃
耐

劃
劉
目
¶

て―
訓
創
引
置
＝
側
目
別
週
倒
月
り
刷
到
到
劉
副
司

あ
る
。

ま

た

い
て
も
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
、
個
別
施
策
層
に

Ｊ

鼎

翻

鼎

日

副

硼

謝

劃

司

＝

ヨ

刊

劃

洲

日

劃

刷

刹

菫

剣

コ

ョ

Ｊ

ヨ

ヨ

＝

「

〓
一　
国
際
的
な
発
生
動
向
の
把
握

国
際
交
流
が
活
発
化
し
、
多
く
の
日
本
人
が
海
外
に
長
期
又
は
短
期
間
滞
在
し
て
い

る
と
と
も
に
、
日
本
国
内
に
多
く
の
外
国
人
が
居
住
す
る
よ
う
に
な

つ
た
状
況
に
か
ん

が
み
、
海
外
に
お
け
る
発
生
動
向
も
把
握
し
、
我
が
国

へ
の
影
響
を
事
前
に
推
定
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
二
　
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

一　
基
本
的
考
え
方
測
ｄ
則
細

＝
．
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
は
、
性
感
染
症
と
同
様
に
、
個
人
個
人
の
注
意
深
い
行

動
に
よ
り
、
そ
の
予
防
が
可
能
な
疾
患
で
あ
り
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
現
在
に

お
け
る
最
大
の
感
染
経
路
が
性
的
接
触
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
①
正
し
い
知
識
の

普
及
啓
発
及
び
②
保
健
所
等
に
お
け
る
検
査

・
相
談
体
制
の
充
実
を
中
心
と
し
た
予

防
対
策
を
重
点
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
保
健

所
を
こ
れ
ら
の
対
策
の
中
核
と
し
て
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
所
管
地
域
に
お
け
る

発
生
動
向
を
正
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
そ
の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

２‐

一ョ
劉
馴
赳
到
呵
ｑ
田
側
「
刹
引
劇
悧
剛
割
珂
ｄ
劇
し―
劇
劉
副
柵
割
「
側

周
囲
割
日
側
刻
側
到
Ｊ
酬
剛
剤
＝
日
州
國
日
「
日
剤
硼
刺
剰
製
駒
刻
Ｊ
司

凶
ゴ
潤
創
劃
ｇ
訓
副
釧
釧
割
釧
＝
劇
倒
馴
到
ｑ
列
到
刊

劃
剣
Ｊ
副
創
到
司
Ｊ
劇
剰
Ｊ
綱
到
劇
Ｊ
り
到
剣
釧
馴
剖
ｇ
ヨ
日
Ｍ
制
刊

コ
劇
∃
皿
引
瓢
割
ｄ
＝
劉
悧
剰
引
耐
刺
倒
劇
劉
調
コ
劇
倒
□
測
劃
翻
例
引

ョ
引
到
倒
判
Ｎ
側
川
側
州
鶏
釧
利

ＨＩ
可
Ⅵ
劃
制
羽
創
ｄ
劇
引
日
脚
ヨ
ロ
刹

可
Ч
９
堀
創
判
創
ョ
司
刹
馴
Ч
刻
釧
州
劉
「
劇
り
「
Ⅵ
創
劃
引
ョ
冽
割
国

ｕ
ｄ
側
Ｊ
覇
引
凶
刻
洲
覇
引
１
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一
一　
性
感
染
症
対
策
と
の
連
携
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

現
状
で
は
、
最
大
の
感
染
経
路
が
性
的
接
触
で
あ
る
こ
と
、
性
感
染
症
の
罹
患
と
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
の
関
係
が
深
い
こ
と
等
か
ら
、
予
防
及
び
医
療
の
両
面
に
お
い
て
、
性
感
染

症
対
策
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
対
策
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、

性
感
染
症
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針

（平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
五
号
）

に
基
づ
き
行
わ
れ
る
施
策
と
Ｈ
Ｉ
ｖ
感
染
対
策
と
を
連
携
し
て
、
対
策
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
性
感
染
症
の
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、　
コ
ン
ド

ー
ム
の
適
切
な
使
用
を
含
め
た
性
感
染
症
の
予
防
の
た
め
の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓

発
．
ｄ
翻
鋼
州
「
口
湖
酬
刻
鮒
馴
劉
剰
目
翻
剰
測
脚
劉
Ц
「
１
剤
「
＝
測
列
到
洲
割
創
倒
劃
訓
刹
引

る
体
制
を
充
実
す
る
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

〓
一　
そ
の
他
の
感
染
経
路
対
策

刻
例
甜
川
の‐
引
「
静
注
薬
物
の
使
用
、
輸
血
、
母
子
感
染
、
医
療
現
場
に
お
け
る
事

故
に
よ
る
偶
発
的
な
感
染
と
い
っ
た
性
的
接
触
以
外
の
感
染
経
路
に
つ
い
て
は
、
厚
生

労
働
省
は
引
き
続
き
、
関
係
機
関

（関
係
省
庁
―
保
健
所
等
、
独
立
行
政
法
人
国
立
国

際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
エ
イ
ズ
治
療

・
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

（以
下

「Ａ
Ｃ
Ｃ
」
と
い

う
。）、
地
方
プ
ロ
ジ
ク
軌
百
萩
蜂
↑
晶
↓
橋
苫
雀
艤
崚
―
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院
等
）
と

連
携
し
、
コ
Ｊ
洲
馴
釧
卿
輛
副
劉
卿
引
剣
覇
∃
刷
剰
劃
「
創
剰
剰
調
硼
制
州
潤
ｄ
割
の‐

予
防
措
置
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
測
川
‐
劃
Ｊ
引
引
硼
刻
刻
劉
Ｎｌ
Ｇｌ
ｏｌ
割

日
測
鋼
刊
Ч
劃
刊
例
到
翻
矧
馴
日
「
引
利
刑
脚
知
留
刺
コ
硼
劉
矧
馴
∃
劉
「
劉
Ｊ
月
日
馴
劉
矧
ｑ
胡

Ｚ
つ

。

３‐

樹
到
Ｊ
劃
謝
卿
卿
コ
Ｕ
創
ヨ
耐
ｄ
ｌま１
１
副
剰
司
創
測
刊
国
劉
馴
創
瓢
刊
刊
劃

列
州
倒
醐
州
訓
倒
倒
倒
則

の‐翻
州
引
剣
引
到
刊
Ｈ
『
劃
割
潮
御
判
酬
矧
劉
剥
羽

回
剣
囲
劃
剛
側
劉
刷
′、―劇
捌
割
側
司
川
ｑ
剰
□
劉
劉
∃
相
捌
翻
制
割
刻
創
劇
洲

引
樹
劇
ｄ
劃
到
劇
湖
ｄ
ｌ

４‐
　
こ‐
ｑ
引
『
Ｊ
劉
剣
鮒
馴
割
側
割
劇
１
列
剣
囲
∃
口
翻
り
馴
卿
刊
剥
罰
硼
制
倒

刑
刹
劃
劉
制
倒
Ч
Ｊ
卿
「
潤
罰
醐
糊
劉
司
■
側
州
悧
倒
劉
刊
判
州
劃
剰
刻
引
側

引
倒
剣
創
当
日
Ⅲ
判
却
＝
割
棚
ゴ
場
口
劇
到
劃
側
引
劃
刺
判
劇
Ｈ
Ｈ
「
剰
ゴ
ヨ

．「
胡
引
１

一
一　
性
感
染
症
対
策
と
の
連
携
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

現
状
で
は
、
最
大
の
感
染
経
路
が
性
的
接
触
で
あ
る
こ
と
、
性
感
染
症
の
罹
患
と
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
の
関
係
が
深
い
こ
と
等
か
ら
、
予
防
及
び
医
療
の
両
面
に
お
い
て
、
性
感
染

症
対
策
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
対
策
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

性
感
染
症
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針

（平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
五
号
）

に
基
づ
き
行
わ
れ
る
施
策
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
対
策
と
を
連
携
し
て
、
対
策
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
性
感
染
症
の
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、　
コ
ン
ド

ー
ム
の
適
切
な
使
用
を
含
め
た
性
感
染
症
の
予
防
の
た
め
の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

〓
一　
そ
の
他
の
感
染
経
路
対
策

静
注
栗
物
の
使
用
、
輸
血
、
母
子
感
染
、
医
療
現
場
に
お
け
る
事
故
に
よ
る
偶
発
的

な
感
染
と
い
つ
た
性
的
接
触
以
外
の
感
染
経
路
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
は
、
引
き

続
き
、
関
係
機
関

（保
健
所
等
に
加
え
、
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
エ
イ
ズ
治
療

・
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー

（以
下

「
Ａ
Ｃ
Ｃ
」
と
い
う
。
）
、　
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院
等
）
と
連

携
し
、
予
防
措
置
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

四
　
周
剰
「
劇
州
調
凶
却
劇
Ⅵ
羽
剰

１１

国
利
ｇ
酬
劇
側
劉
副
「
国
剰
劃
潤
制
剌
劇
到
咽
∃
利
Ｊ
ｇ
鼎
倒
側
翻
馴
剰
剌

の‐
圏
劉
咽
引
創
劉
刷
剰
罰
翻
制
ｄ
州
剣
司
到
月
剛
引
劃
馴
馴
＝
帽
劇
刊
耐
ｄ
こ―

と
が
重
要
で
あ
る
。

２‐

訂劉
酬
＝
劇
「
訓
ヨ
側
回
副
「
何
川
回
到
日
３
日
酬
創
Ч
創
「
翻
翻
硼
剣

同
国
劇
判
Ｎ
刹
側
州
ｇ
劇
日
甜
Ｕ
司
可
∃
日
習
制
測
洲
劃
測
期
日
卿
∃
剰

珂
劇
創
制
ョ
胡
「
列
司
Ｊ
劉
劉
劃
司
到
引
創
瓢
劉
副
司
引
ョ
留
劉
釧
引
引

劉
州
却
創
微
糊
劉
り
□
倒
劃
謝
引
こ―
打
倒
劉
剰
劇
Ы
可
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回
　
個
別
施
策
層
に
対
す
る
施
策
の
実
施

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
引
き
続
き
、
個
別
施
策
層

（特
に
、
青
少
年
及
び
Ｍ
Ｓ
Ｍ
）

に
対
し
て
、
人
権
や
社
会
的
背
景
に
最
大
限
配
慮
し
た
き
め
細
か
く
効
果
的
な
施
策
を

Ｎ
Ｇ
ｏ
等
と
連
携
し
追
加
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

特
に
、
都
道
府
県
等
は
、
患
者
等
や
個
別
施
策
層
に
属
す
る
者
に
対
し
て
は
、
対
象

者
の
実
情
に
応
じ
て
、
検
査

・
相
談
の
利
用
の
機
会
に
関
す
る
情
報
提
供
に
努
め
る
な

ど
検
査
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
の
特
段
の
配
慮
が
重
要
で
あ
る
。

剣

コ

冽

訓

省

劉

刹

劇

珂

割

目

Щ

翻

劃

∃

馴

劃

■

冒

ョ

潤

劃

酬

「

併
‐

劇

側

劃

創

瓢

剰

ョ

ヨ

リ

「

第
二
　
一割
川
割
劉
測
ｄ
利
創

一　
基
本
的
考
え
方

創

割

剰

翻

∃

日

司

日

∃

「

創

副

珊

割

到

利

「

珊

訓

制

刊

保
‐

割

劉

日

冽

到

Ｏ

Ｊ

劉

創

釧

酬

剛

日

「

目

倒

劃

劃

劃

創

劃

ぷ

劉

相

訓

副

劇

馴

引

到

Ｎ

副

司

引

Ⅵ

引

「

瓢

ヨ

劉

劃

割

『

劃

刃

剰

到

馴

劉

刻

覇

劉

副

目

日

剥

∃

割

罰

目

賞

鳳

劇

「

副

劃

劉

「

劇

∃

馴

蟄

コ

創

矧

ヨ

例

劃

引

馴

引

司

鳳

雪

刊

劇

叫

引

側

劉

劃

引

割

イ
ベ
ン
ト
等
集
客
が
多
く
見
込
ま
れ
る

る

こ
と
等

に
よ

り

刻
「
劃
到
剣
コ
剛
鳳
副
馴
目
剛
到
劇
彗
∃
引
劉

３‐

一到
「
Ｊ
日
到
謝
ヨ
留
馴
馴
当
「
ｄ
司
日
刊
判
劇
「
引
到
ｇ
訓
細
罰
司
翻

剣
劉
引
「
洲
到
訓
到
＝
矧
冒
劃
日
劃
到
創
副
田
料
劉
Ц
劇
倒
剣
月
Ｈ
測
ｄ

ｄ
ｄ
翻
劉
剰
劇
引
１

封
り
『
Ｊ
樹
副
制
劉
Ｊ
●
判
劇
司
剌
司
日
『
朝
樹
剰
利
劃
州
日
創
翻
到

ヘー
リ
州
綱
「
刻
劇
冽
劃
劉
劃
細
割
劇
刻
引
到
劃
樹
樹
ｄ
＝
劇
創
脚
判
劃
到

「
司
到
Ｊ
引
「
日
州
¶
引
冽
劃
測
司
劇
「
Ч
瀾
馴
剰
刻
引
埋
硼
型
「
ョ
ｄ

樹
回
剛
鮒
側
割
劉
司
側
創
ョ
制
耐
１

コ
．
個
別
施
策
層
に
対
す
る
施
策
の
実
施

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
引
き
続
き
、
個
別
施
策
層

（特
に
、
青
少
年
及
び
同
州
測

剖
）
に
対
し
て
、
人
権
や
社
会
的
背
景
に
最
大
限
配
慮
し
た
き
め
細
か
く
効
果
的
な
施

策
を
追
加
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

特
に
、
都
道
府
県
等
は
、
患
者
等
や
個
別
施
策
層
に
属
す
る
者
に
対
し
て
は
、
対
象

者
の
実
情
に
応
じ
て
、
検
査

・
相
談
の
利
用
の
機
会
に
関
す
る
情
報
提
供
に
努
め
る
な

ど
検
査
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
の
特
段
の
配
慮
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
心
理
的
背

則

劇

劇

ぢ

副

劇

州

剰

周

Ｈ

劃

剰

劃

¬

刻

＝

副

劉

似

ョ

劉

コ

日

刻

司

剛

引

日

劇

Ｊ

引

刻

嘲

刊

馴

列

目

コ

劉

鼎

回

冒

釧

到

刺

コ

剰

ョ

罰

ョ

劉

‐ヽ
――

刊

刷

■

日

目

引

到

ョ

創

列

期

る
。

利
翻

ヨ

封

創

Ｈ

Ｊ

罰

翻

雪

到

側

訓

日

樹

樹

引

劉

目

日

創

目

日

劉

刊

引

日

日

例

剰

判

創

剰

劉

剣

目

Ｊ

慟

翻

剰

コ

司

割

悧

引

倒

副

Ｊ

劃

司

目

引

劃

劃

例

到

劃

剣

剥

コ

罰

日

剛

劇

割

劃

到

劉

冽

諷

刺

司

そ
―

翻

劇

劃

曇

創

剣

当

瀕

碁

ヨ

罰

剰

劇

引

劉

目

０

周

第

網
副
闇
口
目
測
倒
剣
紹
月

■

劃
則
到
制
ヨ
司
尉
劇
創
劉
馴
司

日
叫

ＨＩ

Ｉｌ

ｖｌ
湘
測
謝
刷
湖
副
日
翻
翻
翻
剰
創
例
割
引
Ч
Ч
＝
判
羽
プ

ロー
ッー
ク
拠
点
病
院

測
劇
刊
州
バ
判
別
州
劇
周
囲
ｑ
棚
調
日
引
剖
制
劃
引

イヒー

「
ｄ

と
と
も

に
、
新

た

に
中

輛

国

郷

尉

罰

訓

ョ

コ

ロ

馴

国

颯

囀

翻

ｇ

目

３

日
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嘲
Ｈ

Ｊ

場

劃

訓

劃

剛

川

倒

馴

羽

劇

馴

劃

剰

劃

測

倒

コ

日

側

劇
創

劃

劉

劃

創

刊

割

Ｊ

則

刺

制

劃

訓

刊

制

酬

釧

劃

周

囲

凋

側
劉

潮

調

劃

日

刻

割

到

到

測

劉

∃

罰

刻

例

と―

¶

到

日

劉

冽

る
必
要
が
あ
る
。

劃
尉
「
劉
冽
側
倒
日
剖
劃
型
測
Ы
剤
躙
引
劇
Ｈ
引
謝
劃
悧
割

国

翻

コ

劉

副

刷

測

鰤

劉

『

創

引

劃

則

引

翻

ゴ

曹

州

劇

ヨ

期

剣

劇

躙

劇

州

刊

卿

豹

劉

劃

ヨ

劇

引

馴

剖

割

馴

劇

例

劇

刊

刊

別

ョ

引
例
到
劇
刻
「

罰
働
劃
剰
製
創
月
列
劇
日
到
刷
劇
Ｊ
罰
ヨ
馴
剣
割
割
ＩＩ
ＹＩ

エ
ー

目

創

口

罰

到

創

制

『

国
‐

コ

珊

劉

剖

硼

劃

調

引

国

国

剤

到

壇

劇

日

層

コ

劉

劃

悧

剰

引

Ｊ

劉

劃

刊

引

１

劃

日

ゴ

判

可

創

馴

剰

劉

剣

州

到

翻

到

ｇ

硼

目

り

型

卿

コ

コ

馴

ヨ

翻

引

＝

剰

『

住‐

剛

創

■
鋼
羽
悧
副
劉
翻
司
ｇ
∃
目
刊
ｄ
ヨ
罰
劇
割
コ
Ｊ
劃
刊
刻
「

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
感
染
の
危
険
性
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
者
の
み
な
‐引
ず
、

劃

劃

馴

倒

刻

矧

剣

引

剣

割

矧

「

副

翻

副

剖

刊

州

馴

Ｊ

風

劃

副

割

司

劃

劃

劃

列

樹

劃

刊

劇

ヨ

ａ

剰

ｕ

「

ゴ

３

目

制

ゴ

劉

刻

劃

ゞ

割

翻

劉

剖

割

コ

判

劉

翻

劃

則

副

劃

馴

創

ヨ

ゴ
当

到

劇

到

劃

「

創

創

渕

倒

創

劃

鼎

コ

釧

副

引

劃

引

劃

ヨ
創

刊

劃

日

Ｊ

馴

劃

釧

剛

瓢

劉

回

割

馴

到

訓

ヨ

劉

翻

割

劇
４

劇

曽

劉

劉

勇

割

劉

月

樹

割

劉

副

ヨ

「

到

ヨ

０

ヨ

湖

一る
。

一一
瓢

釧

馴

劉

副

劉

「

副

割

倒

割

樹

目

∃

劉

ｇ

劇

卿

刻

馴

副

和

劇

劃

引

ｄ

『

感
‐

劉

糊

割

国

引

刷

劃

劃

引

日

国

日

到

制

呵

各
‐

創

翻

日

刷

劃

副

劃

日

劇

周

馴

謝

目

到

劉

り

創

酬

目

切

劉

到

割

「

劇

日

劇

個
‐

馴

期

目

日

ゴ

響

劃

馴

列

刷

制

割

劃

コ

州

Ы

剣

封

嘲

制

利

「

創

創

∃

コ

ヨ

測

引

劉

劇

翻

ヨ

湖

刊

特
‐

『

地‐

刻

剣

剛

樹

Ｊ

捌

ｇ

鳳

目

倒

日

測

Ｊ

創

劃

翻

剣

劉

到

剣

州

割

馴

周

劃

司

塑

日

馴

劉

劇

「

倒

例

Ｊ

鳳

翻

劉

劃

刷

呵

企
‐

判

Ｎ
Ｉ

剣

劉

劇

冒

割

側

割

劉

刊

剰

瓢

∃

刺

＝

劃

劉

ｇ

渕

創

劃

劃

劃

冒

劉

響

劇

封

剌

劃

測

劃

ヨ

劇

当

剰

引

刊

翻

凶

珂

判

割

劉

ヨ

刊

馴

回

周

囲

制

ｄ

「

ゴ

剛

日

日

割

樹

剣

副

目

日

馴

倒

剛

日

剤

到

馴

■

割

刺

赳

劃

劉

ヨ

尉

割

ヨ

司
刊

‥

日
酬

日
『

ＡＩ

剛
棚

ゴ

倒
劇

馴

ｕ
ゴ

倒
到

判

例
引

冽

刻
目

硼

劉
湖
側
国
倒
翻
Ｊ
期
到
目
翻
劉
「
引
翻
劉
習
淵
国
割
翻
劇
剣
河

刻
劇
赳
劉
測
硼
剣
罰
劉
剛
倒
日
Ｊ
捌
側
目
側
馴
創
劇
樹

‐，
…―
劉
副

ｄ
則
劇
劉
悩
司
嘲
調
翻
剰
割
瑚
国
同
眉
引
酬
副
引
創
日
１
翻
劉

国
倒
蘭
劃
測
ｄ
邸
圏
糊
劇
日
樹
ｕ
И
利
創
鼎
剰
国
剣
劃
引
捌
Ы

割

潤

翻

樹

剥

劃

ヨ

引

Ⅵ

２‐

劃
日
ゴ
劇
悧
悧
判
割
Ⅵ
制
劇
刺
日
劇
川
到
引
嘲
剛
『

古
‐
副
劉
劃
渕
薗
創
個
割

司
劇
ヨ
例
劃
劃
圏
倒
赳
郷
烈
ョ
日
刑
コ
到
ｑ
引
η
Ｊ
日
「
洲
３
劉
胤
翻
Ｊ
引
ｄ

ガ
ーー
劃
日
「
コ
馴
劇
悧
＝
割
個
ｄ
劇
刈
劇
月
創
割
矧
旧
＝
Ч
劃
日
劉
Ы
翻
列
洲

口
別
の‐
欄
硼
ｄ
図
ｄ
こｌ
ｄ
洲
ゴ
刻
司
湖
引
１

劃
可
Ｊ
到
劇
側
皿
耐
「
劃
馴
剰
日
刈
劇
利
コ
劃
ヨ
翻
糊
捌
周
珂
Л
引
可
瑚
到

ｑ
剌
同
日
劇
劇
Ч
刻
馴
刷
割
淵
硼
コ
訓
月
日
剛
利
コ
ｇ
却
釧
圏
割
卿
湖
劃
側
引

側
日

困

綱

引

劇

習

Ⅱ

刊

劃

到

ｄ

倒

ヨ

翻

ヨ

矧

刻

こ
―

引

樹

劇
留

日

日

劉

＝

ョ

冽

磐

劇

刊

ゴ

剣

０

ロ

ヨ

例

劃

矧

劇

測

創

（
―
刊
封
Ｊ
刊
呵
刷
ヨ
割
伺
判
劇
劇
到
刊
列
刊

．３‐
　
十
分
な
説
明
と
同
意
に
基
づ
く
医
療
の
推
進

国
劉

剰
３

刷

創
コ

ゴ

「
創

測

孤
劉

鮒
副

コ

測
劇

日

ヨ
倒

御

副
用
副
剤
副
矧
Ч

＋
―
州
劃
酬
劃
何
「

理‐
割
涸
劉
割
劃
瑚
到
＝
刑

罰
別
到
引
剣

具‐
倒
別
司
Ｊ
日
御
罰
剛
劇
劉
日
側
引
創
劃
引
判

適‐

到
日
劉
劃
副
劃
刊
コ
剰
謝
劉
引
劇
劃
馴
制
鞘
副
劇
側
刷
ｄ
剤
副

剣
＝
劉
引
剣
コ
劃
劃
刊
引
剣

説‐
四
国
日
嘲

串
‐
割
笥
劉
副
剤
冊
馴

＝
矧

分‐
引
劇
引
劃
訓
刻
引
鰤
創
劇
剣
コ
¶
酬
コ
＝
り

ま―
可
劃
測

「
釘
湘
刷
紺
劉
目
洲
創
刷
割
劉
Ｊ
副
司
副
到
ヨ
劇
欄
司
引
訓
副

評
価
さ
れ
る
。

４‐

¶
欄
劉
割
到
剖
曇
引
烈
剌
劃
ヨ
劃
到
Ｊ
引
刊
剛
「
副
刷

創
湖
劇
沼
倒

劇
刻
引
矧
倒
「
ｄ
翻
劉
饗
国
∃
句
ｄ
劃
劉

劇

旦

剰

引

劉

５‐
　
情
報
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
の
整
備

劇
コ

釧
目

目

例
劇

「
日

∃

創
劉

∃
剰

創

四
期

ｄ
劃

月

り
劃

馴

見
方
法
等
の
情
報
を
容
易
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
フ
ァ
ク
シ
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引

刻

劉

湖

ゴ

判

到

Ⅶ

、

り

側

劃

劉

ｄ

副

割

割

劉

テ

測

矧

劃

到

劃

劉

Ⅵ

刊

∃

刻

馴

倒

劉

ａ

『

瓢

創

劉

錮

副

劉

到

刊

劃

引

∃

ｇ

劉

劉

コ

剰

劃

劉

副

目

倒

倒

翻

劃

剥

樹

測

引

ヨ

０

到

引

劉

州

冒

コ

３

日

劉

倒

卿

劃

倒

材

到

野

可

測

ゴ

留

割

刺

劃

∃

刷

矧

期

創

０

型

卿

コ

釧

司

日

州

∃

司

劃

「

剣

国

∃

刷

引

鋼

矧

創

割

割

Ｈ

引

劇

Ｊ

調

「

悧

刊

劉

到

「

＝

司

引

倒

ｇ

ヨ

ゴ

淵

男

劃

＝

劃

月

■

０

司

創

引

ョ

「

副

引

引

磐

冒

到

割

劉

劃

引

翻

割

翻

日

翻

馴

∃

劉

日

留

日

劉

割

劉

矧

ｄ

引

劇

創

倒

国

り

劃

●

判

剰

列

劉

到

刻

「

一一一日
Ч
劇
列
日
引
目
剰
創
馴
刷
刻
翻
測
ｊ
馴
割
判
到
創
倒
回
馴
劇

目
鞘
劉
倒
卿
罰
卿
翻
日
刷
劃
蟄
副
創
∃
副
Ｊ
剰
ョ
ョ
樹
囚
囲
硼

覗

釧

鼎

ヨ

日

剌

割

劃

割

劉

知

コ

∃

引

劉

四

％

鰤

申

舅

冬

舅

醐

調

咀

鬱

顆
引
酬
巫
酬
鋼
笏
淵
鋼
綱
飩
調
州
Ⅷ
剛
倒
Ｊ
矧
副

訓

引

劇

目

劃

∃

日

劃

副

罰

劃

司

硼

引

劉

∃

劃

司

劃

測

∃

暑

測

日

３

例

副

日

翻

翻

割

∃

引

到

矧

劇

コ

刷

コ

劉

倒

到

劉

刷

罰

ョ

醤

刻

刊

利

∃

測

「

日

引

馴

劇

劃

司

馴

¶

司

剛

嘲

自

闇

コ

劇

劉

劇

到

創

身
７‐

ｙ
翻
錮
靱
酬
愧
膨
鋼
酬
傲
珊

尚

渕

鏃

瘍

絆

鯰

一一一

Ｍ
酬

猾
鋼

翻
辟

明
綱

１
劉

る
。
こ
の
た

針
咽
周
囲
日
測
ヨ
０
ヨ
刊
週
州
皿
引
創
謝
日
∃
劉
割
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第
四
　
樹
劃
■
料
訓
制
制

の‐
ガ
剣

一　

―
＝

到̈

「

剥

謝

悧

制

ｑ

コ

到

月

悧

ｄ

ｌま―

＝

劉

劉

刷

劉

期

日

悧

到

釧

到

り

刊

劃

切
な
相
談

及
「
国
園
棚
関
「
ｑ
紹
州
引
到
引
ｄ
Ｊ
ｄ
目
＝
劇
測
川

の‐
引
劇
川
ｄ
劃
潮

劇
酬

淵

冽

観

劇

副

劉

倒

剣

ｇ

刑

劉

目

徊

創

コ

剛

創

劉

目
捌
∃
副
刊
引
■

２
　
こ
の
た
め
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
等
に
お
け
る
屈
一査

・
相‐調
体
制
ｑ

充
実
引
国
本
と
‐ｕ
「
潤
測
「
刑
罰
周
週
周
∃
「
洲
剛
洲
用
州
Ч
利
Ч
コ
徊
到
刻
劉
日
側

Ｊ
響
劃
留
風
樹
劃
酬
割
り
∃
β
珂
剰
制
割
吼
倒
劇
凶
創
ｄ
響
到

劃
刻
刊
倒
釧
剖
引
日
樹
副
劉
刷
ゴ
淵
酬
ゴ
創
劃
訓
Ч

適‐
刹
矧
謝

測
Ｊ
剰
悧
剛
ｄ
剣
劉
劃
引
剣
コ
ｄ
酬
刷
割
引

ＮＩ
創
Ш
副
り
∃
日

劉
判
糊
刷
コ
ヨ
刻
馴
司
測
卿
刷
劃
謝
樹
割
綱
捌
可
測
洲
ｄ
淵
樹

刊
判
引
＝
劉
∃
刊
引
Ⅵ

ｌ
　
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、

的
考
え
方‐目
踏
ま
麹
＝
保
健
引
目
剥
喘
引
矧
料
の

引

日

刻

劃

剣

劃

劉

測

ヨ

∃

割

到

刻

劃

糊

日

可

副

劃

コ

型
副

刊
刻

■

さ
ら
に
都
道
府
県
等
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
や
必
要
に
応
じ
て
医
療
‐機
関
と
も‐測
例
し
、

個
人
情
報

の
保
護

に
配
慮

し

つ
つ
＝
‐地
域

の‐
月
情

に
屈
ｕ
ｄ
「

利
便
性
の
高
い
場
所

・
休

日
等
、
時

間
帯
に
配
慮

し
た
検
査
や

迅
速
検
査
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、

劉

刷

劃

ヨ

劉

劇

８

厠

富

割

Ｊ

∃

鼎

目

切

倒

到

側

翻

留

創

卿

創

劃

引

劇

劉

測

切

劉

劇

劃

到

割

「

Ｊ

「

日
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訓

鼎

目

謝

可

訓

剥

割

劉

側

「

刻

刷

劃

劉

割

捌

＝

樹

目

冽

到
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到

州

刊

Ｊ

釧

司

目

劉

¶

紹

測

司

引

コ

劇

「

和

■

例

劇

ヨ

剰

刻

則

引

劇

創

劉

細

剰

劃

劃

制

コ

可

コ

翻

劉

ｇ

冽

創

剛

利

剥

制

叫

剥

引

割

鳳

鮒

釧

到

日

劉

ｇ

創

に
あ
た

っ
て
は
通
訳
等

の
確
保
に
よ
る
多
言
語
で
の
対
応

の
充
実
等
が
必
要
で
あ
る
。

四
　
副
劃
川
劃
劃
割
剰
捌
引
刻
渕
側
留
り
州
副
日
捌
劉
判
Ч
Ч
刻
月
日
鼎
鋼
「
――
劇
刻
湘
悧
倒
鋼
『
倒

劇
期
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剰
躙
利
刺
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倒
刹
倒
ｕ
側
渕
・、Ｉ
Ｊ
鼎
司
司
翔
測
刑
到
制
「
飼
測
司
刻
剥
劃
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引
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「
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割
「
瀾
劉
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国
剤
綱
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劇
引
劉
測
薗
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馴
馴
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刺
『
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日
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Ш
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Ч
刻

Ｊ
洲
剰
樹
劉
鋼
到
個
創
刻
副
「
剣
引
到
到
制
剰
割
¶
＝
刷
倒
酬
測
割
『

一
―
到
剛
畑
割
嗣
割
「
「
ｑ
口

劇
剌
コ
卿
悧
襴
劃
訓
創
倒
劉
刻
＝
釧
コ

・
――
倒
劉
――
列
Ｊ
刊
ｑ
劇
刑
「
劃
ヨ
利
■
川
引
例
コ
＝
劉
判
列

ｄ
翻
硼
馴
剛
］
判
刑
制
刻
判
「
剣
倒
到
刻
刊
剥
劉
「
＝
副
日
１
劃
馴
樹
劉
Ч
刊
倒
引
悧
劉
コ
９
則
制

引
ヨ
期
劃
悧
呵
「
劉
川
耐
剤
糊
「
利
刻
Ы
ｌ
冽
測
躙
劉
硼
剣
ＮＩ
詞
湖
厠
「
釧
ｑ
劃
日
網
馴
剛
＝
列
剣

割
樹
卿
日
悧
利
『
口
瑚
劇
コ
劇
留
同
細
冽
副
劉
劉
引
倒
凶
ヨ
剰
割
例
ｑ
ｌ

第
四
　
硼
矧
劇
州

の‐
樹
週

一　

曾劇
副
出
引
コ
劉
刷
側
洲
刻
釧
側
剛
劉
日
測
湘
剰
翻
劇
制
司
劃
ヨ
制
冽
＝
り
ｑ
川
湖
副
割
『

一
ｌ
剛
測

創
周

ｇ

月

剛

劃

劉

割

国

劉

ヨ

劉

可

ｄ

Ｊ

刊

刻

劇

日

Ｊ

日

日
倒

劉

列

働

「

日

劇

引

割

∃

日

測

ｕ

劉

劃

冒

目

刷

ｄ

副

コ
劉

Ｊ

謝

劉

ヨ

Ⅵ

倒

司

翻

劉

倒

目

醐

割

引

尉

劃

副

馴

樹

剣

ヨ

「

州

副

馴

則

留

創

Ⅲ

引

劃

劇

剖

ョ

劉

ヨ

コ

「

一
一

日
「

特‐
劉
劉

ワ‐
劉
引
「
あ
四
測
翻
劉
刷
ｇ
劉
劇
嘲
判
冽
劉
紺
樹

劇

劉

創

州

翻

割

側

口

司

副

翻

翻

邸

謝

刻

ョ

劇

ヨ

到

引

「

ゴ

勁

剣

國

謝

劃

副

翻

ヨ

コ

ヨ

馴

引

剰

曹

飼

制

到

凋

日

日

Ч

関
‐

鮒

馴

剛

劉

祠

劃

刷

刻

日

期

ョ

劇

劃

ヨ

刻

「

一
一

日
「

研‐
劉
劉
剣
創
剛
測
劇
創
州
剣
劉
劇
劇
倒
罰
回
引
馴
引
測
「

創
周

劉

ョ

刷

劃

刷

刻

ヨ

倒

「

り

劇

引

郷

日

ロ

ヨ

Ч

習

劉

赳
矧
■
Ｈ
引
利
劃
司
引
劉
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引
―
嶼
査
」
相
談
の‐
利
用
に
係
る
情
報
の
周
知
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

２‐

「ｇ
副
劇
割
嘲
酬
馴
劇
劇
日
翻
刊
Ч
糊
劃
到
酪
劇
「
馴
劉
∃
コ
馴
測
矧

Ч
コ
『
劇
国

の‐
訓
日
劃
捌
糊
到
劃
謝
「

必‐
剰
州
¶
コ
割
周
剖
馴
剣
ｄ
創

馴
ヨ
劇
Ⅵ
「
倒
創
日
悧
劇
ョ
到
当
到
劇
割
刊

劃
引
呵
＝
劉
割
纏
日
「
Ｊ
Ⅶ
罰
劇
司
ｄ
引
Ц
可
ｊ
測
翻
日
倒
劃
創
割
珈
司
劃

到
倒
ヨ
訓
引
引
現
割
割
割
＝
「
湘
硼
潤
制
調
利
螢
国
翻
留
馴
測
麺
精
ｄ
コ
Ы
刷

期
洲
列
Ｊ
劉
馴
謝
卿
翻
四
到
創
測
ｕ
ｌ
口
劇
出
同
づ
卿
雪
刻
日
馴
駒
刷
例
ョ
４

ｄ
口
到
劃
ヨ
「
引
剣
Ｊ
州
「
日
Щ
ョ
矧
日
司
Ч
劇
刷
劇
刊
釧
馴
剣
馴
側

判

笏

闇

咽

割

調

羽

多

冒

錮

剰

劇

馴

∃

到

覇

卿

劃

¬

馴

割

劉

∃

∃

引

割

割

剰

判

到

コ

劃

到

引

劉

〓
一

刷

創

馴

督

割

「

翻

∃

劉

∃

到

劇

調

冒

ｑ

馴

劇

引

劉

Ｊ

易

日

翻

劉

鳳

１

釧

到

ｇ

月

日

コ

「

副

翻

コ

創

∃

刷

割

創

瀾

劉

矧

判

到

ョ

曇

劃

割

劉

Ｊ

郷

Ｊ

捌

回

０

日

釧

劉

醐

日

劉

３

コ

創

劇

ゴ

則

司

糊

翻

劉

∃

劃

∃

劉

Ｊ

鼎

割

引

可

＝

劇

週

調

糊

到

劇

翻

樹

ｇ

割

訓

劉

劉

８

割

別

割

日

■

４

回

倒

劇

劉

劃

∃

コ

認

コ

制

ｇ

Ｊ

劉

ョ

引

劉

引

劉

引

刷

翻

冽

ｇ

目

倒

国

劉

日

矧

コ

刹

劇

Ｊ

酬

∃

側

割

劃

例

到

到

馴

引

刷

剣

割

日

劇

劇

劃

刷

目

副

ヨ

引

刊

綱

ｇ

２

翻

劃

冽

到

封

劉

ゴ

凶

楊

∃

引

劃

引

創

洲

引

劉

創

劇

刊

馴

可

刊

覇

列

創

劇

副

割

翻

響

鼎

当

副

嘲

創

創

樹

劃

副

１

引

割

り

Ｊ

劃
割
∃
到
コ

Ｊ
刷
「
引
「

回

側
側
目
劇
相
訓
悧
制
の‐
ガ
剣

副
列
朝
∃
捌
側
割
国
劇
劇
渕
当
目
日
川
＝
割
翻
曰
創
利
謝
刻
劇
劉
冽
測
側

引
引
刺
「
副
湖
引
割
＝
∃
例
Ч
潤
個
目
別
劃
謝
日
鳳
聞
コ
割
目
劉
訓
劉
利
瑚

ｄ
劇
割
「
割
＝
刊
劇
判
創
訓
剛
劇
翻
硼
日
倒
瓢
馴
刻
創
訓
劉
到
籍
剛
割
劉
Ｊ

日
可
『
Ｊ
割
囲
日
―こ―
刺
コ
翻
劃
『
ｄ
凋
可
ｑ
劉
引
Ｎ
引
ｄ
倒
引
悧
翻
日
厠
制

闊
翻

舞

渕

酬

絹

羽

暑

曇

引

引
測
Ｊ
列
引
川
劉
列
劃
側
Ｊ
制
謝
響
り
Ц
制
劃
到
矧
Ｊ
劃

瓢

コ

、

剣

コ

劉

馴

引

司

剛

刊

創

鼎

到

コ

当

到

引

劉

第
五
　
日
測
湖
創
側
『

一

第
王
　
国
劇
制
測
測
樹

一
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中
核
拠
点
病
院
及
び
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
周
院
の
機
能
の
「
相
日
州
目
引
ｄ
ｄ
日
Ы

と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
都
道
府
県
内
に
お
け
る
総
合
的
な
国
療

療
従
事
者

へ
の
啓
発
や
各
種

高
度
化
し
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
治
療
を
支
え
る
た
め
に
は
、
ど
療
‐硼

の
標
準
化
を
進
め
る

国
は
、
外
来
診
療
に
お
け
る
チ
ー
ム
医
療
‐「
ケ
ア
の
在
り
方
日
つ‐
口
「
の‐
相
釧
翻
引

１１

口
困
∃
翻
邸
糊
瓢
到

Ｃ

Ｃ

呵
翻
瑚
ｇ
２
日
嘲
判
Ｈ
劃
珈
割
国
『

エ
ー
■
∃
淵
期
回
翻
測
棚
瑚

劃
圏
例
雪
卿
樹
創
∃
日
劃
鸞
剤
ヨ
例
淵
劉
冒
馴
割
創
刷
劇
鼎
硼

の
整
備
を
重
点
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

副

謝

日

「

州

Ы

ｄ

剥

ヨ

罰

劉

判

剣

剛

馴

珊

剣

剤

剣

目

硼

劉
瑚
翻
国
倒
劉
Ｊ
馴

翻
目
目
劉
劃
割
翻
劉

Ⅶ
棚
国
釧
劇
劇
創
耐

刻
刻
赳
型
留
硼
刻
瑯
馴
囲
倒
日

つ―
「

Ａ
ｌ
ｇ
捌
割
劉
「
司
ｄ
鮒
劇

回
劉

劉

∃

留

嘲

＝

馴

コ

測

国

司

劇

劇

地
‐

倒

対

躙

目

劉

剰
翻

制

翻

棚

割

欄

ヨ

ヨ

劇

馴

馴

創

嘲

一
‐

測

目

翻

詞

劉

い
て
も
診
療
機
能
に
応
し
た
患
者
主
体
の
良
質
か
つ
適
切
な‐目
療
洲
居
倒
刑
ｄ
引
ヨ

ゴ
劃
劇
剛
習
Щ
劇
劉
劇
倒
糊
目
ヨ
翻
馴
Ｊ
劇
涸
嘲
翻
矧
ゴ
引
列

咽
側
硼
Ｊ
瑚
翻
劃
日
「
■
割
翻
利
曹
刷
国
側
期
国
賽
剤
囲
剰
測

に
よ
り
診
療

の
質

の
向
上
を

図
る
こ
と
が

で
き

る
よ
う

到
測
劇
制
予
日
引
創
遇
劃
す
コ
日
測
Ｈ
Ｊ
ｇ
掘
国
日
間
劃
¶
薗

間
の
診
療
連
携
の
推
進
、
担
当
医
師
の
み
が

剌

刹

到

馴

測

硼

倒

副

日

測

目

日

判

目

剰

日

罰

刻

鼎

『

目

倒

酬

ヨ

省

剖

劃

罰

鋼

劃

日

例

劃

劉

副

引

当

剰

珂
翻
―

２‐

一馴
剰
卿
湘
司
＝
日
劉
冒
樹
罰
劉
劇
困
劇
例
鼎
槻
剣
個

づ
劃
劇
国
副
薗
慰
当
馴
ｄ
∃
樹
劃
赳
側
制
到
ヨ
州
劉
到
劃
制
「

ｇ
＝
到
馴
刷
ゴ
鼎
引
目
倒
ｄ
劉
劇
到
翻
コ
剛
対
ヨ
刊
引
剣

ま―

可
ゴ
劇
国
馴
『
創
到
創
日
習
日
例
到
＝
可
■
測
副
調
コ
ｇ
則

引
劃
到
劇
刻
「

さ
ら
に
今
後
は
、
専
門
的
医
療
と
地
元
地
域
で
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉

刊

ゴ

創

ｇ

刻

副

当

劃

冽

到

剰

到

刻

創

目

煽

劇

劃

到

桐

祉
サ
ー
‐ピ

石
引
ｑ
硼
羽
引
圏
凶
コ
到
「
例
例
倒
「
∃
翻
刊
∃
劃

――
引
剤
刹
ｉｌ

ｄ
引
刊
＝
Ⅷ
剣
剤
劇
Ｊ
コ
翻
『
劉
捌
列
引
冽
刻
目
倒
渕
翻
矧
側

国
倒
利
ｇ
炒
刷
倒
珊
創
刊
剣
劃
ヨ
珊
割
Ｊ
∃
測
慰
謝
「
劃
辮
劇

□
測
罰
創
引
Ｊ
制
蟄
コ
割
Ｊ
棚
Ч
Ｊ
翻
到
Ｊ
劉
目
卿
到
ｇ
馴
翻

劉
割
創
馴
脚
硼
Ｊ
¶
Ｈ
劃
辮
劇
□
判

エ
ー
ｄ
∃
淵
珊
側
側
劇
翻
瑚

馴
翻
樹
コ
到
劃
測
甜
ｄ
創
副
劉
悧
珊
刻
ｇ
劉
刻
剰
倒
１
副
翻
刊

『

治‐

劉

コ

馴

∃

馴

剣

劃

剣

コ

彗

劇

洲

割

制

∃

劇

翻

目

倒

翻
劉
側
判
Ч
劉
翻
渕
到
Ｊ
剥
剰
日
期
ｕ
可
冽
Ｊ
引
０
コ
劃
例
刊

一
一
日
「
ゴ
測
ロ
ヨ
引
劃
司
割
叫
創
Ы
Ｊ
利
劇
∃
η
到
割
風
則
「
国

副

日

目

翻

刻

鮒

郷

引

翻

割

卿

□

副

副

罰

司

紹

劃

刈

到

劃

引
１

一
一

刷
割

劇

刷

Ｊ

列

割

∃

劉

ヨ

羽

到

倒

劇

Ч

劃

観

日

冽

轡

鼎

「

外
‐

刻

国

□

∃

口

剣

刷

劉

刻

利

創

州

劃

列

曰

日

引

創

到

創

刻

創

創

Ｊ

馴

到

剰

釧

ｇ

樹

劃

鳳

り

刷

到

∃

∃

例

釧

日

側

１

剰

劃

引

斜

到

珊

刺

剣

列

Ⅵ

瓢

劇

∃

刹

Ｊ

樹

州

劃

圏

劉

コ

鼎

到

劃

Ｎ

劉
創
到
州
鮒
硼
劃
劃
劇
矧
刊
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∃
割
り
卿
罰
目
劇
ｄ
コ
ョ
劇
剣
コ
∃
到
刊
剣
■
日
「
ゴ
∃
副

型
引
剖
黎
胤
ｇ
田
日
ゴ
０
劇
悧
副
目
Ⅱ
日
判
、
劉
引
可
剤
瓢

国
倒
劇
¶
例
珂
側
硼
コ
洲
Ｊ
例
コ
コ
刊
劃
Ｊ
「
ど
引
り
Ч

各‐

割
淵
州
口
罰
劉
樹
洲
コ
響
到
薗
例
川
冒
剰
椰
州
コ
刺
劇
到
コ

劇
測
■
日
副
剰
湖
川
鯛
劃
劃
囮
創
剰
劉
刻
ョ
劇
響
ョ
劃
例
刊

３‐

刊
創
劃
謝
劉
副
罰
可
月
¶
割
日
劉
瓢
ヨ

Ｈ
劉
割
∃
割
謝
利
４
判
馴
Ч
劇
測
司
珂
割
鋼
劃
判
創
利
劇
□
『
副
剰
側

割
司
国
∃
コ
日
畑
ｕ
Л
ガ
硼
劃
酬
劉
何
嘲
Ｊ
馴
鋼
創
引
割
Ｊ
劉
刻
ョ
副
洲

利
可
劉
Ｊ
知
刊
則
困
劇
日
『
副
創
側
割
剖
□
日
劉
創
側
劇
到
ｇ
到
制
＝
Ｊ

到
劃
国
∃
日
馴
劉
司
洲
劉
劃
劉
綱
引
可
Ｊ
劉
劇
耐
到
劇
劉
飼
捌
側
劃
引
網

制
劇
矧
劉
知
副
副
洲
ヨ
劉
ヨ
知
「
訓
呵
ｇ
倒
日
Ｗ
劇
劉
『
ｇ
馴
剛
酬
引
引

日
劇
川
劉
悧
剰
引
可
謝
刻
刷
割
劇
割
引
到
刊
劇
剰
劃
ヨ
Ц
Ч
Ｊ
到
「
副
剖

割
４
調
目
剛
紺
洲
劇
呵
ｇ
劃
倒
割
割
劇
引
劉
当
副
測
ｄ
ｕ
劉
判
州
司
コ
ｄ

評
価
さ
れ
る
。

４‐

制
釉
剰
∃
割
刻
刊
劇
到
瓢
∃
『
引
コ
∃
ぎ
訓
創
劇
割
刊
劇
召

劉
割
ヨ
ョ
馴
刊
劇
引
Ｊ
割
劃
劉
刷
引
湖
ヨ
２
淵
Ｊ
劉
劃
劉
割

「
倒
調
利
ｑ
公
開
等
「
行
っ
て
い
ｄ
ご
と
が
重
要
で
あ
る
。

に
肝
炎
ウ
イ

引
翻
劉
∃
割
刻
嘲
測
当
制
＝
周
川
劉
副
コ
倒
期
Ｊ
創
親
回
副
割

劃
測
刊
当
酬
ｄ
列
罰
昴
割
り
目
凋
コ
刊
到
劉

今‐
制
馴
コ
剰
冽

倒
刷
目
倒
期
引
翻
剰
鮒
釧
劇
翻
個
引
∃
ゴ
響
到
コ
剛
引
到
「

日
倒
□
烈
劃
劇
日
日
コ
刻
副
劇
期
Ｊ
劃
到
副
劉
劉
聞
□
∃
日

釧
別
対
¶
劇
国
側
劃
ヨ
劃
司
■
凋
日
「
日
翻
倒
割
日
目
璽
暑

る

こ
と
が

重

要

で
あ

る

５‐

制
判
剌

ッＩ
Ｈ
列
＝
列

の‐
劉
側

劇
コ
コ
翻
翻
創
欄
剖
翻
國
日
「
日
劉
劃
ヨ
劉
刷
判
測
ｄ
釧
∃
例
コ
劃
硼

則
冽
コ
剰
冒
昴
冽
刻
刻
刷
劃
刺
剣
引
劃
刻
『

′
―
引
引
「
劉
４
Л
「
割
列

シー

ョ
川
咽
測
副
創
欄
刊
目
∃
劉
劃
馴
劇

制
コ
倒
場
刻
ョ
日
劉
∃
到
測
知
刊
測

判
判
コ
「

Ｈ
Ｉ
Ｊ
勤
剰
割
到
＝
割
１
劉
■
劇
剣
刹
＝
可
劃
剰
筒

劃
例
劃
倒
創
劃
∃
因
ｇ
響
ョ
∃
コ
Ｊ
州
冽
引
罰
劉
細
ヨ
∃
爾

促
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
医
療
機
関
や
医
療
従
事
者
が
相
互
に

劃
馴
創
刊
劇
「
国
コ
翻

・
１１
赳
側
Ｊ
響
馴
劃
引
剣
ヨ
例
劇
叫
劇
副

川
＝
訓
劇
糊
関
ｑ
国
刻
水
準
引
向
上
さ
せ
Ｊ
た
め
に
、
個
人
情
報
の
保
護
に
万

患
者
等
の
医
療
上
の
必
要
性
を
的
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患
者
等
の
療
養
期
間
の
長
期
化
に
伴
い
、
患
「
鋼
の‐
劃

劇
創
刑
『
ゴ
引
測
∃
到
紺
剰
刀
ョ
劇
釘
ヨ
劇
「

６‐

同

副

§

「

司

∃

⊂

翻

硼

螂

測

Ｊ

凋

的
な
療
養
環
境
の
選
択

を
尊
重
す
る
た
め
、
長
期
‐州
州

・‐
櫂
宅
療
‐州

の‐
劇
引
割
日
樹
樹
制

―こ―
劇
刻
ｄ
因
制
ヨ

備
を
推
進

し

て
い
く

こ
と
が
重
要

で
あ

る
。

こ
の
，測
州
＝
劇
「
『
Ⅵ
酬
劇
側
劉
「
『

体
的
な
症
例
に
照
ら
し
つ
つ
、
患
者
等‐の
日
罰
期
劉
■―
州
コ
コ
矧
「
「
Ч
Ч
利
ｑ
劇

い
ど
―
ナ
，

る
こ
と
が

ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
及
び
中
核
拠
点
周
囲
コ
上
の
自

倒

コ

劃

ゴ

「

刊

劃

引

刻

Ч

劇

劉

コ

倒

劉

馴

劇

留

留

周

院
と
地
域
医
師
会
・歯
科
医
師
会
等
と
の
連
携
を
拍
週
Ｊ
）
倒
団
測
劇
同
同
ｄ
側
日

目
割

コ

ｇ
棚

割

糊
日

到

劇

到
Ｊ

ゴ

劉
刊

刻

「

７‐

湘
劇
劇
剤
ｄ
円
潤
測
側
細
硼
側

則
『
劃
馴
国
渕
剣
州
Ｊ
馴
倒
劉
剖
引
司
刊
劇
判
劃
馴
劃
刻
＝
囲
劉
鋼
司

劇
刑
劉
倒
剛
剥
側
引
到
刊
劇
割
到
刊
司
可
Л
剰
判
湖
可
則
四
Ｈ
測
＝
剰
割

洲
翻
瓢
ヨ
「
∃
割
馴
囲
割
回
刊
コ
コ
で―
劉
引
劇
判
劇
ｄ
劉
引
＝
剖
釧
剣
司

ｄ
り
回
日
側
制
矧
到
引
劉
嘲
剤
馴
剰
洲
訓
到
劃
判
劇
ｄ
国
劉
列
躙
判
引
剰

洲
判
剣
到
例
劃
創
ｄ
国
「
Ｊ
聖
∃
翻
州
刻
劉
日
「
刈
コ
司
『
Ｊ
測
刹
劇
調

封
＝
引
國
翻
創
洲
可
ゴ
刊
割
劇
日
Л
可
劇
劇
悧
劉
劃
引
劃
烈
日
刻
当
州
刑

固
引
調
ｕ
可
割
昴
引
渕
謝
劉
釧
割
鋼
判
劃
＝
¶
劉
刊
側
劃
彗
到
ｑ
胡
引
１

二

劇
劉
り
劃
珊
刑
劇
劇
ｑ
劉
刻
判
捌
ｄ
ｌまＩ
Ｊ
刊
＝
副
詞
切
引
到
副
知
悧
ｄ
ｄ

到
可
＝
鼎
創
割
日
倒
引
倒
劃
劇
馴
潤
測
同
悧
倒
月
悧
ｄ
劃
釧
劃
翻
判
割
引
川

州
剣
副
引
Ч
馴
到
制
日
創
劉
刻
「
コ
利
ヨ
∃
到
例
訓
コ
劉
可
１
創
倒
割
洲
―こ―

劃
到
国
劉
個
洲
聞
コ
劃
∃
到
測
剤
「
副
冽
９
翻
倒
箇
劉
司

・
――
訓
目
劉
「
日
劇

剣
割
刊
馴
引
却
引
例
ヨ
ヨ
劉
刻
川
コ
副
嘲
ゴ
期
鮒
樹
樹
開
冽
ｑ
刊
劉
紺
測
刻

劇
劃
咽
劉
劇
刻
湖
劇
り
劉
留
Ⅵ
劇
薗
副
＝
嘲
Ｊ
判
引
司

ツー
刻
馴
日
倒
劉
ｄ
劃

引
Щ
蝙
Ⅲ
国
副
コ
叫
到
劉
則
鋼
欄
馴
劉
刹
コ
劃
引
劉
引
剣
捌
コ
創
ヨ
Ｎ
劃
刻

劇
司
列
Ｊ
到
「
Ｊ
月
列
■
４
翻
翻
樹
硼
川
咽
ヨ
¶
冽
Ｎ
引
例
型
倒
倒
日
ヨ
耐

ｄ
可
刊
Ｊ
劃
劇
――
ン
刊
ヨ
創
割
割
調
嗣
『
劇
盟
刷
刷
Ы
剥
刻
Ｊ
曇
副
当
利
の‐

列
例
錮
刑
判
劉
ョ
引
Ｊ
劉
到
劇
∃
「

〓
一

側
別
口
∃
倒
鼎
ｕ
て―
劇
劉
剣
鮒
樹
冽
目
刻
劉
鳳
羽
刻
測
劇
『
『
引
湖
朝
日

ｄ
刷
刊
到
創
斜
洲
冽
到
コ
制
対
日
日
劇
悧
司
剣
割
糊
「
川
日
到
劉
風
泊
劇
割

の‐
倒
創
脚
鼎
御
潤
則
劇
引
コ
創
Ｎ
ｄ
劃
劃
制
Ｕ
劉
剰
劇
引
１

例
劉
『
翻
鼎
悧
剰
創
倒
刷
刷
η
湘
硼
司
日
劉
釧
測
瑚
利
到
刊
劇
「
副
刻
倒

冽
対
ｇ
却
剛
割
国
ヨ
ｑ
引
剣
司
湖
日
瑚
劇
翻
劇
側
錮
劇
「
川
劉
留
目
日
周
ｕ
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「

各
‐

創

劉

州

□

副

劃

Ｕ

国

到

劇

馴

湘

目

劃

創

創

調

ｄ

到

剛

日

創

Ｊ

の
‐

副

剣

翻

利

測

司

州

調

引

卸

司

劃

刊

刺

判

引

周

到

洲

期

劇

薗

珂

測

到

倒

捌

日

Ｊ

可

副

渕

副

瓢

劃

劉

劃

剛

劇

「

司

菖

剰

劉

刊

引

刊

日

測

厠

倒

劉

同

馴

司

到

コ

剣

制

割

刊

目

翻

罰

司

期

劇

創

引

３

刑

コ

馴

引

赳

Ｊ

川

酬

割

翻

刺

「

ゴ

∃

引

圏

日

劃

劉

劃

「

創

州

剰

劉

剰

劃

副

刻

Ⅵ

回

田
潮
劃
目
剰
刊
日
剰
刻
剥
脚
脚
剤
翻
倒
日
劉
Ｊ
悧
洲
「
川
Ч
利
ｑ
測
棚
劃
個

劃
劃
割
冒
劉
割
割
の‐
ョ
剛
倒
コ
渕
＝
同
割
倒
∃
剤
利
引
剣
可
■
馴
刷
馴
ｄ

測
ゴ
引
引
劃
刑
剤
洲
列
＝
劃
倒
顧
劉
――
劇
利
劇
留
∃
側
剰
制
ｇ
悧
綱
何
劃

スー

を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
で
具
体
的
に

川
剰
０
劃

Ｊ
月
日
剰
割
倒
督
判
ｇ
調

倒
鼎
「
国
倒

呵
劃
目
欄
罰

刻
卿
∃
副

劇
割
硼
列
劉

副
劇
訓
ヨ

呵
∃
『

人‐
組
ｄ
コ
∃
剣
樹
月
日
劃
躙
罰
日
例
馴
コ
剣
＝
Ｎ
劃
∃
利
制
刊
司

到
創
脚
判
到
珂
「
釧
剥
劃
副
Л
劃
「

人‐
纏
Л
倒
習
馴
洲
厠
割
嘲
到
刻
澗
調

月
洲

劉

利

調

刹

口‐

―こ‐

関

す

る
情

報

を

提

供

す

る

こ
と

も

必

要

で
あ

る
。

な

お
、

相

談

に

劃

劉

ゴ

『

劃

測

利

謝

ヨ

∃

判

劉

刺

倒

ｄ

覇

創

劉

∃

創

劃

翻

劃

劇

割

引

副

可

覇

劃

翻

日

呵

劇

∃

刺

剰

コ

罰

創

鼎

日

副

調

ｇ

則

□
剛
ｄ
∃
囲
到
翻
割
司
側
■

回
到

割

劉

国

劉

馴

列

劃
ヨ
倒
副
ヨ
引
引
剰
引
引
到
コ
到
型
樹
綱
コ
ョ
日
「
劃
∃
副

悧

湖

Ｊ

月

劃

副

ａ

鼎

洲

刺

利

□

珊

劇

翻

劉

劉

捌

引

倒

劇

コ

∃

口

期

劃

罰

日

諷

畑

引

劃

割

側

引

剣

コ

瓢

割

Ｊ

剥

コ

鼎

樹

劇

コ

倒

国

ゴ

Ｈ

劉

副

劃

側

刻

引

劃

副

『

個‐

瀾

川

回

馴

□

綱

引

馴

劉

日
「
副
劃
劇
剣
副
ゴ
劉
劃
副
刑
馴
硼
剥
刷
刹
州
引
剰
引
笏
饗

コ
到
副
∃
劃
ｇ
翻
Ｊ
劉
∃
例
引
利

ＮＩ
剣
当
Ｊ
劉
コ
覇
剰
倒
樹

２‐
劃
利
切
刊
刻
「
劃
刊
引
剥
引
Ｊ
割
割
Ⅵ
刊
翻
劉
馴
劉
劇
引

Ⅵ
側
日
側
劃
り
当
劉
創
副
司
引
刊

併
せ
で
、‐
長
期
的
展
望
に
立
‐ぢ
、
継
続
性
の
あ
る
研
究
を
行
う
た
め
に
は
、
若
手
研

劃

刊

劉

劇

国

司

判

剣

蟄

副

引

日

副

創

劉

割

回

囲

劃

剣

劉

銅

ヨ

馴

劃

劉

司

劃

周

日

∃

コ

劃

翻

剰

刊

引

ゴ

切

Ｕ

例

測

刑

Ｊ

例

ヨ

引

ｄ

Ｏ

国

脳

劉

劃

∃

剰

倒

１

目

倒

副

硼

ゴ

紹

引

０

コ

ロ

「

日

目

劃

引

到

矧

剣

型

Д

目

個

司

到

ョ

劃

劃

劃

刻

刊

測

召

『

エ
ー

引

創

劉

割

州

ワ

司

剣

当

劃

響

劉

国

司

引

拗

列

鱚

州

四

引

鼎

罰

国

劃

劃

刻

引

到

「

到

刷

劇

劇

馴

国

司

Ｊ

日

ヨ

割

硼

コ

コ

リ

割

到

額

到

Я

コ

測

司

剣

当

引

響

劉

罰

判

Ш

暮

国

割

∃

訓

月

馴

洲

情
報
を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
六
　
翻
州
副
州

の‐
州
週

一　

‥劇
馴
劃
「
コ
剛
則
側
刑
珂
Ｊ
倒
馴
列
口
創
湘
ヨ
Ш
囲
制
引
刑
ヨ
制
判
＝
り
ｑ
赳
湖
副
剤
Ч
Ｊ
馴
凋

劉
割
判
倒
側
劉
劉
日
湖
渕
判
、

一
‐
州
矧
細
劇
郷
割
劉
劉
ｑ
州
州
湘
悧
割
馴
¶
劃
引
削
創
到
響
劃
劇
到

測
劇
日
剣
躙
コ
鯛
日

つ―
刑
剰
釧
創
劉
刻
洲
翻
劉
創
川
剣
「
ｄ
Ｎ
Ｈ
Ｎ
コ
引
利
胡
ｄ
刊
劃
川
Ч
劇
剣
利

湘
日
３
鼎
馴
司
ｑ
倒
翻
劉
測
コ
劇
例
ｑ
硼
刺
創
『

ロ
ー
判
口
湖
渕
刊
創
倒
冽
剛
口
剥
副
割
渕
釧
剣
到
剖

ｄ
剰
悧
付

‐ヽ′
―
劃
Й
硼
引
矧
刻
Ш
却
圏
同
劇
「
副
鼎
劉
州
ｑ
口
劉
調
淵
劉
馴
¶
則
刻
刹
刷
酬
割
型
則
ｑ

冽
潤
凋
剰
ン、‐
剤
川
翻
Ⅷ
馴
馴
劃
州
劉
倒
側
翻
目
測
副
割
劉
刻
釧
判
劇
翻
判
副
Ч
嘲
１

引
湖
＝
網
剰
湘
■
御
Ш
馴
劇
幻
副
可
到
園
―こ―
劇
「
剌
冽
副
割
馴
馴
躙
引
利
Ｊ
剣
釧
矧
川
洲

引
凋
剤
棚
コ
凶
利
ｄ
制
劃
酬
馴
日
月
訓
引
刻
判
「
剣
引
コ
刻
制
剥
り
「
Ｊ
到
日
１
翻
剰
制
り
劃
Ч
ｑ

劇
「
刹
引
創
劉
州
劉
釧
割
別
知
劉
列
引
柵
判
創
引
ｇ
利
割
硼
劉
「
副
悧
翻
四
刻
倒
酬
制
劇
馴
割
剣
刻

釧
翻
鋼
ヨ
翻
コ
州
矧
「
日
洲
冒
鼎
馴
川
制
闇
日
馴
例
劇
ｑ
劇
１

入‐
細
倒
劉
Ч
側
川
日
劃
渕
割
劉
司
口

第

ま
ん
延

の
防
止
に
寄
与
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
て
こ
の
た

と
と
も
に

司
測
ｄ
川
紹
目
剰
凋
網
帽
嗣
調
鼎
刻
劃
い
律
」

（平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
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劉

刷

コ

劉

割

「

引

劉

一
一

日
『

特‐
劉
劉

ワ‐
劉
ａ
「
認
囲
測
劇
劉
刷
ｇ
到
日
劇
馴
制
劉
翻
硼

劇
剣
コ
劇
「
国
響
側
引
測
ｄ
酬
翻
劇
邸
日
創
剣
コ
秒
劉
「
到
「

引
卿
劉
翻
鮒
翻
馴
副
劉
倒
対
割
刷
司
引
劉
ゴ
到
劇
「
刺
倒
剰
日

劇
劃

悧

卿

劃

劉

到

劉

ヨ

刻

利

創

例

測

劉

∃

刊

刻

「

一
一
日
『

研‐
劉
劉
劃
目
劉
馴
劇
劃
細
割
國
馴
到
邸
劃
国
測
潤
劉
矧
司

Ｊ
「
引
引
側
劃
劇
馴
劇
剣
副
倒
劉
側
■
Ш
＝
測
「
翻
剛
国
劉
剤

劇

公
‐
刺
副
倒
「
国
倒
劃
国
到
測
ヨ
刷
劇
引
倒
翻
刊
刻
「

第
七
　
劇
固
酬
Ⅶ
鯛
側
列

一

日

∃

周

副

ゴ

劉

副

到

劉

ｇ

劇

筒

副

刻

割

∃

劃

ｑ

感
‐

測

∃

「

国

到

り

「

創

コ

リ

易

到

∃

到

湘

調

割

刻

劇

劉

目

倒

冊

ヨ

日

Ч

劃

劃

割

コ

剥

倒

ヨ

ｕ

調

劃

コ

当

ヨ

湖

ｄ
ｌ

一
一

日
「
劇
日
劃
劃
引
訓
回
コ
州
「
割
測
測
劇
「

我‐
ゴ
鼎
司
ｑ
目

副
翻
司
倒
剛
ゴ
測
到
り
馴
割
卿
ａ
制
割
□
副
劉
コ
鼎
利
剥
湖

一る
。

〓
一

日
創
倒
¶
「
ゴ
釧
劇
劃
劉
ヨ
剰
馴
引
日
司
劃
鼎
副
劉
引
目
捌

呵

外
‐

謝

コ

日

日

「

ゴ

潤

劉

「

劉

創

測

Ｊ

列

目

郷

引

割

刻

ｇ

刻

悧

割

劉

∃

到

馴

釧

到

冽

目

日

翻

鼎

周

ヨ

∃

引

釧

到

側

１

剰

劃

引

劇

ヨ

剰

刺

剣

到

望

藝

目

訓

到

Ц

倒

劃

日

圏

馴

ヨ

卿

劉

劃

Ｈ

劉
∃

制

冽

ヨ

刃

割

司

刻

「

司

劃

∃

剰

劃

剰

「

里

到

瀾

コ

期

同

期

刻

薗

刷

割

劉

国

劉

日

劉

刊

州

劉

翻

風

劃

日

ｑ

利

創

呵

偏
‐

刷

劃

淵

国

倒

劇

判

り

副

測

利

日

劃

創

ョ

劉

副

劃

割

Ｊ

日

Ｊ

硼

翻

刻

劉

引

潤

日

劉

劇

剰

創

劉

日

嘱

剖

到

□

日

Ｊ

謝

刻

到

割

コ

Ч

割

洲

劉

劃

謝

劇

ヨ

劉

剖

鼎

∃

日

コ

ョ

刻

馴

剰

引

劉

〓
一

引
判
創
劉
冒
樹
劃
劉
洲
列
Ｊ
測
劃
圏
到
劃
副
詞
創
副
測
日
日
例

日
刻

創

付

副

＝

日

覇

創

副

ｇ

∃

制

罰

劉

副

副

ヨ

ｄ

国

日

劉
＝

引

劉

翻

ヨ

剛

引

劉

∃

劃

制

ゴ

利

側

引

Ч

ゴ

剰

コ

測

刊
Ｈ

国

易

鳳

劃

樹

剣

倒

創

∃

引

＝

ｄ

劇

劇

剥

劃

剰

引

「

第
七
　
割
刷
創
劉
倒
劉
訓
列
司

一
■

一削
劉
馴
創
司
割
副
Ч
＝
判
日
「
河
ヨ
矧
剰
副
副
到
ｄ
『
∃
到
「
謝
可
倒

川
倒
州
卿
割
列
劉
日
埋
コ
引
Ｎ
劇
到
劇
刺
判
副
囲
謝
ｄ
劇
日
馴
副
副
測
ｄ

呵
到
コ
躙
刑
馴
到
Ｊ
剰
刊
馴
劃
現
割
ｇ
ヨ
『
創
鋼
到
引
国
州
翻
日
３
渕
司

引
引
副
劉
刷
川
司
劉
副
買
淵
判
Ｊ
劇
囲
倒
剣
月
劃
刻
劉
日
引
刊
日
判
ｄ
洲

引
Ｊ
引
潤
創
翻
劇
劇
翻
制
判
Ｎ
男
ョ
＝
劇
引
期
到
ｑ
到
劉
刊

２‐

】到
『
Ｊ
刷
ヨ
列
劉
釧
馴
刷
相
引
冽
日
¶
潤
判
劇
「
劇
刷
劇
翻
割
劉
日
ＨＩ

ＩＩ
Ⅵ
ゴ
引
引
ｄ
側
剤
周
刊
翻
判
耐
刹
訓
∃
剛
羽
刻
測
倒
４
Ｊ
鼎
悧
割
日
割

割
劉
測
ヨ
州
目
馴
到
閻
「
劉
習
日
□
劃
矧
劉
ｄ
引
割
劉
利
引
剣
月
測

可
劇
日
測
國
劇
棚
矧
到
封
馴
劉
引
引
剣
矧
ｄ
ｕ
到
劇
コ
ョ
＝
Ｕ
劃
刊

湖
ｄ
ｌ

31

に
さ

ら

さ

れ

て

い
る
者

の
み
な

ら

劃

当

朝

日

刻

引

到

剣

劇

劃

刊

「

劇

劉

割

引

劉

劇

剤

訓

割

国

割

引

引

『

引

馴

劉

州

引

刻

罰

劇

目

倒

刺

ｕ

「

対
‐

劉

刊

嘲

赳

割

調

創

劃

卿

雪

馴

∃

劃

引

制

劃

刷

劃

響

馴

周

劃

引

つ

ョ

劇

劉

到

刻

列

劃

刊

劃

コ

劃

劉

ｇ

副

劉

劉

翻

州

劃

副

Ｊ

劉

副

詞

四

月

劇

劃

劉

∃

∃

翻

卿

目

馴

引

劉

劇

月

鋼

創

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
一

刷

釧

馴

州

割

司

『

劃

国

劇

糊

劇

劉

自

劉

¶

錮

馴

卿

測

毅

育
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
感
染
の
機
会
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
を
低
減
さ
せ
る
た
め

日
「
国
馴
馴
馴
回
剣
目
湘
訓
劇
コ
嘲
司
則
ｄ
酬
欄
日
劉
刷
倒
酬
刑
測
馴
訓
刺
鯛
日
鳳
刷
脚
剛
Ч
句
列

凶
到
剰
響
例
ｑ
ｌ
司
湖
月
脚
「
潮
側
別
姻
制
樹
倒
Ｕ
判
Ч
月
割
刷
割
劉
割
利
到
棚
到
剤
劃
刷
コ
『
日

と

る

と

り
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第
一一ノヽ

人
権
の
尊
重

人
権
の
擁
護
及
び
個
人
情
報
の
保
護

国
鼎
劉
目
翻
翻
Ｊ
日
割
国
刷
倒
劃
訓
「
ロ
コ
硼
劉
∃
馴
劃
副
周

引

測

劇

劇

ｇ

劃

倒

創

自

測

ヨ

副

国

例

到

コ

罰

ヨ

翻

叫

所
‐

割

洲

倒

剰

珊

劉

瓢

劃

「

剥

「

翻

目

鼎

馴

凶

０

日

引

到

罰

割

周

劃

到

刷

ヨ

剛

瓢

引

鼎

割

目

到

冽

到

劉

刊

劃

「

『

翻

劃

劉

剤

∃

副

コ

罰

割

到

割

劉

謝

回

胤

劃

刻

耐

劃

冒

翻

劉

る
‘

さ

ら

レ

た

さ

ま

た

悧

副

引

側

劉

謝

日

劃

捌

可

人
‐

倒

ｇ

ョ

烈

樹

Ｊ

鼎

倒

藝

日

留

割

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

偏
見
や
差
別
の
撤
廃

へ
の
努
力

国
国
引
∃
剰
Ｊ
コ
剰
引
割
剤
コ
到
引
欄
週
コ
ョ
Ｊ
『
ゴ
コ
司

悧
湖
Ｊ
倒
副
∃
劉
創
淵
劇
判
司
ｎ
ｄ
Ｊ
劉
∃
捌
副
利
飼
劇
樹

口
馴
劃
罰
剖
ヨ
畑
引
則
劇
日
到
到
コ
日
創
Ｊ
到
コ
悧
劉
剣
ヨ

倒
劉
ゴ
刊
劃
訓
劃
側
側
劃
剣
コ
『

個‐
忍
測
刻
割
∃
綱
冽
劇
創

ま
ん
延

の
防

止
に
寄
与
す

る
こ
と
に
も

ＮＩ
馴
ｇ
∃
９
日
馴
劇
馴
刊
Ч
訓
副
創
卿
∃
コ
「
鋼
国
引
引
劉

こ―
ど
が
必
要
で‐
謝
る
。
特

ア
」
、

川
ガ
囚
劃
酬
硼
日
「
翻
引
郷
ヨ
劇
日
国
側
劃
引
割
利
刹
引
剖
型
啓
発
事
業‐
ｑ
ョ
着
を

馴
副
引
測
翻
剖
∃
劉
Ｊ
周
剛
馴
則
刻
劇
引
ｇ
∃
ｇ
例
創
甜

〓
一

硼
馴
到
¶
引
Ｊ
制
劇
馴
当
劃
訓
矧
＝
Ｈ
ヨ
列
目
制
目
日
卯
剖

剣
¶
引
「
日
コ
司
劇
周
州
副
囚
勤
到
劉
創
日
矧
劃
副
副
∃
司

倒
測
日
劃
渕
躙
期
引
引
「
日
情‐
勤
馴
昴
社
に
関
す
る

育
等
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

湖
ｄ
ｌ

回

祠剛
翻
蘭
日
ｇ
∃
倒
硼
硼

曰
引
劉
側
コ
『

日
‐
測
翻
月
割
測
割
劉
割
判
∃
囲
刷
劃
劇
リ
コ
判
Ｎ
引
創
細
判
倒

珂
Ⅶ
劉
日
副
ヨ
倒
引
、
翻
剖
冽
朝
劉
硼
制
翻
引
∃
射
「
コ
料
∃
劉
測
剤
「

劃
剣
Ｊ
曹
働
劇
割
ｇ
刊
目
周
回
劃
倒
割
碧
到
割
硼
ョ
刻
コ
副
目
『
日
日
調

割
創
翻
刷
用
到
引
劃
酬
Ｊ
測
Ш
劇
翻
倒
ｄ
到
ｇ
割
割
鰤
樹
司
Ч
Ｊ
州
馴
劉

州
剛
州
創
圏
∃
馴
祖
劉
到
剣
司
コ
引
測
劇
響
劃
刊
劇
引
１

第
人
　
制
翻
謝
馴
躙
Ⅷ
劉
釧
剛
倒
糊
劇
列
渕
劃
劉
劃
倒
劇
倒

一　
―

劉

創

剣

罰

捌

引

刷

刻

剰

側

刻

∃

剣

ｕ

割

到

馴

司

調
‐

割

副

創

ョ

劃

司

劉

洲

剛

刻

到

■

ゴ

∃

劉

例

剰

可

劃

劇

刷

ｇ

捌

引

制

Ｊ

日

割

国

詞

刻

１

ま

た

見
直
し
を

ヨ
劉
到
罰
副
日
剰
引
ゴ
ｄ
刊
封
劉
劉
罰
創
剰
ｄ
日
昴
制
劉

け
る
検
査

。
相
敦

目
列

馴

側

Ｊ

劃

劉

剣

日

∃

引

劉

ヨ

刷

創

月

２

回

０

回

月

朝
ａ

Ч

訓

翻

２

月

川

割

到

翻

ヨ

目

Ｊ

倒

到

劉

劇

ョ

日

利

響
馴

劇

釧

∃

劃

日

劉

ｄ

ｄ

コ

副

朝

日

剌

劉

劉

劃

馴

り

刻

ま
れ
る
と

こ
ろ

で
あ

る

割
脚
洲
劇
例
訓
コ
刻
ョ
引
馴
州
り
「
刊

劉
刊

国‐
呵
副
刷
Ш
鼎
劇
制
幽
翻
劇
創
葡
ｇ
鳳
測
国
コ
劉
Ｊ
制
刻

グ
し
、
運
捗
状
況
を
定
期
的
に
情
報

者

・
患
者
の
数
が

副

∃

創

ョ

劇

網

引

刷

刊

ま―

「

副

創

可

目

倒

国

刷

州

Ы

制

劃

国

側

割

国

冒

慰

剰

到

劉

瓢

引

「

一一
ｉ

る

る
。
こ

の
た

同
月

刷

劇
倒

Ｊ

到

釧
ョ

Ч

ヨ
側

劃

副

訓
淵

到

コ
当

ョ

矧

刊
ｄ

鳳

目
コ

劃

目

劃
副

剰

可
劃

コ

科

『
ｄ

副

∃

目

引

司

倒
倒

―ま―
＝
関
例
「
川
同
コ
網
到
謝
硼
易
「
日
洲
潮
Ｊ

、
関
係
省
庁

及
び
地
方

制
の
充
実
及
び
③
医
療

制
の
確
保
等
に
関
し
、
地
域
の
実

到
利
「
劃
明
司
口
引
ｄ
倒
運
域
―こ―
対
し
て
は
、
所
要
の
技
術
的
助

倒
別
翻
翻
樹
矧
到
州
「
引
「
到
倒
「
国
利
を
実
施
す

る
際

に
は
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
と
連
携
す
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_l究
|

引

翻

彗

副

引

劉

判

日

刺

＝

劃

馴

創

翻

劃

冒

日

劉

瞥

則

劃

祠

創

測

創

制

ｇ

劇

嘲

劉

翻

厠

引

∃

づ

劃

劃

測

Ｊ

則

劃

祠

ｇ

測

日

刷

測

馴

翻

副

日

割

「

劉

劇

当

∃

引

劉

倒

「

国

割

翻

劉

劉

ロ

ヨ

ロ

呵

創

剤

測

０

日

司

刷

Л

湖

目

剛

到

制

呵

学‐

到

硼

刻

劉

引

刷

引

∃

州

瓢

劉

剰

劉

酬

劃

創

引

射

副

「

側

刊

州

Ы

制

日

制

＝

刻

覇

副

割

剰

日

劃

瑚

Ｊ

鼎

∃

η

創

劉

ｇ

到

螂

釧

劇

剣

引

制

副

君

刻

劃

釧

剥

引

日

劇

則

劃

到

創

週

コ

馴

引

ｄ

コ

副

硼

剰

劃

卿

ゴ

副

副

創

劃

劉

劇

到

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

ヨ

［刷
創
国
∃
「
＝
劃
矧
劉
脚
Я
副
司
日
劉
引
潤
樹
目
刻
刻
劇
馴
謝
劃
側

ＨＩ
コ
コ
側
湘
悧
樹
―こ―
劇
劃
列
劉
翻
劃
＝
●
劉
馴
勤
「
調
到
ヨ
盟
翻
日
測
洲

＝
可
劉
劉
則
■
ｄ
剥
呵
「
馴
創
劉
測
０
ロ
コ
劇
劉
酬
劃
副
司
馴
剣
＝
創
日
口

劇
劇
＝
到
剣
制
側
司
引
ｇ
Ｊ
剰
割
ヨ
司
司
可
Ｊ
劇
悧
矧
ｄ
司
Ｊ
コ
刺
劇
割
―こ―

川
Ч
コ
『
刻
到
翻
剣
倒
Ｊ
馴
劃
劉
測
劉
劉
倒
劃
例
酬
引
可
州
劉
到
翻
剰
樹
劃

日
呵
馴
創
別
馴
引
制
剰
コ
創
劉
卸
ｄ
＝
司
割
到
馴
馴
副
例
倒
刺
劇
川
潮
剰
の‐

ヨ
嘲
璽
劉
「
劇
引
１

期
倒
訓
川
翻
日
翻
剛
ｇ
捌

施
策

の
評
価

目
郭
倒
割
「
国
コ
刷
□
翻
Ｊ
可
場
制
日
刷
Ч

関‐
悧
刷
劇
珊
月

劉

劃

刻

調

判

引

翻

劉

瓢

翻

翻

謝

刻

卿

硼

到

覇

司

罰

割

∃

創

ョ

目

司

制

劇

割

刻

到

■

劉

到

劉

劉

愚

ｄ

劃

硼

副

ｇ

倒

引

引

暫

日

割

馴

剰

引

刊

ま

た

到
コ
翻
剣
到
劃
「

ま―
「

Ｎ
Ｉ
剣
到
ｇ
覇
「

地‐
刻
剣
剛
日
剛
倒

劃
刷
副
劃
倒
コ
ョ
劃
ョ
ョ
引
「

を
行
う
際

に

ヨ

劉

刻

劃

脚

∃

例

引

赳

刻

引

尉

可

制

劃

劉

副

ヨ

劉

９

日

コ

司

割

劉

５

∃

罰

創

劉

ヨ

コ

認

国

劉

側

倒

ｇ

倒

ヨ

刺

「

割

棚

目

日

倒

Ｊ

劉

日

劉

劃

ヨ

Ч

ヨ

側

国

ョ

鼎

召

馴

引

罰

る

こ
と
が
重
要

で
あ

る
。
施
策

の
目
標
等

の
設
定

に
当
た

っ
て
は
、
基
本
的

に
は
、

∃

副

赳

測

劉

羽

ョ

劇

ヨ

封

Ｈ

目

到

馴

劇

Ｉｉｌ

悧

翻

∃

烈

樹

劉

樹

目

□

り

剰

定
‐

劇

日

目

劃

∃

ゴ

ヨ

創

制

割

引

劉

劃
刊

国‐
呵
副
鳳
訓
測
劇
¶
釘
翻
劇
創
剤
ｇ
割
測
刻
副
劃
Ｊ
制
刻

例

「

剰

ヨ

到

∃

酬

目

鼎

割

倒

剣

到

測

Ｊ

劇

馴

倒

Ч

ｇ

司

劇

Ｈ

菫

■

刊

引

割

国

劉

劃

劉

日

困

ヨ

当

刷

倒

翻

劉

劇

釧

Ｊ

「

国

刻

厠

劃

冒

割

利

劉

コ

到

剣

刷

刊

劃

刊

刻

劉

嘲

引

倒

刷

創

刻

固

罰

劉

劃

引

劉

割

∃

劃

釧

引

劉

ョ

引

引

Ｊ

劉

等
、
医
療
関
係
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
関
係
者
と
定
期
的
に
意
見
を
交
換
す
べ
き
で
あ
る
。
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二‐

倒
囲
劉
州
＝
剣
渕
コ
列
副
日
劉

州

Ы

制

劇

ヨ

烈

当

割

割

到

刷

∃

鼎

樹

智

日

ゴ

倒

劉

創

日

留

樹

ヨ

劉

ゴ

倒

司

ゴ

引

劉

判

ゴ

Ｈ

割

Ｊ

酬

訓

ロ

ヨ

刻

到

劇

劃

到

劃

叫

刺

ｄ

鰤

∃

∃

例

到

Ｊ

劉

ヨ

司

Ч

ま―

「

Ｎ
Ｉ

剣

当

ｄ

鼎

ヨ

翻

月

劉
割
副
日
測
ゴ
剛
州
訓
劃
司
コ
ョ
Ｈ
当
ヨ
引
刊

劃
「
訓
コ
割
創
ナ
倒
馴
倒
暑
到
創
日
日
可
Ｊ
ｄ
ｇ
副
ヨ
劉
ａ

ｇ

制

目

劉

冒

コ

翻

翻

ヨ

引

「

剣
珊
Ｊ
馴
劉
到
鼎
劇
割
「
到
鼎
刻
国
割
ｄ
剛
酬
制
劇
ヨ
¶
創

劉

卿

倒

劇

引

剖

１

剣

翻

ヨ

脚

劉

劃

硼

劇

刷

到

日

月

刀

ョ

劇

目

割
ヨ
刻
刊
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資料 2

0「性感染症に関する特定感染症予防指針」は、総合的に予防のための施策を推進する
ため、感染症法 (第 11条第 1項)の規定に基づいて定められている。
指針の対象疾患 :性器クラミジア感染症、性器ヘルペス感染症、尖圭コンジローマ、

梅毒、淋菌感染症

0前回の改正 (平成 18年 11月 )から5年が経過するため、厚生科学審議会感染症分
科会感染症部会「エイズ・性感染症ワーキンググループ」において検討を行い、改正

案をとりまとめ。

1.発生の予防。まん延の防止

●コントームによる予防に力oえ、コンドーム以外の予防方法等に関する情報提供を推進
・ワクチンが「尖圭コンジローマ」の予防にも有効であることの情報提供を推進
・コン ドームだけでは防げない性感染症があることや正しい使い方等具体的情報の

普及啓発を推進

●より精度の高い「病原体検査」を推進
・性器クラミジア感染症・淋菌感染症について、精度の高い「病原体検査」を推進
・簡便な尿検査により病原体検査を実施できることを明記

●個人の実情・′b情等に配慮した普及啓発等の実施
・感染者のパー トナーの意向を尊重して情報提供や支援を実施することを明記
・犯罪被害者支援、緊急避妊のための診療の場での総合的な支援の必要性を明記

2.医療の提供

●学会等と連携した医療の質向上の取り組みの推進
・性感染症の専門家養成のための教育・研修機会の確保を推進
・標準的な診断や治療の指針等について積極的に情報提供・普及を推進

●医療へのアクセスの向上
。若年者等が受診しやすい医療体制の整備や、検査から受診につながる環境づくリ
を促進
・検査や治療について分かりやすい情報提供の実施

●発生動向のより的確な把握のため、指定届出機関 (定点)の指定の基準づくりを実施
●性感染症のリスクに関する意識や行動についての調査を実施



性
感
染
症
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針

性感染症に関する特定感染症予防指針の改正について(目次)

【第1】

原因の究明

【第2】

発生の予防及び

まん延の防止

【第3】

医療の提供

【第4】

研究開発の推進

【第5】

国際的な連携

【第6】

関係機関等との

連携の強化等

○基本的考え方

○発生動向の調査の活用

○発生動向の調査等の結果の公開及び提供の強化

○基本的考え方

○コンドームの予防効果に関する普及啓発

○検査の推奨と検査機会の提供

○対象者の実情に応じた対策

○相談指導の充実

○基本的考え方

○医療の質の向上

○医療アクセスの向上

○基本的考え方

○検査や治療等に関する研究開発の推進

○発生動向等に関する疫学研究の推進

○社会面と医学面における性の行動様式等に関する研究の推進

○研究評価等の充実

○基本的考え方

○諸外国との情報交換の推進

○国際的な感染拡大抑制への貢献

○関係機関等との連携の強化

○本指針の進捗状況の評価及び展開



性
感
染
症

に
関
す

る
特
定
感
染
症
予
防
指
針

の

一
部
を
改

正
す
る
告

示
案
新

旧
対
照
表

党
性
器
ク
ラ
ミ
ジ

ア
感
染
症
、
性
器

ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

尖
圭

コ
ン
ジ

ロ
ー

マ
、
梅
毒
及
び
淋
菌
感
染
症

（
以
下

「
性
感
染
症

」
と
い
う
。
）
は
、
日
劇
「
∃
川
剛
劉
剣
州
Ц
川

性
的
接
触
ｄ
感
染
す

る
と
の
特
質
を
共
通
に
有
し
性
的
接
触
に
よ
り
誰
も
が
感
染
す
る
可

能
性
が
あ
る
感
染
症

で
あ
り
、
生
殖
年
齢

に
あ
る
男
女
を
中
心
と
し

た
大
き
な
健
康
問
題

で
あ
る
。
性
感
染
症
は
、
感
染
し
て
も
無
症
状

で
あ
る

こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
尿
道
炎
、
帯
下
の
増
量
、
皮
膚
粘
膜

症
状
、
咽
頭
の
違
和
感
等
の
比
較
的
軽

い
症
状
に
と
ど
ま
る
場
合
も

あ
る
た
め
、
感
染
し
た
者
が
、
治
療
を
怠
り
や
す
い
と
い
う
特
性
を

有
す
る
。

こ
の
た
め
、
不
妊
等
の
後
遺
障
害
や
生
殖
器
が
ん
が
発
生

し
、
又
は
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
感
染
し
や
す
く
な
る
等
性
感

染
症
の
疾
患
ご
と
に
様

々
な
重
篤
な
合
併
症
を
も
た
ら
す

こ
と
が
間

題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
特

に
、
生
殖
年
齢
に
あ
る
女
性
が

性
感
染
症
に
罹
患
し
た
場
合
に
は
、
母
子
感
染
に
よ
る
次
世
代

へ
の

影
響
が
あ
り
得
る
こ
と
も
問
題
点
と
な
っ
て
い
る

。

ま
た
、
性
感
染
症
は
、
患
者
等

（患
者
及
び
無
症
状
病
原
体
保
有

者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
、
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
で
も
医
療

機
関
に
受
診
し
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
感
染

の
実
態
を
把
握
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
感
染
の
実
態
を
過
小
評
価
し
て
し
ま
う
お
そ

れ
が
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
性
的
な
接
触
を
介
し
て
感
染
す
る
た
め
、

個
人
情
報

の
保
護

へ
の
配
慮
が
特
に
必
要
で
あ
る
こ
と
等
の
特
徴
を

有
す
る
こ
と
か
ら
、
公
衆
衛
生
対
策
上
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
疾

患

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
性
感
染
症
を
取
り
巻
く
近
年
の
状
況
と
し
て
は
、
感
染

（
傍
線

の
部

分
は
改

正
部
分
）

・
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器

ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

尖
圭

コ
ン
ジ

ロ
ー

マ
、
梅
毒
及
び
淋
菌
感
染
症

（
以
下

「
性
感
染
症

」
と
い
う
。
）
は
、
性
的
接
触
を
介
し
て
感
染
す
る
と
の
特
質
を
共

通
に
有
ｔ
性
的
接
触
に
よ
り
誰
も
が
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る
感
染

症
で
あ
り
、
生
殖
年
齢
に
あ
る
男
女
を
中
心
と
し
た
大
き
な
健
康
間

題
の

一
つ
で
あ
る
。
性
感
染
症
は
、
感
染
し
て
も
無
症
状

で
あ
る
こ

と
が
多
く
、
ま
た
、
尿
道
炎
、
帯

下
の
増
量
、
皮
膚
粘
膜
症
状
等
の

比
較
的
軽

い
症
状
に
と
ど
ま
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
感
染
し
た
者
が

、
治
療
を
怠
り
や
す

い
と
い
う
特
性
を
有
す
る
。

こ
の
た
め
、
不
妊

等
の
後
遺
障
害
や
生
殖
器
が
ん
が
発
生
し
、
又
は
後
天
性
免
疫
不
全

症
候
群
に
感
染
し
や
す
く
な
る
等
性
感
染
症

の
疾
患
ご
と
に
発
生
す

る
様
々
な
重
篤
な
合
併
症
を
も
た
ら
す

こ
と
が
問
題
点
と
し
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
生
殖
年
齢

に
あ
る
女
性
が
性
感
染
症
に
罹
患

し
た
場
合
に
は
、
母
子
感
染
に
よ
る
次
世
代

へ
の
影
響
が
あ
り
得
る

こ
と
も
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
性
感
染
症
は
、
患
者
等

（患
者
及
び
無
症
状
病
原
体
保
有

者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
、
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
で
も
医
療

機
関
に
受
診
し
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
感
染

の
実
態
を
把
握
す
る

こ
と
が
困
難

で
あ
り
、
感
染
の
実
態
を
過
小
評
価
し
て
し
ま
う
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
性
的
な
接
触
を
介
し
て
感
染
す
る
た
め
、

個
人
情
報

の
保
護

へ
の
配
慮
が
特

に
必
要
で
あ
る
こ
と
等

の
特
徴
を

有
す
る
こ
と
か
ら
、
公
衆
衛
生
対
策
上
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
疾

患

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
性
感
染
症
を
取
り
巻
く
近
年

の
状
況
と
し
て
は
、
十
代
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日
馴

酬

列

翻

剰

Л

ョ

劃

馴

引

到

目

ョ

ョ

創

劃

ヨ

到

劇
コ

ヨ

劉

∃

刊

日

「

凶

∃

潤

「

Л

司

Ｊ

第
‐

ゴ

劃

日

■
剰

劇

劃

副

ｄ

コ

刷

劃

酬

樹

引

劉

到

副

副

劃

厠

日

劇
鞘
側
判
ｑ
個
淵
躙
引
則
測
悧
釧
剣
割
洲
剰
Ч
刊
引
ョ
測
刺
到
十
代
の
半
ば
ご
ろ

か
ら
二
十
代
に
か
け
て
の
年
齢
層

（
以
下

「
若
年
層
」
と
い
う
。
）

に
お
け
る
発
生
の
創
∃
到
引
副
１・、
―
「
「
倒
刊
１
洲
川
倒
劃
湘
コ
割
日
個
ｉ二‐
り
引
明

咽
頭
感
染
等
の
増
加
が
指
摘

さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
上
で
、
性
感
染
症
対
策
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る

国
劉

州

嘲

日
‐

酬

∃

刷
綱

引

翻

目
日

引

週

州
∃

測

相

ｑ
囲
川
劇
川
剌
刹
倒
洲
測
酬
ヨ
嗣
剖
副
＝
日
コ
ロ
「
コ
明
、
性
感
染
症

の
予
防
に
は
、
正
し
い
知
識
と
そ
れ
に
基
づ
く
注
意
深
い
行
動
が
重

要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
性
感
染
症

に
対
す
る
予
防
対
策
と
し
て
は

、
感
染
を
剥

―す‐
ｄ
劇

―ま―
劇

Ｉずｌ
ｄ

可
能
性
が
あ
る
者

へ
の
普
及
啓
発
及

び
性
感
染
症

の
予
防
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
特

に
、
若
年
層
を
対
象
と
し
た
予
防
対
策
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
た
め
、
学
校
等
と
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た

、
後
天
性
免
疫

不
全
症
候
群
と
性
感
染
症
は
、
感
染
経
路
、
発
生
の

予
防
方
法
、
ま
ん
延
の
防
止
対
策
等
に
お

い
て
関
連
が
深
い
た
め
、

正
し
い
知
識

の
普
及
等

の
対
策

に
つ
い
て
、
本
指
針
に
基
づ
く
対
策

と
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針

（
平

成
十

一
年
十
月
厚
生
省
告
示
第

二
百
十
七
号
）
に
基
づ
く
対
策
と
の

連
携
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

本
指
針
は
、

こ
の
よ
う
な
認
識

の
下
に
、
法

の
施
行
に
伴
う
性
病

予
防
法

（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
の
廃
止
後
も
、
総

合
的
に
予
防
の
た
め
の
施
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
性
感
染
症
に

つ
い
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
関
係
者
、
教
育
関
係
者
ヽ
民

間
団
体
等
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、
発

の
半
ば
ご
ろ
か
ら
二
十
代
前
半
に
か
け
て
の
年
齢
層

（
以
下

「
若
年

層
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
発
生

の
増
加
が
報
告
さ
れ

て
い
る
こ
と

等
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
性
感
染

症
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

性
感
染
症
の
予
防
に
は
、
正
し
い
知
識
と
そ
れ

に
基
づ
く
注
意
深

い
行
動
が
重
要
で
あ
り
、
早
期
発
見
及
び
早
期
治
療

に
よ
り
治
癒
、

重
症
化
の
防
止
又
は
感
染
の
拡
大
防
止
が
可
能
な
疾
患

で
あ
る
。

こ

の
た
め
、
性
感
染
症

に
対
す
る
予
防
対
策
と
し
て
は
、
感
染
の
可
能

性
が
あ
る
者

へ
の
普
及
啓
発
及
び
性
感
染
症

の
予
防
を
支
援
す
る
環

境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
近
年
増
加
が
報
告
さ
れ

て
い
る

若
年
層
を
対
象
と
し
た
予
防
対
策
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
た
め
、
学
校
等
と
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
後

天
性
免
疫
不
全
症
候
群
と
性
感
染
症
は
、
感
染
経
路
、
発
生
の
予
防

方
法
、
ま
ん
延
の
防
止
対
策
等

に
お
い
て
関
連
が
深
い
た
め
、
正
し

い
知
識
の
普
及
等
の
対
策
に
つ
い
て
、
本
指
針
に
基
づ
く
対
策
と
後

天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針

（平
成
十

一
年
十
月
厚
生
省
告
示
第

二
百
十
七
号
）
に
基
づ
く
対
策
と
の
連
携

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

本
指
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識

の
下
に
、
感
染
症

の
予
防
及
び
感

染
症

の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
年
法
律
第
百

十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
伴
う
性
病
予
防
法

（

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
の
廃
止
後
も
、
総
合
的
に
予

防
の
た
め
の
施
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
性
感
染
症

に
つ
い
て
、
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生

の
予
防
及
び

ま

ん
延

の
防
止
、
良
質
か

つ
適

切
な
医
療

の
提
供

、

正
し
い
知
識

の
普

及
等

の
観
点
か
ら
新
た
な
取
組

の
方
向
性
を
示
す

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ま
た
、
本
指
針

の
対
象

で
あ
る
性
器
ク

ラ
ミ
ジ

ア
感
染
症
、
性
器

ヘ
ル
ペ

ス
ウ
イ

ル
ス
感
染
症

、
尖
圭

コ
ン
ジ

ロ
ー

マ
、
梅
毒

及
び
淋

菌
感
染
症

の
ほ
か

に
も
、
性
的
接
触
を
介

し

て
感
染
す
る

こ
と
が
あ

る
感
染
症
は
、
後

天
性
免
疫

不
全
症
候
群
、

Ｂ‐
馴
川
刻

を
含
め
多
数

あ
る

こ
と

に
留
意
す

る
必
要
が
あ
り
、
本
指
針

に
基
づ

く
予
防
対
策

は
、

こ
れ

ら

の
感
染
症

の
抑
制

に
も
資
す
る
も

の
と
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
本
指
針

に

つ
い
て
は
、
性
感
染
症

の
発
生
動
向
、
性
感
染

症

の
検
査
、
治
療
等

に
関
す

る
科
学
的
知
見
、
本
指
針

の
進
ち

ょ
く

状
況

の
評
価
等
を
勘
案

し

て
、
少
な
く
と
も

五
年
ご
と

に
再
検
討
を

加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

こ
れ

を
変
更
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。

第

一
　

原
因

の
究

明

一
　

基
本
的
考

え
方

性
感
染
症

の
発
生
動
向

の
調
査

に
お
け
る
課
題
は
、
病
原
体

に
感

染
し

て
い
て
も
無
症
状

で
あ

る

こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
自
覚
症
状
が

あ

っ
て
も
医
療
機
関

に
受
診

し
な

い
こ
と
等
が
あ
る
た
め
、
そ
の
感

染

の
実
態
を

正
確

に
把
握
す
る

こ
と
が

困
難
な

こ
と

で
あ
る
。

そ
の

た
め
、
性
感
染
症

の
疫
学
的
特
徴
を
踏
ま

え
た
対
策
を
推
進
す
る

こ

と
等
を
目
的
と

し

て
、

そ
の
発
生
動
向
を
慎
重

に
把
握

し

て
い
く
必

要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
法

に
基
づ

く
発
生
動
向

の
調
査
を
基
本
と

し

な
が
ら
、
患
者
調
査
等

の
他

の
調
査
等
を
活
用
す

る
と
と
も

に
、
無

症
状
病

原
体
保
有
者

の
存
在
を
考
慮

し
、
必
要
な
調
査
等
を
追
加
的

に
実
施

し
、
発
生
動
向
を
総
合
的

に
分
析

し

て
い
く

こ
と
が
重
要

で

あ

る
。

国
、
地
方

公
共
団
体
、
医
療
関
係
者

、
民
間
団
体
等
が
連
携

し

て
取

り
組
ん

で
い
く
べ
き
課
題

に

つ
い
て
、
発
生

の
予
防

及
び
ま

ん
延

の

防
止
、
良
質
か

つ
適

切
な

医
療

の
提
供
、

正
し
い
知
識

の
普
及
等

の

観
点
か
ら
新
た
な
取
組

の
方

向
性
を

示
す

こ
と
を

目
的
と
す
る
。

ま
た
、
本
指
針

の
対
象

で
あ

る
性
器
ク

ラ
ミ
ジ

ア
感
染
症
、
性
器

ヘ
ル
ペ

ス
ウ

イ
ル

ス
感
染
症
、
尖
圭

コ
ン
ジ

ロ
ー

マ
、
梅
毒

及
び
淋

菌
感
染
症

の
ほ
か

に
も
、
性
的
接
触

を
介
し

て
感
染
す

る

こ
と
が
あ

る
感
染
症

は
、
後

天
性
免
疫

不
全
症
候
群
を
含
め
多
数
あ
る

こ
と

に

留
意
す

る
必
要
が
あ

り
、
本
指
針

に
基
づ

く
予
防
対
策

は
、

こ
れ
ら

の
感
染
症

の
抑
制

に
も
資
す
る
も

の
と
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
本
指
針

に

つ
い
て
は
、
性
感
染
症

の
発
生
動
向

、
性
感
染

症

の
検
査

、
治
療
等

に
関
す

る
科
学
的
知
見
、
本
指
針

の
進
ち

ょ
く

状
況

の
評
価
等
を
勘
案

し

て
、
少
な
く
と
も

五
年
ご

と

に
再
検
討
を

加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

こ
れ
を
変

更
し

て
い
く
も

の
で
あ
る
。

第

一
　

原
因
の
究
明

一
　

基
本
的
考

え
方

性
感
染
症

の
発
生
動
向

の
調
査

に
お
け
る
課
題
は
、
病

原
体

に
感

染
し
て
い
て
も
無
症
状

で
あ
る

こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
自
覚
症
状
が

あ

っ
て
も
医
療
機
関

に
受
診

し
な

い
こ
と
等
が
あ
る
た
め
、
そ
の
感

染

の
実
態
を

正
確

に
把
握
す
る

こ
と
が

困
難
な

こ
と

で
あ
る
。

そ
の

た
め
、
性
感
染
症

の
疫
学
的
特
徴
を
踏
ま

え
た
対
策
を
推
進
す

る

こ

と
等
を
目
的
と
し

て
、
そ

の
発
生
動
向
を
慎
重

に
把
握

し

て
い
く
必

要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
法

に
基
づ

く
発
生
動
向

の
調
査
を
基

本
と

し

な
が

ら
、
患
者
調
査
等

の
他

の
調
査
等
を

活
用
す

る
と
と
も

に
、
無

症
状
病
原
体
保
有
者

の
存
在
を
考
慮

し
、

必
要
な
調
査
等
を
追
加
的

に
実
施

し
、
発
生
動
向
を
総
合
的

に
分
析

し
て

い
く

こ
と
が
重
要

で

あ
る
。
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ま
た
、
国
及
び
都
道
府
県
等

（都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る

市
及
び
特
別
区
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
個
人
情
報

の
保
護
に

配
慮
し
つ
つ
、
収
集
さ
れ
た
発
生
動
向
に
関
す
る
情
報
と
分
析
結
果

に
つ
い
て
、
必
要
と
す
る
者
に
対
し
、
広
く
公
開
及
び
提
供
を
行

っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
一　
発
生
動
向

の
調
査

の
活
用

法
に
基
づ
く
発
生
動
向
の
調
査

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
届
出

の
徹
底
等
そ
の
改
善
及
び
充
実
を
図
り
、
調
査
の
結
果
を
基
本
的
な

情
報
と
し
て
活
用
し
て
い
く
も

の
と
す
る
。
特

に
、
法
第
十
四
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
指
定
届
出
機
関
か
ら
の
届
出
に
よ

っ
て
発
生
の
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
性
器
ク
ラ
ミ
ジ

ア
感
染
症
、
性

器

ヘ
ル
ペ

ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭

コ
ン
ジ

ロ
ー

マ
及
び
淋
菌
感

染
症
に
つ
い
て
は
、
国
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
感
染
症

の
発
生
動
向
を

的
確

に
反
映
で
き
る
よ
う
、
発
生
動
向
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
た
指

定
届
出
機
関
の
指
定

の
基
準

（定
点
選
定
法
）
を
よ
り
具
体
的
に
示

す
と
と
も
に
、
指
定

の
状
況
を
適
宜
確
認
し
て
、
発
生
動
向
調
査
の

改
善
を
図
る
も
の
と
す
る
。
都
道
府
県
は
、
性
別
、
年
齢
階
級
別
な

ど
対
策
に
必
要
な
性
感
染
症

の
発
生
動
向
を
把
握

で
き
る
よ
う
に
、

か

つ
、
関
係
機
関
、
関
係
学
会
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
地
域
に

お
け
る
対
策
に
活
用
す
る
た
め
、
十
万
人
当
た
り
の
患
者
数
の
よ
う

に
地
域
に
よ

っ
て
偏
り
が
な
い
よ
う
に
留
意
し
て
、
指
定
届
出
機
関

を
指
定
す
る
も

の
と
す
る
。

〓
一　
発
生
動
向
の
調
査
等
の
結
果
の
公
開
及
び
提
供
の
強
化

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
収
集
さ
れ
た
調
査

の
結
果
や
そ
の
分
析

に
関
す
る
情
報
を
経
年
的
な
変
化
が
分
か
る
よ
う
な
図
表
に
編
集
す

る
等
国
民
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
加

工
し
た
上
で
、
印
刷
物
、
イ
ン

タ
ー
ネ

ツ
ト
等

の
多
様
な
媒
体
を
通
じ
て
、
こ
れ
を
必
要
と
す
る
者

に
対
し
て
、
広
く
公
開
及
び
提
供
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

ま
た
、
国
及
び
都
道
府
県
等

（都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る

市
及
び
特
別
区
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に

配
慮
し

つ
つ
、
収
集
さ
れ
た
発
生
動
向
に
関
す
る
情
報
と
分
析
結
果

に
つ
い
て
、
必
要
と
す
る
者

に
対
し
、
広
く
公
開
及
び
提
供
を
行

っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
一　
発
生
動
向
の
調
査
の
活
用

法
に
基
づ
く
発
生
動
向
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
届
出

の
徹
底
等
そ
の
改
善
及
び
充
実
を
図
り
、
調
査

の
結
果
を
基
本
的
な

情
報
と
し
て
活
用
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。
特
に
、
法
第
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
届
出
機
関
か
ら
の
届
出
に
よ

っ
て
発

生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染

症
、
性
器

ヘ
ル
ペ

ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭

コ
ン
ジ

ロ
ー

マ
及
び

淋
菌
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
国
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
感
染
症

の
発
生

動
向
を
的
確
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
発
生
動
向
調
査

の
結
果
を
踏
ま

え
た
指
定
届
出
機
関
の
指
定

の
基
準

（定
点
選
定
法
）
の
見
直
し
に

努
め
る
と
と
も
に
、
指
定
の
状
況
を
適
宜
確
認
し
て
、
発
生
動
向
調

査
の
改
善
を
図
る
も

の
と
す
る
。
都
道
府
県
は
、
性
別
、
年
齢
階
級

別
な
ど
対
策
に
必
要
な
性
感
染
症

の
発
生
動
向
を
把
握
で
き
る
よ
う

に
、
か

つ
、
関
係
機
関
、
関
係
学
会
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
地

域
に
お
け
る
対
策
に
活
用
す
る
た
め
、
十
万
人
当
た
り
の
患
者
数
の

よ
う
に
地
域
に
よ

っ
て
偏
り
が
な

い
よ
う
に
留
意
し
て
、
指
定
届
出

機
関
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

〓
一　
発
生
動
向
の
調
査
等
の
結
果

の
公
開
及
び
提
供
の
強
化

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
収
集
さ
れ
た
調
査

の
結
果
や
そ
の
分
析

に
関
す
る
情
報
を
経
年
的
な
変
化
が
分
か
る
よ
う
な
図
表
に
編
集
す

る
等
国
民
が
理
解
し
や
す

い
よ
う
加

工
し
た
上
で
、
印
刷
物
、
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
等
の
多
様
な
媒
体
を
通
じ
て
、

こ
れ
を
必
要
と
す
る
者

に
対
し
て
、
広
く
公
開
及
び
提
供
を
行

っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
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ス

０

。

第

二
　
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

一
　

基
本
的
考
え
方

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症

の
罹
患
率
を
減
少
傾
向

へ
導

く
た
め
の
施
策

の
目
標
を
設
定
し
、
正
し
い
知
識

の
普
及
啓
発
及
び

性
感
染
症

の
予
防
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
予
防
対

策
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
性
感
染
症
の
予
防
方
法
と

し
て
の
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
並
び
に
予
防
接
種
並
び
に
検
査
や
医
療

の
積
極
的
な
受
診
に
よ
る
早
期
発
見
及
び
早
期
治
療
が
性
感
染
症

の

発
生

の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
有
効

で
あ
る
と
い

っ
た
情
報
、

性
感
染
症
の
発
生
動
向
に
関
す
る
情
報
等
を
提
供
し
て
い
く
と
と
も

に
、
検
査
や
医
療
を
受
け
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
普
及
啓
発
は
、　
一
人

一
人
が
自
分
の
身
体
を
守
る
た
め
に

必
要
と
す
る
情
報
を
分
か
り
や
す

い
内
容
と
効
果
的
な
媒
体
に
よ
り

提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
、
各
個
人
の
行
動
を
性
感
染
症

に
罹
患
す
る

危
険
性

の
低
い
も

の
又
は
な

い
も

の
に
す
る
行
動
変
容
の
促
進
を
意

図
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、　
一
般
的
な
普
及
啓
発
の
実
施
に
加
え
、
若
年
層
を
中
心

と
し
た
普
及
啓
発
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
実
施
に
当
た

っ
て
は
、

対
象
者
の
実
情

に
応
じ
て
、
普
及
啓
発
の
内
容
や
方
法
に
配
慮
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
相
談
や

指
導

の
充
実
を
図
り
、
よ
り
き
め
細
か
い
普
及
啓
発
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ニ
　

コ
ン
ド
ー
ム
の
予
防
効
果
に
関
す
る
普
及
啓
発

コ
ン
ド
ー
ム
は
、
性
感
染
症

の
原
因
と
な
る
性
器
及
び

口
腔
粘
膜

等
の
直
接
接
触
を
妨
げ
る
物
理
的
障
壁
と
し
て
、
性
感
染
症

の
予
防

に
対
す
る
確
実
か

つ
基
本
的
な
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
，
そ

フハ〉
。

第

二
　
発
生

の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

一　

基
本
的
考
え
方

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
の
罹
患
率
を
減
少
傾
向

へ
導

く
た
め
の
施
策
の
目
標
を
設
定
し
、
正
し
い
知
識

の
普
及
啓
発
及
び

性
感
染
症

の
予
防
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
予
防
対

策
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
性
感
染
症

の
予
防
方
法
と

し
て
の

コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
並
び

に
検
査
や
医
療
の
積
極
的
な
受
診

に
よ
る
早
期
発
見
及
び
早
期
治
療
が
性
感
染
症

の
発
生

の
予
防
及
び

ま
ん
延
の
防
止
に
有
効

で
あ
る
と

い
っ
た
情
報
、
性
感
染
症

の
発
生

動
向
に
関
す
る
情
報
等
を
提
供
し
て
い
く
と
と
も
に
、
検
査
や
医
療

を
受
け
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
普
及
啓
発
は
、　
一
人

一
人
が
自
分
の
身
体
を
守
る
た
め
に

必
要
と
す
る
情
報
を
分
か
り
や
す

い
内
容
と
効
果
的
む
媒
体
に
よ
り

提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
、
各
個
人
の
行
動
を
性
感
染
症

に
罹
患
す
る

危
険
性
の
低
い
も

の
又
は
な

い
も

の
に
す
る
行
動
変
容

の
促
進
を
意

図
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、　
一
般
的
な
普
及
啓
発
の
実
施

に
加
え
、
若
年
層
を
中
心

と
し
た
普
及
啓
発
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
実
施
に
当
た

っ
て
は
、

対
象
者

の
実
情

に
応
じ
て
、
普
及
啓
発
の
内
容
や
方
法
に
配
慮
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
相
談
や

指
導
の
充
実
を
図
り
、
よ
り
き
め
細
か
い
普
及
啓
発
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ニ
　

コ
ン
ド
ー
ム
の
予
防
効
果
に
関
す
る
普
及
啓
発

コ
ン
ド
ー
ム
は
、
避
妊
の
効
果

の
み
な
ら
ず
、
性
感
染
症
の
原
因

と
な
る
直
接
接
触
を
妨
げ
る
物
理
的
障
壁
と
し
て
、
性
感
染
症

の
予

防
に
対
す
る
確
実
か

つ
基
本
的
な
効
果
を
有
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
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翻

「

国

醐

普
及
啓
発

に
努
め
る
べ
き

で
あ

る
。

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、　
コ
ン

ド
ー
ム

の
特
性
と
性
感
染
症

の
予
防
効
果

に
係
る
情
報
を
提
供

し
て

い
く

こ
と
が
重
要

で
あ
り
、　
コ
ン
ド
ー
ム

の
製
造

・
販
売
業
者

に
も

協
力
を
求
め
る
べ
き

で
あ
る
。

な
お
、
産
婦
人
科
、

泌
尿
器
科
等

の
医
療
機
関

に
お

い
て
、
性
感

染
症

に
係
る
受
診

の
機
会
を
捉
え
、　
コ
ン
ド
ー
ム
の
特
性

と
使

用
に

よ
る
性
感
染
症

の
予
防

に

つ
い
て
啓
発
が
な
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

〓
一　
検
査

の
推
奨
と
検
査
機
会

の
提
供

都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
や
医
療
機
関
な
ど

の
検
査

に
係
る
情
報

の
提
供
を
行

い
、
性
感
染
症

に
感
染

し
て
い
る
可
能
性

の
あ
る
者

に

対

し
、
検
査

の
受
診
を
推
奨
す
る

こ
と
が
重

要

で
あ
る
。

そ

の
際

に

は
、
検
査

の
趣
旨

及
び
内
容
を
十
分

に
理
解
さ

せ
た
上

で
受
診
さ
せ

、
必
要
に
応
じ

て
治
療

に
結
び
付
け
る

こ
と
が

で
き
る
体
制
を
整
え

る

こ
と
が
重
要

で
あ

る
。
保
健
所
が
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
場
合

に

検
査

の
対
象
と
す
る
性
感
染
症

と
そ

の
検
査
項
目
を
選
定
す
る
と
き

は
、
無
症
状
病

原
体
保
有
者
か
ら

の
感
染

の
危
険
性
、
検
査

の
簡
便

さ
等
を
考
慮

し
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ

ア
感
染
症

及
び
淋
菌
感
染
症

に
あ

っ
て
は
病
原
体
検
査

（
尿
を
検
体

と
す

る
も

の
を
含
む
。

）
を
、
梅

毒

及
び
性
器

ヘ
ル
ペ

ス
ウ

イ

ル
ス
感
染
症

に
あ

っ
て
は
抗
体
検
査
を

基
本
と
し
て
、
検
査
を
実
施
す
る
も

の
と
す
る
。

そ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
に
お
け
る
性
感
染
症

の
検

査
の
機
会
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
民
が
受
診
し
や
す
い
体
制

を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
性
感
染
症
に
関
す
る
普
及

啓
発
の
た
め
に
、
各
種
行
事

の
活
用
、
検
体
の
送
付
に
よ
る
検
査
極

ど
、
個
人
情
報

の
保
護
に
留
意
し

つ
つ
、
様
々
な
検
査

の
機
会
を
活

用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
検
査
の
結
果
、
受
診
者

の
効
果
に
つ
い
て
普
及
啓
発
に
努
め
る
べ
き

で
あ
る
。
国
及
び
都
道

府
県
等
は
、

コ
ン
ド
ー
ム
の
性
感
染
症

の
予
防
効
果
に
係
る
情
報
を

提
供
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
い　
コ
ン
ド
ー
ム
の
製
造

・
販
売

業
者
に
も
協
力
を
求
め
る
べ
き

で
あ
る
。

な
お
、
産
婦
人
科
、
泌
尿
器
科
等
の
医
療
機
関
に
お
い
て
、
性
感

染
症
に
係
る
受
診

の
機
会
を
捉
え
、　
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
に
よ
る
性

感
染
症

の
予
防
に
つ
い
て
啓
発
が
な
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

〓
一　
検
査

の
推
奨
と
検
査
機
会
の
提
供

都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
や
医
療
機
関
な
ど

の
検
査
に
係
る
情
報

の
提
供
を
行
い
、
性
感
染
症

に
感
染
し
て
い
る
可
能
性

の
あ
る
者
に

対
し
、
検
査
の
受
診
を
推
奨
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
に

は
、
検
査
の
趣
旨
及
び
内
容
を
十
分
に
理
解
さ
せ
た
上
で
受
診
さ
せ

、
必
要
に
応
じ
て
治
療
に
結
び
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
保
健
所
が
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
場
合
に

検
査

の
対
象
と
す
る
性
感
染
症
と
そ
の
検
査
項
目
を
選
定
す
る
と
き

は
、
無
症
状
病
原
体
保
有
者
か
ら
の
感
染
の
危
険
性
、
検
査
の
簡
便

さ
等
を
考
慮
し
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ

ア
感
染
症
及
び
淋
菌
感
染
症
に
あ

っ
て
は
病
原
体
検
査
を
、
梅
毒
及
び
性
器

ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
あ

っ
て
は
抗
体
検
査
を
基
本
と
し

つ
つ
、
都
道
府
県
等
の
実
情

に
応
じ
て
検
査
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

そ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
に
お
け
る
性
感
染
症

の
検

査

の
機
会
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
民
が
受
診
し
や
す

い
体
制

を
整
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
性
感
染
症

に
関
す
る
普
及

啓
発
の
た
め
に
、
各
種
行
事

の
活
用
、
検
体

の
送
付
に
よ
る
検
査

の

試
行
な
ど
、
個
人
情
報

の
保
護
に
留
意

し
っ
っ
、
様
々
な
検
査
の
機

会
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
検
査

の
結
果
、
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の
感
染
が
判
明
し
た
場
合
は
、
当
該
受
診
者

に
、
当
該
性
感
染
症

の

ま
ん
延

の
防
止

に
必
要
な
事

項

に

つ
い
て
十
分
説
明
し
支
援
す
る
と

と
も

に
、
当
該

受
診
者
を
通
じ
る
な
ど

し

て
性
的
接
触

の
相
手
方

に

も
必
要
な
情
報
提
供
等

の
支
援
を
行

い
、
必
要
な
場
合

に
は
、
医
療

に
結
び
付
け
、
感
染
拡
大

の
防
止
を
図
る

こ
と
も
重
要

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
及
び
都
道
府
県
等

は
、
性
感
染
症

の
検
査

の
実
施

に

関
し
て
、
学
会
等
が
作
成

し
た
検
査

の
手
引
き
等
を
普

及
し
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

四
　
対
象
者

の
実
情

に
応

じ
た
対
策

予
防
対
策
を
講
ず
る

に
当
た

っ
て
は
、
年
齢

や
性
別
等

の
対
象
者

の
実
情

に
応
じ
た
配
慮
を

行

っ
て
い
く

こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

例
え
ば

、
若
年
層

に
対
し

て
は
、
性
感
染
症

か
ら
自
分

の
身
体
を

守
る
た
め

の
情
報

に

つ
い
て
、
適
切
な
人
材

の
協
力
を
得
、

正
確
な

情
報
提
供
を
適
切
な
媒
体
を
用

い
て
行

い
、
広
く
理
解
を
得
る

こ
と

が
重
要

で
あ
る
。

そ

の
際
、
学
校

に
お
け
る
教
育

に
お

い
て
は
、
学

習
指
導

要
領

に
則
り
、
児
童
生
徒

の
発
達

段
階

及
び
保
護
者
や
地
域

の
理
解
を
踏
ま
え
る

こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
保
健
所
等
は
、
教
育
関

係
機
関
及
び
保
護
者
等
と
十
分
に
連
携

し
、
学
校

に
お
け
る
教
育
と

連
動
し
た
普
及
啓

発
を
行
う

こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

ま
た
、
女
性
は
、
解
剖
学
的

に
感
染

の
危
険
性
が
高
く
、
感
染
し

て
も
無
症
状

の
場
合
が

多

い

一
方

で
、
感
染
す
る
と
慢
性
的
な
骨
盤

内
炎
症
性
疾
患

の
原
因
と
な
り
や
す
く
、
次
世
代

へ
の
影
響
が
あ

る

こ
と
等

の
特
性
が
あ
る
。

そ

の
た
め
、
女
性

に
対
す
る
普

及
啓
発
は

、
対
象
者

の
意

向
を
踏
ま
え
る
と
と
も

に
、
対
象
者

の
実
情

や
年
齢

に
応
じ
た
特
別
な
配
慮
が

必
要
で
あ
る

。
性
感
染
症

及
び
妊
娠
や
母

子

へ
の
影
響
を
性
と
生
殖

に
関
す
る
健
康
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
配

慮
が
重
要
で
あ
る
ほ
か
、
犯
罪
被
害
者
支
援
や
緊
急
避
妊

の
た
め
の

診
療
等

の
場
に
お

い
て
は
、
性
感
染
症
予
防
を
含
め
た
総
合
的
支
援

が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
尖
圭

コ
ン
ジ

ロ
ー

マ
に
つ
い
て
は
、
子
宮

受
診
者
の
感
染
が
判
明
し
た
場
合
は
、
当
該
受
診
者
及
び
性
的
接
触

の
相
手
方
に
対
し
、
当
該
性
感
染
症

の
ま
ん
延
の
防
止
に
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
十
分
説
明
し
、
必
要
な
場
合

に
は
、
医
療
に
結
び
付
け

、
感
染
拡
大
の
防
止
を
図
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症

の
検
査
の
実
施
に

関
し
て
、
学
会
等
が
作
成
し
た
検
査
の
手
引
き
等
を
普
及
し
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

四
　
対
象
者
の
実
情

に
応
じ
た
対
策

予
防
対
策
を
講
ず
る
に
当
た

っ
て
は
、
年
齢
や
性
別
等

の
対
象
者

の
実
情
に
応
じ
た
配
慮
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
若
年
層
に
対
し
て
は
、
性
感
染
症
か
ら
自
分
の
身
体
を

守
る
た
め
の
情
報
に
つ
い
て
、
適
切
な
人
材

の
協
力
を
得
、
正
確
な

情
報
提
供
を
行
い
、
広
く
理
解
を
得
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

際
、
学
校
に
お
け
る
教
育
に
お

い
て
は
、
学
習
指
導
要
領

に
則
り
、

児
童
生
徒
の
発
達
段
階
及
び
保
護
者
や
地
域
の
理
解
を
踏
ま
え
る

こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
保
健
所
等
は
、
教
育
関
係
機
関
等
と
十
分
に
連

携
し
、
学
校
に
お
け
る
教
育
と
連
動
し
た
普
及
啓
発
を
行
う

こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
女
性
は
、
解
剖
学
的
に
感
染

の
危
険
性
が
高
く
、
感
染
し

て
も
無
症
状
の
場
合
が
多
い

一
方

で
、
感
染
す
る
と
慢
性
的
な
骨
盤

内
炎
症
性
疾
患

の
原
因
と
な
り
や
す
く
、
次
世
代

へ
の
影
響
が
あ
る

こ
と
等
の
特
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
女
性
に
対
す
る
普
及
啓
発
は

、
対
象
者
の
意
向
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
対
象
者

の
実
情
や
年
齢

に
応
じ
た
特
別
な
配
慮

の
ほ
か
、
性
感
染
症
及
び
そ
の
妊
娠

へ
の
影

響
を
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
配
慮
が
重
要

で
あ
る
。
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判

剛

コ

引

日

「

剛

引

Ｊ

日

「

コ

馴

劇

響

例

ゴ

創

ョ

州

側

「

剛

到

冽

卿

到

日

「

司

コ

層

Ｊ

翻

日

剣

到

コ

が
重
要
で
あ
る
。

一
方
、
性
感
染
症
と
し
て
最
も
罹
患

の
可
能
性
の
高

い
性
器
ク
ラ

ミ
ジ

ア
感
染
症
は
、
男
性
に
お
い
て
も
症
状
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
感
染
の
防
止
の
た
め
の
注
意
を
怠
り
や
す

い
と
い
う
特

性
を
有
す
る
の
で
、
そ
の
ま
ん
延
の
防
止
に
向
け
よ
り

一
層
の
啓
発

が
必
要
で
あ
る
。

五
　
相
談
指
導

の
充
実

保
健
医
療

に
関
す
る
既
存

の
相
談

の
機
会
を
活
用
す
る
と
と
も

に

、
希
望
者

に
対
す
る
検
査
時

の
相
談
指
導
、
妊
娠
等

に
対
す
る
保
健

医
療
相
談
や
指
導
等
を
行
う
こ
と
が
、
対
象
者
の
実
情
に
応
じ
た
対

策
の
観
点
か
ら
も
有
効
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
性

感
染
症

に
係
る
検
査

の
前
後
に
お

い
て
、
当
該
性
感
染
症
に
関
す
る

相
談
及
び
情
報
収
集
を
円
滑
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
ま
ん
延

の
防
止
を
図
る
た
め
、
医
師
及
び
保
健
師
等
を
対
象
に
相
談
及
び
指

導
に
携
わ
る
人
材

の
養
成
及
び
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
ま
た

（
こ
れ
ら
に
当
た

っ
て
は
、
医
療
機
関
及
び
教
育
機
関
と
の
連
携
並

び
に
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
対
策
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

第

二
　

医
療

の
提
供

一
　

基
本
的
考

え
方

性
感
染
症

は
、
疾
患

や
病
態

に
応
じ

て
適
切

に
処
方
さ
れ
た
治
療

薬
を
投
与
す
る
等

の
医
療
が

必
要
な
疾
患

で
あ
り
、
確
実
な
治
療
が

二
次
感
染
や
ま

ん
延
を
防
ぐ
最
も
有
効
な
方
法

で
あ
る
。

医
療

の
提

供

に
当
た

っ
て
は
、
診
断
や
治
療

の
指
針
、
分

か
り
や
す

い
説
明
資

料
等

の
活
用
に
加
え

て
、
個
人
情
報

の
保
護
等

の
包
括
的
な
配
慮
が

必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
若
年
層
が

受
診

し
や
す

い
環
境
づ
く
り

へ
の

一
方
、
性
感
染
症
と

し
て
最
も
罹
患

の
可
能
性

の
高

い
性
器
ク

ラ

ミ
ジ

ア
感
染
症
は
、
男
性

に
お

い
て
も
症
状
が

軽
微

で
あ
る

こ
と
が

多

い
た
め
、
感
染

の
防
止

の
た
め

の
注
意
を
怠
り
や
す

い
と

い
う
特

性
を
有
す
る

の
で
、

そ
の
ま
ん
延

の
防

止

に
向
け
た
啓
発
が

必
要

で

あ
る
。

五
　
相
談
指
導

の
充
実

保
健
医
療

に
関
す

る
既
存

の
相
談

の
機
会
を
活
用
す
る
と
と
も

に

、
希
望
者

に
対
す
る
検
査
時

の
相
談
指
導
、
妊
娠
等

に
対
す
る
保
健

医
療
相
談

や
指
導
等
を
行
う

こ
と
が
、
対
象
者

の
実
情

に
応

じ
た
対

策

の
観
点
か
ら
も
有
効

で
あ

る
。

そ

の
た
め
、
都
道
府

県
等

は
、
性

感
染
症

に
係
る
検
査

の
前
後

に
お

い
て
、
当
該
性
感
染
症

に
関
す
る

相
談

及
び
情
報
収
集
を

円
滑

に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
そ

の
ま

ん
延

の
防
止
を
図
る
た
め
、
医
師

及
び

保
健
師
等
を
対
象

に
相
談

及
び
指

導

に
携
わ
る
人
材

の
養
成

及
び
確
保

に
努

め
る
も

の
と
す

る
。
ま
た

、

こ
れ
ら

に
当
た

っ
て
は
、
医
療
機
関

及
び
教
育
機

関
と

の
連
携
並

び

に
後

天
性
免
疫

不
全
症
候
群
対
策
と

の
連
携
を
図
る

こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

第

二
　
医
療

の
提
供

一
　

基
本
的
考

え
方

性
感
染
症
は
、
疾
患
や
病

態

に
応

じ

て
適

切

に
処
方
さ
れ
た
治
療

薬
を
投
与
す
る
等

の
医
療
が

必
要
な
疾
患

で
あ
り
、
確
実
な
治
療
が

二
次
感
染
や
ま
ん
延
を
防
ぐ
最
も
有
効
な
方
法

で
あ
る
。

医
療

の
提

供

に
当
た

っ
て
は
、
診
断
や
治
療

の
指
針
、

分
か
り
や
す

い
説
明
資

料
等

の
活
用
に
加
え

て
、
個
人
情
報

の
保
護

等

の
包
括
的
な
配
慮
が
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配
慮
も
必
要

で
あ

る
。

二
　

医
療

の
質

の
向
上

国
及
び
都
道
府

県
等

は
、
医
師
会
等

の
関
係
団
体
と

の
連
携
を
図

り
な
が

ら
、
診

断
や
治
療

に
関
す
る
最
新

の
方
法

に
関
す
る
情

報
を

迅
速

に
提
供

し
、
普

及
さ

せ
る
よ
う
努

め
る

こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

川
『
Ｊ
コ
⊃
謝
劇
司
剛
悧
『
日
日
酬
潤
訓
則
悧
コ
烈
日
翻
謝

呵
副
到
日
鼎
翻
日
Ｈ
¶
悧
倒
Ｈ
劃
刷
∃
劇
到
刊
劇
劉
ヨ
∃
副

ｄ
ｌま
た
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
学
会
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
様

々
な
診
療
科
を
横
断
し

て
性
感

染
症

の
専
門
家
養
成

の
た
め

の
教
育

及
び
研
修
機
会
の
確
保
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

〓
一　
医
療

ア
ク
セ
ス
の
向
上

特
に
若
年
層
等
が
性
感
染
症
に
関
し
て
受
診
し
や
す

い
医
療
体
制

の
整
備
な
ど
の
環
境
づ
く
り
と
と
も
に
、
保
健
所
等
に
お
け
る
検
査

か
ら
、
受
診
及
び
治
療
に
結
び
付
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
を
推
進
す

る

こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
検
査
や
治
療

に

つ
い
て
分
か
り
や

す

い
資
料
等
を
作
成

し
、
民
間
団
体
等

の
協
力

に
よ
り
普

及
啓
発
を

行
う

こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
そ
の
普
及
啓

発
を
支
援

し

て
い
く

こ
と
が
重

要

で
あ
る
。

第

四
　

研
究
開
発

の
推
進

一
　

基
本
的
考

え
方

性
感
染
症

の
拡
大
を
抑
制
す

る
と
と
も

に
、
よ
り
良
質
か

つ
適
切

な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
性
感
染
症

に
関
す

る
研
究
開
発

の

推
進
が
必
要

で
あ
る
。
具
体

的

に
は
、
病
態

の
解
明
に
基
づ
く
検
査

や
治
療

に
関
す
る
研
究
、
発
生
動
向

に
関
す
る
疫
学

研
究

、
行
動
様

式

に
関
す

る
社
会
面
と

医
学
面
に
お
け
る
研
究
等
を
対
策

に
活
用

で

き
る
よ
う
総
合
的

に
推

進
す
る

こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

必
要

で
あ
る
。

二
　
医
療
関
係
者

へ
の
情
報

の
提
供

の
強
化

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
医
師
会
等

の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
診
断
や
治
療
に
関
す
る
最
新
の
方
法
に
関
す
る
情
報
を

迅
速

に
普
及
さ
せ
る
よ
う
努
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

〓
一　
学
会
等

の
関
係
団
体
と

の
連
携

学
会
等

の
関
係
団
体

は
、
最
新

の
医
学
的
な
知
見
等
を
盛

り
込
ん

だ
診
断
や
治
療

の
指
針
、
包
括
的
な
治
療
等

に
と

っ
て
有
効

で
分
か

り
や
す

い
資
料
等
を
作
成

し
、
普

及
さ

せ
る

こ
と
が
重

要

で
あ
り
、

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
そ

の
普

及
を
支
援

し

て
い
く

こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

第
四
　
研
究
開
発
の
推
進

一
　

基
本
的
考
え
方

性
感
染
症
の
拡
大
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
質
か

つ
適
切

な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
性
感
染
症

に
関
す
る
研
究
開
発
の

推
進
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
病
態

の
解
明
に
基
づ
く
検
査

や
治
療
に
関
す
る
研
究
、
発
生
動
向
に
関
す
る
疫
学
研
究
、
行
動
様

式
に
関
す
る
社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
研
究
等
を
対
策
に
活
用
で
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一
一　
検
査
や
治
療
等
に
関
す
る
研
究
開
発
の
推
進

性
感
染
症

の
検
査
や
治
療
に
お

い
て
期
待
さ
れ
る
研
究
と
し
て
は

、
迅
速
か

つ
正
確
に
結
果
が
判
明
す
る
検
査
薬
や
検
査
方
法
等
、
検

査
機
会
の
拡
大
の
た
め

の
実
用
的
な
検
査
薬
や
検
査
方
法
の
開
発
、

効
果
的
で
簡
便
な
治
療
方
法

の
開
発
、
新
た
な
治
療
薬
及
び
耐
性
菌

を
出
現
さ
せ
な

い
よ
う
な
治
療
薬

の
開
発
や
そ
の
投
与
方
法
に
関
す

る
研
究
等
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
研
究
、
予
防

方
法
の
新
た
な
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
開
発
等
を
推
進
す
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

〓
一　
発
生
動
向
等
に
関
す
る
疫
学
研
究

の
推
進

国
は
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
に
関
す
る
各
種
疫
学
研
究
を
強
化

し
、
今
後

の
予
防
対
策

に
役
立

て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
例

え
ば
、
性
感
染
症

の
無
症
状
病
原
体
保
有
者

の
推
移
に
関
す
る
研
究

、
制
劇
悧
酬
州
刺
劃
∃
「
到
馴
到
、
地
域
を
限
定
し
た
性
感
染
症
の
全

数
調
査
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
発
生
動
向
と
の
比
較
研
究
、

発
生
動
向

の
分
析
を
行
う
た
め

の
追
加
調
査
、
指
定

届
出
機
関

の
選

定

の
在
り
方

に
関
す
る
研
究
等

の
疫
学

研
究

に
よ

っ
て
、
定
量
的
な

評
価
が

可
能
と
な
る
数
値
を
的
確

に
推
計

で
き
る
よ
う
努
め
る
な
ど

、
発
生
動
向

の
多

面
的
な
把
握

に
役
立

て
て
い
く

こ
と
が
重
要

で
あ

Ｚ一
。

四
　
社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
性

の
行
動
様
式
等

に
関
す

る
研
究

国
は
、
性
感
染
症
を
早
期

に
発
見
し
、
治
療

に
結
び
付
け
る
た
め

の
試
行
的
研
究
、
性
感
染
症

予
防
策

の
ま
ん
延
防
止
効
果

に
関
す
る

研
究
、
副
劇
引
刻
引
ヨ
劇
釧
凩
濶
Ⅶ
川
囲
劉
引
ｇ
ョ
司
「
句
到
引
日
日

創
ｄ
社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
性
の
行
動
様
式
等
に
関
す
る
研
究

を
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
対
策
の
研
究
と
連
携
し
て
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

き
る
よ
う
総
合
的
に
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
一　
検
査
や
治
療
等
に
関
す
る
研
究
開
発
の
推
進

性
感
染
症

の
検
査
や
治
療

に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
研
究
と
し
て
は

、
迅
速
か

つ
正
確
に
結
果
が
判
明
す

る
検
査
薬
や
検
査
方
法
等
、
検

査
機
会

の
拡
大

の
た
め
の
実
用
的
な
検
査
薬
や
検
査
方
法

の
開
発
、

効
果
的
で
簡
便
な
治
療
方
法
の
開
発
、
新
た
な
治
療
薬
及
び
耐
性
菌

を
出
現
さ
せ
な
い
よ
う
な
治
療
薬

の
開
発
や
そ
の
投
与
方
法
に
関
す

る
研
究
等
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
研
究
、
予
防

方
法
の
新
た
な
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
開
発
等
を
推
進
す
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

〓
一　
発
生
動
向
等
に
関
す
る
疫
学
研
究

の
推
進

国
は
、
性
感
染
症

の
発
生
動
向
に
関
す
る
各
種
疫
学
研
究
を
強
化

し
、
今
後

の
予
防
対
策
に
役
立

て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
例

え
ば
、
性
感
染
症

の
無
症
状
病
原
体
保
有
者
の
推
移
に
関
す
る
研
究

、
地
域
を
限
定
し
た
性
感
染
症

の
全
数
調
査
、
後
天
性
免
疫
不
全
症

候
群
の
発
生
動
向
と
の
比
較
研
究
、
発
生
動
向

の
分
析
を
行
う
た
め

の
追
加
調
査
、
指
定
届
出
機
関

の
選
定

の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
等

の
疫
学
研
究
に
よ

っ
て
、
定
量
的
な
評
価
が
可
能
と
な
る
数
値
を
的

確
に
推
計

で
き
る
よ
う
努
め
る
な
ど
、
発
生
動
向

の
多
面
的
な
把
握

に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

四
　
社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
性
の
行
動
様
式
等
に
関
す
る
研
現

国
は
、
若
年
者

の
性
感
染
症
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
に
結
び
付

け
る
た
め
の
試
行
的
研
究
、
性
感
染
症
予
防
策
の
ま
ん
延
防
止
効
果

に
関
す
る
研
究
等
、
社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
性

の
行
動
様
式
等

に
関
す
る
研
究
を
後
天
性
免
疫

不
全
症
候
群
対
策

の
研
究
と
連
携
し

て
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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五
　
研
究
評
価
等

の
充
実

国
は
、
研
究

の
計
画
を
厳

正
に
評
価

し
、
重
点
的

に
研
究
を
支
援

す
る
と
と
も

に
、
研
究

の
成

果

に

つ
い
て
も
的
確

に
評
価

し
た
上

で

、
評
価

の
高

い
研
究
成
果

に
基
づ

く
施
策
を
重
点
的

に
進
め

て
い
く

こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
研
究

の
結
果

に

つ
い
て
は
、
広
く

一

般

に
提
供

し

て
い
く

こ
と
が
重

要

で
あ
る
。

第

五
　
国
際
的
な
連
携

一
　

基
本
的
考

え
方

後

天
性
免
疫

不
全
症
候
群

の
主
要
な
感
染
経
路
が
性
的
接
触

で
あ

る

こ
と

の
み
な
ら
ず

、
性
感
染
症

に
罹
患

し

て
い
る
者
が

Ｈ
Ｉ
ｖ

（

ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ

イ

ル
ス
）
に
感
染

し
や
す

い
と

い
う

こ
と
に
か
ん

が

み
、
予
防
対
策
上

の
観
点

か
ら
性
感
染
症
と
後

天
性
免
疫

不
全
症

候
群
と
を
併
せ
て
取
り
扱
う

こ
と
が
国
際
的

に
は
多

い
こ
と
か
ら
、

国
際
的
な
連
携

に
当
た

っ
て
は
、

こ
の
点
を
念

頭
に
進

め
る

こ
と
が

重
要

で
あ
る
。

一
一　

諸
外
国
と

の
情
報
交
換

の
推
進

国
は
、
政
府
間
、
研
究
者

間
等

に
お
け
る
性
感
染
症

に
関
す
る
予

防
方
法
や
治
療
方
法

の
開
発
、
疫
学

研
究
や
社
会
面
と
医
学
面
に
お

け
る
研
究

の
成
果
等

に

つ
い
て
の
国
際
的
な
情
報
交
換
を
推
進
し
、

我
が
国

の
対
策

に
生
か
し

て
い
く

こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
性

感
染
症

に
関
連
す
る
後

天
性

免
疫

不
全
症
候
群

の
研
究

に

つ
い
て
も

、
情
報
交
換

に
努

め

て
い
く

こ
と
が
望

ま
し

い
。

〓
一　

国
際
的
な
感
染
拡

大
抑
制

へ
の
貢
献

国
は
、
世
界
保
健
機
関
、
国
連
合
同
エ
イ
ズ
計
画
ａ
≡
３
●
等
の

活
動

へ
の
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

五
　

研
究
評
価
等

の
充
実

国
は
、
研
究

の
計
画
を
厳

正
に
評
価

し
、
重
点
的

に
研
究
を
支
援

す
る
と
と
も

に
、
研
究

の
成
果

に

つ
い
て
も
的
確

に
評
価

し
た
上

で

、
評
価

の
高

い
研
究
成
果
に
基
づ

く
施
策
を
重
点
的

に
進
め

て
い
く

こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
研
究

の
結

果

に

つ
い
て
は
、
広

く

一

般

に
提
供

し
て
い
く

こ
と
が
重

要

で
あ
る
。

第
五
　
国
際
的
な
連
携

一
　

基
本
的
考

え
方

後

天
性
免
疫

不
全
症
候
群

の
主

要
な
感
染
経
路
が
性
的
接
触

で
あ

る

こ
と

の
み
な
ら
ず

、
性
感
染
症

に
罹
患

し

て
い
る
者
が

Ｈ
Ｉ
Ｖ

（

ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ

イ

ル
ス
）
に
感
染
し
や
す

い
と

い
う

こ
と

に
か
ん

が

み
、
予
防
対
策
上

の
観
点
か
ら
性
感

染
症
と
後

天
性
免
疫

不
全
症

候
群
と
を
併
せ

て
取
り
扱
う

こ
と
が
国
際
的

に
は
多

い
こ
と
か
ら
、

国
際
的
な
連
携

に
当
た

っ
て
は
、

こ
の
点
を
念

頭
に
進

め
る

こ
と
が

重
要

で
あ
る
。

一
一　

諸
外
国
と

の
情
報
交
換

の
推

進

国
は
、
政
府
間
、
研
究
者
間
等

に
お
け
る
性
感
染
症

に
関
す
る
予

防
方
法
や
治
療
方
法

の
開
発
、
疫

学
研
究

や
社
会
面
と

医
学

面
に
お

け
る
研
究

の
成
果
等

に

つ
い

て
の
国
際
的
な
情
報
交
換
を
推
進

し
、

我
が

国

の
対
策

に
生
か
し
て
い
く

こ
と
が

重
要

で
あ

る
。
ま
た
、
性

感
染
症

に
関
連
す

る
後

天
性
免
疫

不
全
症
候

群

の
研
究

に

つ
い
て
も

、
情
報
交
換

に
努

め

て
い
く

こ
と
が
望
ま

し

い
。

〓
一　
国
際
的
な
感
染
拡
大
抑
制

へ
の
貢
献

国
は
、
世
界
保

健
機
関
、
国
連
合
同

エ
イ
ズ
計

画

ａ
≡

３
０
等

の

活
動

へ
の
協
力
を
強
化
す
る

こ
と
が
重

要

で
あ
る
。
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第
六
　
関
係
機
関
等
と

の
連
携
の
強
化
等

一
　

関
係
機
関
等
と

の
連
携

の
強
化

性
感
染
症
対
策
は
、
普
及
啓
発
か
ら
研
究
開
発
ま
で
、
様
々
な
関

係
機
関
と
の
連
携
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
厚

生
労
働
省
、
内
閣
府
、
文
部
科
学
省
等
に
お
け
る
普
及
啓
発
の
連
携

、
研
究
成
果
の
情
報
交
換
、
官
民
連
携
に
よ
る
施
策
の
推
進
等
を
図

る
ほ
か
、
国
及
び
都
道
府
県
等
と
医
師
会
等
の
関
係
団
体
並
び

に
性

感
染
症
及
び
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
対
策
等
に
関
係
す
る
各
種
民

間
団
体
と
の
連
携
等
幅
広

い
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
保
健
所
は
普
及
啓
発
の
拠
点
と
し
て
の
情
報
発
信
機
能
の
強
化

を
図
る
と
と
も

に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
と
の
連
携
強
化
に
よ
る

普
及
啓
発
活
動
の
充
実
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
一　
本
指
針
の
進
ち
ょ
く
状
況
の
評
価
及
び
展
開

本
指
針
を
有
効

に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
本
指
針
に
掲
げ
た
取

組
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
把
握
し
、
専
門
家
等
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
取

組
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
六
　
関
係
機
関
等
と
の
連
携
の
強
化
等

一
　

関
係
機
関
等
と
の
連
携

の
強
化

性
感
染
症
対
策
は
、
普
及
啓
発
か
ら
研
究
開
発
ま

で
、
様
々
な
関

係
機
関
と
の
連
携
を
必
要
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
厚

生
労
働
省
、
内
閣
府
、
文
部
科
学
省
等
に
お
け
る
普
及
啓
発
の
連
携

、
研
究
成
果
の
情
報
交
換
、
官
民
連
携
に
よ
る
施
策
の
推
進
等
を
図

る
ほ
か
、
国
及
び
都
道
府
県
等
と
医
師
会
等

の
関
係
団
体
並
び

に
性

感
染
症
及
び
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
対
策
等
に
関
係
す
る
各
種
民

間
団
体
と
の
連
携
等
幅
広

い
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
保
健
所
の
普
及
啓
発
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
普
及
啓
発
活

動
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
一　
本
指
針
の
進
ち
ょ
く
状
況
の
評
価
及
び
展
開

本
指
針
を
有
効

に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
本
指
針
に
掲
げ
た
取

組
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
把
握
し
、
専
門
家
等

の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
取

組
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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「 レエンザ ン

>病原性が高い新型インフルエンザの発生・流行に備え、医療、
>平成21年4月に発生した新型インフルエンザ対策の経験等を踏まえ、病原性・感染力の程度等に応じ、実施すべき対策を決定 (行動ll画に記載する対策から選択)

【海外発生期】篠外で確インフル鵬生しなm
OWHOによるフエーズ4宣言を受け、政府対策本
部(総理が本部長)を設置
O国際的な連携の下で情報収集 (海外での発生
状況、ウイルスの特徴等)の体制を強化

0国内発生の早期発見のための国内サーベイラ
ンス・情報収集体制を強化 など

臨 編朝

●検疲の強化を実施
・発生が疑われる場合、WHOフ」l―ズ4宣言前でも検疲強化等の水際対策を開始(|1係省庁)※
・発生目からの入目者に対し、質問票を配布・じ察を興施(厚生労働省)
・■症者の隔離、感染したおそれのある者の停留・健康監視の栞施(厚生労働省)
・検饉実施のための海空港を集約化(厚生労働雀、口土交通省)
(注 1)捜疫のための集約先空業に羽田キia加 (現行では 虚日^饉西_中枷 IB回)※

※は、この改定案により追lm帯を行う事項

(注2)検疲の強化については、病原性・感彙力、海外の状況等を議案することとし、状況の変4ヒ等により,合理性が認められなくなつた場合には、措量を縮小する書を追加 ※
●定期便の運航 自粛を要請 (口土交通省、厚生労働省、外務省)

● (定翔使の運航自粛等に伴い、)在外邦人帰目のための代贅的な帰目手段の方針を決定 (外務省.厚生帰 省、口
=交
通雀.肪n48.海上保安庁)

●椰道府県等に対し、国内発生に備えた医藤体鋼の準備を要請 (厚生労働省)
・「帰口者・接触者外来」を設置するとともに、情EI者・接触者外来以外の医療機関についても院内感筆対策を書した上で、診療体制を整備※
(注)現行「発熱外来,を r帰国者・模触者外来Jt名称壼更し、海外発生期での設置に前鶴し(現行では、日内発生早期に設置)※
・医療機関に対し新型インフルエンザの患者等と判断された場合には直ちに保腱所に遠籍するよう要請(厚生労働■)※
・「帰口者・接触背相餃センター」を設置※

●原液保存中のプレバンデミックワクチンを製剤化し接種開始(医療従事者、社会機能維持者を対彙)(厚生労働り
(注1)発生時に憲やかに機種誡鮨できるよう、プレバンデミックリケチンの一部キ

=前
に郎割イしして僣ヨ※

(注2)棲組の法的位置づけや機種順位を決定する等.接糧体制を整備(厚生労働輩、関係省庁)※

●地域の発生状況により「地城未発生期」、「地域発生早期J、『地域餞虫翔」の3段階に都道府県ごとに分け、段階ごとに対応※

●一般の人騰医療機関での摯療・治凛への切り換え。痛床不足の場合は、治療のため公共施設の利用を検討に生労働省)
(注 1)饉療従事者が都道府県等の要擦で対応した場合の被災補償等を検討※
(注2)在宅で薇姜する壼者|いし、医師が電饉による鰺壼て診断ができた場合_ファクシミリ薔による拡インフルエンザウイルス菫等の処左重Ω最金上盪量X
●都道府県等の要請に応じ、日備書の抗インフルエンザ薬(タミフル●)を配分(厚生労働0
●電気、ガス、水道等の事業者に事業継機を要睛佃係省庁)
(蔵)壺』口圏ヒ激望望υ屈巌図出昴島巨吸風知X
●自出L題コ饉口壺肇】職蝠回出饉豊LttL」日盤贔」艶出邑整り□u艤□腱2日洒豊目田B凶聾澄憂EttШ鵬饉直Lx
●■■8B櫨麟書=ハ

●帝″ぬ■あ 口占h彗井書縛する,ル■,に 日日相
“
=口
葬|●詈

`悩

薔者庁
“
磁4■ヽ※

●全国の事業者に対し、事業継続に不可欠な重要業務への重点化を要睛 (関係省庁)
●由J、金菫臨の経営書やイヒ1■書十ム繕僣葬薔麻閣篠金腱櫓田彗へ憲館

`盤
嗜●±4菫漱■藤と 財秦4塵■■働■ヽ %

●社会的祠者〈障害者、高齢者等)への支援 (厚生労働省)

●都道府県経由で市町村に対し、火凛炉の稼働、一時的な遺体安置施設等の確保を要請

“

生労働省)

●全国民に対するバンデミックワクチンの確保、機種開始(厚生労働省)
ワクチン製造用のウイルス株決定後6か月以内に全国民分のバンデミックワクテン■造を目槽し、饉胞結養法等の生産ラインの整備を推進

(注 1)バンデミックワクテンについては、国産ワクチンの確保を原則とするが、あ要に応じ輸入ワクチンも確保※

(注2)病原性が高い等の場合は、公費で集団換糧することを基本として.対策本部で接種順位■を決定し、藤係者の協力の下、様種を30始※

下線部は新型インフルエンザ専門家会議意見書からの変更日所

【口 肉 発 生 早 期 】ぃずれかの椰道府県で應者発生、●学リ

0積極的な感染拡大防止策を実施
0海外での情報に加え国内での臨床情報を集約
し医療機関に提供

0国内流行に備え、医療提供体制の確保、社会

リヽ

ヽ
―
―
ノ

【国内感染期】にヽ‐かの籠府「
で,者の絆

"ク

雌
えなくなる(●道府県によつてlt4発生期、発生旱出のところもあり得る))

0対策の主眼を被害軽減に切替え
0医療体t4の負荷を軽減するため、入院患者や
菫症者数を抑え、医療提供体制の維持に全力を
注ぐ

0欠勤者の増大が予測されt国民生活を維持す
るために必要なライフライン等の事業活動の経続

【小 康 期 】億 議 生が跳 馴 ことどまり、大
=行
は― EttD

O医療提供体制及び社会・経済機能の回復を図
二波に備える など



新型インフルエンザ対策行動計画の改定版の

概要

◆ 背景 J目 的 :

「新型インフルエンザ(A/HlNl)対策総括会議報告書」(平成22年 6月 )における提言等

を踏まえ、専門家会議において、行動計画見直しの検討を行い、意見書として取りまとめ

た。その意見書を踏まえ、内閣官房を中心に関係省庁の協議を行い、政府案を作成。パ

ブリックコメントの実施後、閣僚級会合を開催し、新型インフルエンザ対策行動計画を改

定。

◆検討経緯

2010年 6月 10日 新型インフルエンザ(A/Hl Nl)対策総括会議報告書 公表
2011年 2月 28日 新型インフルエンザ専門家会議 見直し意見 公表
2011年 8月 15日 新型インフルエンザ及び鳥インフルエンザ等に関する関係省庁対

策会議(局長級)改定案決定
2011年 9月 20日 新型インフルエンザ対策閣僚会議
(新型インフルエンザ対策閣僚会議において新型インフルエンザ対策行動計画の改定を決定)

総論的事項
旧行動計画は、病原性の高い新型インフルエンザのみを想定した内容と

なつているが、2009年度の経験を踏まえて、ウイルスの病原性・感染力等
に応じた柔軟な対策を迅速口合理的に実施できるよう、以下のように見直す。

1.行動計画の対象の明確化

0行 動計画が対象とする新型インフルエンザについては、発生したウイルスによつて、病原性・感染力等は様々な
場合が想定される

2.行動計画の運用の弾力化
O対 象となる新型インフルエンザの多様性を踏まえ、対策も多様

Oウイルスの特徴(病原性・感染力等)に関する情報が得られ次第、その程度等に応じ、実施すべき対策を決定

3.意思決定システムの明確化
O政 府対策本部、厚生労働省対策本部、新型インフルエンザ専門家会議といつた政府の意思決定に関わる組織
を整理

4.地域の状況に応じた対策の必要性
O地 方自治体が中心となって実施する医療提供体制確保、感染拡大防止等に関して、地域の状況に応じて判断
を行い対策を推進

O国 レベルでの発生段階に加えて、地域 (都道府県)レベルでの発生段階を新たに設置
・地域未発生期ノ地域発生早期 /地域感染期
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海外発生期 国内発生早期

l         姜

再燃期

地域での発生状況は

1様々であり、
・地域未発生期から地域
発生早期
|・地域発生早期から地域
感染期
|の移行は、都道府県を

'単
位として判断

国内感染期

国内のいずれかの都道府県において
初めて患者の接触目が疲学調査で追
えなくなつた時点が目安

サーベイランス・情報収集
旧行動計画では、発生時に、特別なサーベイランスを立ち上げることに
なつているが、2009年度に新たに導入したサーベイランスが現場に過大
な負担をかけたことを踏まえ、以下のように見直す。

1.平時からのサニベイランス体制確立

O通 常のインフルエンザ及び新型インフルエンザに対応するため、
平時より、以下の事項についてサーベイランスを実施
・全目的な流行状況 ・入院患者の発生動向

・ウイルスの亜型や薬剤耐性  ・学校等における発生状況

2.発生時に強化するサーベイランスと縮小日中止の判断
0発生時には、以下のサーベイランスを特別に実施
。新型インフルエンザ患者の全数把握   ・新型インフルエンザ入院患者の全数把握
・学校等における発生状況の把握の強化

→ 全国での患者数が数百人程度に増加した段階で、縮小・中止



情報提供・共有
旧行動計画での「情報提供・共有」に関する記述について、対策の現場と
の情報共有や継続的かつ一元的な情報提供、国民への普及啓発の必要
性を踏まえ、以下のように見直す。

1.情報共有の重要性の強調
○ 対策の現場である地方自治体や関係機関との双方向の情報
共有が重要

0リアルタイムでの直接的コミュニケーション手段としての
インターネット活用を検討

2.情報提供体制の具体化
0-元 的な情報提供を行うための組織体制を構築

・広報担当官を中心としたチームの設置等

3.情報提供の内容の明確化
○ 対策の決定プロセス、対策の理由、対策の実施主体を明確に

し、分かりやすく情報提供
5

感染拡大防止 (国内)
旧行動計画では、第二段階と第二段階の感染拡大防止策の違いが明確で

はないが、感染拡大の進行につれ、必要となる対策が変化していくことを踏
まえ、以下のように見直す。

1.目的の明確化        主な目的
○ 対策の主な目的は、発生段階によつて変化   発生段階
・第二段階(国内発生早期)→ 感染拡大の抑制が主
。第二段階(国内感染期) → 被害の軽減が主

対策の実施時期の明確化
目的・段階によって実施すべき主な対策を切り替え

※感染拡大の状況に応し、感染拡大防止策から、被書の
軽減のための医療提供体制確保等に対策を順次切り替え

第二段階   第二段階
国内発生早期 国内感染期

２

０

【感
染
拡
大
防
止
策
】

※対策の切り替え時期は、地域の状況に応じて判断することとなる。    6

◎地城全体での学校等の臨時

休集、集会の自粛などの積極
的感染拡大防止策



水際対策
旧行動計画では、検疫の強化等の「水際対策」の記載が多く、その実施期間も
第二段階 (改定後でいう「国内感染期」)までと長く設定されていたが、検疫の有
効性に限界があることを踏まえ、以下のように見直す。

1.水際対策の位置づけの明確化
0ウイルスの国内侵入を完全に防ぐという誤解を与えないよう、水際対策の趣旨(あくまでも
国内発生をできるだけ遅らせるために行われるものであり、ウイルスの進入を完全に防ぐ
ための対策ではない)を脚注に記載

0検 疫等により、国内発生をできるだけ遅らせ、国内発生の遅延と早期発見に努める
・発生が疑われる場合、WH。フェーズ4宣言前でも検疲強化等の水際対策を開始
・検疫の強化を行つても、感染者は入国し得るため、海外発生期から、国内の医療体制等を整備

2.機動的な縮小
0ウイルスの特徴(病原性・感染力等)や発生状況等に関する情報を踏まえ、発生段階の
途中であつても、合理性が認められなくなった場合には機動的に措置を縮小

3.検疫集約港の追加

0停留を実施する場合に検疫実施場所の集約化を図ることを検討
0実態に合わせ、集約港に羽田空港及び博多港を追加

医療体制
旧行動計画では、第二段階まん延期になってから一般医療機関での対応に切
り替えることとなっているが、2009年度のインフルエンザ(HlNl)2009対 応の際、
第二段階 (国内発生早期)において「発熱外来」に患者が集中して機能しなかっ
たことを踏まえ、以下のように見直す。

1.外来診燎の役割分担の明確化
Or発熱外来」は「帰国者・接触者外来Jに名称変更し、発熱だけではなく、渡航歴等により対象患者
を絞り込む

O帰 国者・接触者以外の患者は-00腱
`線
田キ子樹産

。「帰目者・接触者外来J以外の医療機関においても、新型インフルエンザの患者を診療する可能性がある

2.段階にしばられない弾力的な運用

O地 域の状況に応じた弾力的な運用を基本とし、都道府県の判断により、一般医農機関。での対応
に切り替える

°一般医療機EE:内科・1ヽ兄科■.通常インフルエンザの診薇を行う奎ての医療緯田

3.ファックス処方を検討
°爆子だ議錮票割酵当綴れ野3轟春の患者に対するタミフル等のフアックス処方を検討。(従来のガイ

4.被害想定
0対策を考える上で患者数等の数値は置くが、これらの想定を超える場合があり得る旨を明記。

旨≦

`宮

フルの数値薄 )は旧行動計回のとおりとす

O致 死率2%における最大入院患者数の記載を、「増加すると推計 Jから、「39.9万床と推計」へ修正。



ワクチン
旧行動計画の、ワクチンに関する記載について、全国民に対し、速やかにワク
チンを接種可能な体制を構築する観点から、以下のように見直す。

1.事前準備の推進
06か月以内に全国民分のワクチンを製造することを目指し、新しいワクチン製造法や、
投与方法等の研究・開発を促進

○ ワクチン確保は国産ワクチンでの対応を原則とするが、そのための生産体制が整うま

では、必要に応じて輸入ワクチンの確保方策について検討が必要

○ ワクチンの円滑な流通体制を構築

○ 病原性・感染力が強い場合には公費で集団的な接種を行うことを基本とする接種体制

を構築

2.発生時の迅速な対応
○発生時にワクチン関連の対策を速やかに決定できるよう、決定事項及びその決定方法

笠を可能な限り事前に定めておく

○新型インフルエンザウイルスの特徴(病原性・感染力等)を踏まえ、接種の法的位置づ

け・優先接種対象者等について決定

3.プレバンデミックワクチンの備書について
O発生時に迅速な接種が行えるよう、必要量をあらかじめ製剤化した形で備蓄することを
明記

9

社会日経済機能維持

行動計画のt「社会・経済機能維持」に関する記載について、社会・経済機能の

破綻を防止するため、以下の点を明記。

1.事業継続のための法令の弾力運用の周知

2.生産・物流事業者等への医薬品口食品等の円滑な流

通の要請

3.生活関連物資等の安定化のため、買い占等への監視、

国民相談窓回の設置

4.中小企業などの経営安定に資する政府関係金融機関

への要請

10
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第9回感染症分科会感染症部会において、持ち回り審議で以下のとおり議決

新型インフルエンザ対策として実施してきた「重症サーベイランスJを、季節性イ

ンフルエンザ対策として、報告方法及び内容を見直し、「入院サーベイランス」とし
て実施することし

※ 見直しの内容
・全医療機関からの報告を、基幹定点医療機関からの報告に限定
・重症者及び死亡者の報告を、入院患者の報告に見直し
・入院中の複数回の報告を、入院時のみの1回報告に見直し
。患者の臨床情報を含めた報告内容を、入院時の医療対応のみに簡素化

見直しに際し、「重症サーベイランスJは応急的に事務連絡で実施していたが、
「入院サーベイランス」は恒久的に行うために、基幹定点からの報告対象として制
度的に位置づけること。

※ 感染症法施行規則(指定届出機関の指定の基準)の中で規定

0

O目 的
インフルエンザによる入院患者の数及び臨床情報を捕捉することにより、 インフルエンザによる
入院患者の発生動向や重症化の傾向を把握する。

0開始時期
平成23年 9月 5日から

0実施方法
実施期間  :通年での実施

1週間(月～日)ごとに保健所へ報告
届出医療機関 :基幹定点医療機関のみ
対象となる患者 :インフルエンザによる入院患者(入院時に¬回のみ報告)
調査内容   :重症の指標となる入院時の医療対応(ICU入室、人工呼吸器の利用、

頭部CT検査、頭部MRI検査、脳波検査の有無)
及び性別、年齢

0情報の集計・公開
保健所からの報告を都道府県等の本庁において確認し、厚生労働省において都道府県等の
本庁が確認済みの患者情報を速やかに集計し、全国情報を作成し、都道府県等の本庁に送付
する。
結果の定期的な公表は、毎年9月から翌年3月までを目途として実施する。



・患者数が多く、全数を把握する必要がない感染症は、定点医療機関からの報告により発生動向を把握

・届出を担当する定点医療機関 (病院及び診療所)は、都道府県が指定(指定届出機関)

・指定届出機関は、保健所管内の人口、医療機関の分布等を勘案し、可能な限り無作為に抽出

局長通知による予算事業

・患者発生サーベイランスで報告された患者の検体の提供を受け、病原体の動向を監視

・患者定点として選定された医療機関の中から、都道府県が選定
・小児科病原体定点(約 300ケ所)、 インフルエンザ病原体定点(約500ケ所)、 眼科病原体定点(約 70ヶ所)

基幹病原体定点 (約 500ケ所)がある

【昨シーズンまで】 【今シーズンから】



インフルエンザの流行の動向(流行期入り、流行のビーク等を過去や都道府県:電
こ
::

比較)把握を目的。都道府県別の定点報告数を厚生労

翼後l望]違発雹1電雹liから、毎週公表。 昭和56年より開始し、平成11年から、
づけ。通年実施。 0

国内で流行するインフルエンザウイルスの型、ウイルス性状(薬剤耐性等)の変化の
監視を目的。日立感染症研究所から、毎週公表。昭和56年より、予算事業として
通年実施。

鯖 驚 幼組 rl..・・高等学校の休葉状況を把握L疎 拡大の
難 蟄

21[zξ

ゝ

都道府県別の体校、学年・学級閉鎖の施設数及び患者数を厚生労働省
公表。 昭和48年より課長通知に基づき、シーズン中に実施。

重症者の発生動向の把握を目的。入院患者の年齢階級別の入院時対応について、
厚生労働省から、毎週公表。 平成23年9月 より、省令に基づく事業として位置づけ。

※

※

インフルエンザによる死亡者については、人口動態調査 (統計情報部)により毎年(1月 ～12月 )把握
流行期には、全国19大都市において、インフルエンザロ違死亡者(超過死亡)の迅速把握を実施

‐  1島 |]=|ユニ 1  1  :‐ [‐ l・,:“ [ ・ 1■ |■ 1・‐

」 =|ヽ

インフルエンロ■ ●入臓●●●●屁は30■

' ※流行期に他のインフルエンザ
流行状況と併せて毎週公表
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し

た
日
の
属
す
る
週
）

の
月
曜
日

（前
条
第

一
項

の
表

の
四

の
項

の
上
欄
に
掲

げ
る
五
類
感
染
症
、

ペ

ニ
シ
リ

ン
耐
性
肺
炎
球
菌
感
染
症
、

メ
シ
チ
リ

ン
耐

性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
感
染
症

又
は
薬
剤
耐
性
緑
膿
菌
感
染
症

に
係
る
も

の
に

あ

っ
て
は
、
診
断
し
た
日
の
属
す

る
月

の
翌
月

の
初

日
）
に
、
当
該
指
定
届

出
機
関
に
係
る
疑
似
症
指
定
区
分

の
疑
似
症

の
患
者

に

つ
い
て
は
直
ち
に
行

う
も

の
と
す

る
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ

る
場
合
は
、
当
該
届
出
を
す
る
こ
と

を
要
し
な

い
。

改

正

案

、
三
類
感
染
症
、
四
類
感
染
症
又
は
五
類
感
染
症

の
患
者

の
症
状
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
当
該
届
出
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

法
第
十
四
条
第

二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
項
は
、
前

条
第

一
項

の
表

の
五

の
項

の
上
欄
に
掲
げ

る
五
類
感
染
症
に
係
る
も

の
に
あ

つ
て
は
＝
別
劇

と
な

っ
た
病
原
体

の
名
称
及
び
そ

の
識
別

の
た
め
に
行

っ
た

検
査

の
方
法
と
す
る
。

（
略
）

の
疑
似
症
の
患
者
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
当
該
疑
似
症
が
二
類
感
染
症

（感
染
症
の
発
生

の
状
況
及
び
動
向
の
把
握
）

第
七
条
　
法
第
十
四
条
第
二
項
の
届
出
は
、
当
該
指
定
届
出
機
関
に
係
る
五
類

感
染
症
指
定
区
分
の
感
染
症

の
患
者
又
は
こ
れ
ら
に
よ
り
死
亡
し
た
者
に

つ

い
て
は
診
断
し
、
又
は
検
案
し
た
日
の
属
す
る
週
の
翌
週

（診
断
し
、
又
は

検
案
し
た
日
が
日
曜
日
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
当
該
診
断
し
、
又
は
検
案
し

た
日
の
属
す
る
週
）
の
月
曜
日

（前
条
第

一
項
の
表
の
四
の
項
の
上
欄
に
掲

げ
る
五
類
感
染
症
、
ペ

ニ
シ
リ
ン
耐
性
肺
炎
球
菌
感
染
症
、
メ
シ
チ
リ
ン
耐

性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
感
染
症
又
は
薬
剤
耐
性
緑
膿
菌
感
染
症
に
係
る
も
の
に

あ

つ
て
は
、
診
断
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
）
に
、
当
該
指
定
届

出
機
関
に
係
る
疑
似
症
指
定
区
分
の
疑
似
症
の
患
者
に

つ
い
て
は
直
ち
に
行

う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
指
定
届
出
機
関
に
係
る
疑
似
症
指
定
区
分

現

行



感 染 症 発 生 動 向 調 査 事 業 実 施 要 綱 新 旧対 照 表

新

感染症 発 生 動 向調査 事 業 実 施要 綱

第 1～ 4(略 )

第 5 事 業 の実 施

1～ 2(略 )

3 定 点把 握 対 象の五 類 感 染 症

(1)(略 )

た

ヽ
ま

勘

把

る

て

ｏ
を

を

す

得

る

等

況

握

を

す

布

状

把

力

定

分

生

に
協

選

の
発

的

の
を

関

の

域

等

点

機

症

地

会
定

療

染

を

師

者

医
感

況

医

患

び

の

状

係

に

及
体

生

関

為

口
全

発

ヽ
作

人

県

の
し
無

ヽ
府

症

意

り

は
道

。

染

留

限

て
都

と

感

に
な

つ
該

こ

類

点

能

た

当

る

五

の
可
当

け
す

の
次

ら

に
だ

慮

定

点
象

は

か
定

る
考

選
定

対

県

中

選

き

う

の
者

握

府

の

の

で
よ

点

患

把

道

関

点

ヽ
る

定

　

点

都

機

定

て
き

＞

ア
定

ヽ
療

ヽ
し

で

２
　

　

め

医
た

案

握

①

②

(略 )

対 象 感 染症 の うち 、 第 2の (87)に 掲 げ るイ ン フル エ ンザ
(鳥 イ ンフル エ ンザ 及 び新 型 イ ン フル エ ンザ 等 感染 症 を除
く。 以 下 同 じ。)に つ い ては 、 前 記① で選 定 した小 児 科 定
点の うち イ ンフル エ ンザ 定点 と して協 力す る小児科 定 点に
加 え、 内 科 を標 榜 す る医療機 関 (主 と して内科 医療 を提供
して い る もの )を 内 科 定 点 と して 指 定 し、両者 を合 わ せ た

1ぎ z:レ萬者誓詈虜3謁認糟発籍疑攣轟肇多蒙き手暑景讐子
る こと。

感染症発生動向調査事 業実 施 要 綱

第 1～ 4(略 )

第 5 事 業 の実 施

1～ 2(略 )

3 定 点 把 握 対 象の五類 感染症

(1 )(略 )

① (略 )

た

ヽ
ま

勘
把

る

て

ｏ
を

を

す

得

る

等

況

握

を

す

布

状

把

力

定

分

生

に
協

選

の
発

的

の
を

関

の

域

等

点

機

症

地

会

定

療

染

を

師

者

医
感

況

医
患

び

の

状

係

に

及
体

生

関

為

口
全

発

ヽ
作

人

県

の
し
無

ヽ
府

症

意

り

は
道

。

染

留

限

て
都

と

感

に
な

つ
該

こ

類

点

能

た

当

る

五

の

可
当

け
す

の
次

ら

に
だ
慮

定

点
象

は

か
定

る
考

選
定

対

県

中

選

き

う

の
者

握

府

の

の

で
よ

点

患

把

道

関
点

ヽ
る

定

　

点

都

機

定

て
き

＞

ア
定

ヽ
療

ヽ
し

て

２
　

　

め

医
た

案

握

ザ

除

定

に
供

工
計

ン
を

科

点
提

せ

の

工
症

児
定

を
わ

記

ル
染

小
科
療

合

下

フ
感

た

児

医
を

は

ン
等

し

小
科

者

数

ィ
ザ

定

る

内

両

の

る

ン
選

す

て

ヽ
点

げ

工
で
力

し

し
定

掲

ル
①

協

と
定

科

に

フ
記

て
主
指

内

０
仲

ヽ
前
れ
岬
」
と
ｏ
と
。

の
型
は
点
機
と

こ
こ

２
新

て
定
療
点
る
る

第
び

い
ザ
医
定
す
す

ヽ
及

つ
ン
る
科
と
定

ち
ザ

に
ェ
す
内
点
算

う

ン
＞
ル
榜
を
定

て

の
工

ｏ
フ
標
＞
ザ
し

症

ル
じ
ン
を

の
ン
と

染

フ
同
イ
科
も

工
考

感

ン
下
ち
内
る
ル
参

象

イ
以
う

ヽ
い
フ
を

対
鳥

ｏ
の
え
て
ン
式

＜
く
点
加
し
イ
算

②

新

症

て

０
を

の
す

染

い

０
科

も

定

感

つ
３
外

る
指

象

に
を
び

い

て

対

の
者

及

て
し

も

患

科

し

と

⑤

③～④ (略 )

(3)(略 )

(4)(略 )

4～ 6(略 )

第 6(略 )

保健所管内人 ロ 定点数

～ 7 5万 人

7 5万 人～ 12 5万 人 2

2 5万 人～ 3+(人 ロー12 5万人)/10万人

保健所管内人 ロ 定点数

～ 7 5万 人 1

7 5万 人～ 12 5万 人 2

2 5万 人～ 3+(人ロー12 5万 人)/10万人

染
い
０
科
も
定

感

つ
３
外
る
指

象
に
を
び

い
て

対

の
者
及
て
し

も
患
科
し
と

⑤

③～④ (略 )

(3)(略 )

(4)(略 )

4～ 6(略 )

第 6(略 )



新

１
に
次
平
は
は
は
は
　
は
は
は
は
は

１
点
り

ヽ
正
正
正
正
　
正
正
正
正
正

成
定
な
は
改
改
改
改
　
改
改
改
改
改

平
体
と
正
部
部
部
部
　
部
部
部
部
部

ヽ
原
能
改

一
一
二

　

一
一
一
一
一

期
は
病
可
の
の
の
の
の
　
の
の
の
の
の

時
綱
び
施
綱
綱
綱
綱
綱
　
綱
綱
綱
綱
綱

施
要
及
実
要
要
要
要
要
　
要
要
要
要
要

実
施
報

て
施
施
施
施
施
　
施
施
施
施
施

実
情

い
実
実
実
実
実
　
実
実
実
実
実

７
の
体
お

の
の
の
の
の

ｏ
の
の
の
の
の

第

こ
原
に
こ
こ
こ
こ
こ
る

こ
こ
こ
こ
こ
この実施要綱の一部改正は、平成_23年 9月 5日 か ら施行する

１
に
次

平
は

は

は

は

　

は
は

は

は

は

１
点

り

ヽ
正

正

正

正
　

正

正

正

正
正

成

定

な

は
改
改

改

改
　

改

改

改

改

改

平
体

と

正
部

部

部

部

　

部

都

部

部

部

ヽ
原
能

改

一

一
二

　

一

一

一

一

一

期

は
病

可

の

の
の

の
の
　

の

の

の

の

の

時
綱
び

施

綱

綱
綱

綱
綱

　

綱

綱

綱

綱

綱

施

要

及
実

要

要

要

要

要

　

要

要

要

要

要

実

施

報

て
施

施

施

施

施

　

施

施

施
施

施

実
情

い
実

実
実

実

実

　

実

実

実

実

実

７
の
体

お

の

の
の

の
の

ｏ
の

の

の

の

の

第

こ
原

に

こ

こ

こ

こ

こ
る

こ

こ

こ
こ

こ
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医師及び指定届出機関の管理者が都道府県知事に届け出る基準 新旧対照表
新

別紙

医師及び指定届出機関の管理者が都道府県知事に届け出る基準

第■～5(略 )

第6 11a感染症

(略 )

28イ ンフルエンザ (鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症を除く。)

(1)定義 (略 )
(2)臨床的特徴
上気道炎症状に加えて、突然の高熱、全身倦怠感、頭痛、筋肉痛を伴うことを

特徴とする。流行期 (我が国では、例年 11月 ～4月 )に これらの症状のあつ
たものはインフルエンザと考えられるが、非流行期での臨床診断は困難である。

合併症として、脳症、肺炎を起こすことがある。

(3)届出基準 (イ ンフルエンザ定点における場合)
ア 患者 (確定例)
指定届出機関 (イ ンフルエンザ定点)の管理者は、当該指定届出機関の医師
が、(2)の臨床的特徴を有する者を診察した結果、症状や所見からインフル
エンザが疑われ、かつ、Ωのすべてを満たすか、Ωのすべてを満たさなくても
②を満たすことにより、インフルエンザ患者と診断した場合には、法第14条
第2項の規定による届出を週単位で、翌週の月曜日に属け出なければならな
い 。

イ 感染症死亡者の死体
指定届出機関の管理者は、当該指定届出機関の医師が、(2)の臨床的特徴を
有する死体を検案した結果、症状や所見から、インフルエンザが疑われ、かつ、

①のすべてを満たすか、Ωのすべてを満たさなくても②を満たすことにより、
インフルエンザにより死亡したと判断した場合には、法第14条第2項の規定
による届出を週単位で、翌週の月曜日に届け出なければならない。

医師及び指定届出機関の管理者が都道府県知事に届け出る基準

～5(略 )

五類感染症

～ 27 (略 )

別紙

第 1

第 6

1

28イ ンフルエンザ (鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症を除く。)

(1)定義 (略 )
(2)臨床的特徴
上気道炎症状にカロえて、突然の高熱、全身倦怠感、頭痛、筋肉痛を伴うことを

特徴とする。流行期 (我が国では、例年 1■ 月～4月 )に これらの症状のあっ
たものはインフルエンザと考えられるが、非流行期での臨床診断は困難である。
合併症として、脳症、肺炎を起こすことがある。

(3)届出基準
ア 患者 (確定例)
指定届出機関の管理者は、当該指定届出機関の医師が、(2)の臨床的特徴
を有する者を診察した結果、症状や所見からインフルエンザが疑われ、かつ、
(4)のすべてを満たすか、(4)のすべてを満たさなくても (5)を満たす
ことにより、インフルエンザ患者と診断した場合には、法第 14条第 2項の規
定による届出を週単位で、翌週の月曜日に届け出なければならない。

イ 感染症死亡者の死体
指定届出機関の管理者は、当該指定届出機関の医師が、(2)の臨床的特徴を
有する死体を検案した結果、症状や所見から、インフルエンザが疑われ、かつ、
(4)のすべてを満たすか、(4)のすべてを満たさなくても (5)を満たす
ことにより、インフルエンザにより死亡したと判断した場合には、法第 14条
第 2項の規定による届出を週単位で、翌週の月曜日に届け出なければならな
い 。

11



Ω届出のために必要な臨床症状 (4つすべてを満たすもの)
ア 突然の発症
イ 高熱
ク 上気道炎症状
工 全身倦怠感等の全身症状

出のために必要な検査所見

検査方法 検査材料

迅速診断キットによる病原体の抗原の検出 鼻腔吸引液、鼻腔拭い

液、咽頭拭い液

(4)届 出基準 (基幹定点における場合)
ア 入院患者
指定届出機関 (基幹定点)の管理者は、当該指定届出機関の医師が、(2)
の臨床的特徴を有する者を診察した結果、症状や所見からインフルエンザが疑
われ、かつ、(3)①のすべてを満たすか、(3)①のすべてを満たさなくても
(3)②を満たすことにより、インフルエンザ患者と診断した患者のうち、入
院をしたものについて、法第 14条第 2項の規定による届出を週単位で、翌週
の月曜日に届け出なければならない。

29～ 43(略 )

第 7 (略 )

男1記様式 1～ 5(略 )

別記様式 7-1～ 7-2(略 )

出 の ため に必要 な臨床症状 (4つす べ てを満 たす もの )
ア 突然の発症
イ 高熱
ウ 上気道炎症状
工 全身借怠感等の全身症状

29～ 43(略 )

第 7 (略 )

別記様式 1～ 5(略 )

Bll記様式 7-1～ 7-2 (略 )

ために必要な検査所見

検査方法 検査材料

迅速診断キットによる病原体の抗原の検出 鼻腔吸引液、鼻腔拭し

液、咽頭拭い液

別記様式 7-2(2)

感染掟発生動向口蚕 (二

"定
点)             邁 嘔

別記様式 7-3～ 7-7(略 ) 別記様式 7-3～ 7-7(略 )
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平成22年9月上旬
O帝 京大学医学部附属病院において多剤耐性アシネトパクター・パウマニの院内感染事例が報告された。
O獨 協医科大学病院が、国内で初めてNDM―¬(ニューデリーメタローβ―ラクタマーゼー1)を産生する耐性菌を過
去の検体から検出したことを公表した。

→ 省内の緊急対策チーム会議を計3回開催し、対応を検討。

平成22年9月 9日

O多 剤耐性菌についての一般向け情報をホームベージに掲載。

平成22年9月 10日

O都 道府県等に、特殊な検査を要するNDM-1産生多剤耐性菌などの新たな多剤耐性菌について、9月 15日か
ら12月 28日 までの間、国立感染症研究所に多剤耐性大腸菌等の菌株を収集し実態調査を実施する旨を通知。

O「多剤耐性菌の動向把握に関する意見交換会」を開催。

平成22年10月 1日

0第 8回厚生科学審議会感染症分科会感染症部会で、多剤耐性菌対策を検討し、薬剤耐性アシネトパクター感
染症について、感染症法上の5類感染症に指定すべきとの結論を得た。

平成22年 10月 4日

0実 態調査で、国内2例目となるNDM-1産生多剤耐性菌が検出されたとの報告を受け、公表。

平成22年11月 18日

0実 態調査で、国内2例目となるKPC型カルバペネマーゼ産生肺炎得菌が検出されたとの報告を受け、公表。

平成23年1月 21日

0実 態調査の最終結果を公表。
・ 調査期間中の検出事例の集計結果
NDM-1産生肺炎得菌 2例
KPC型カルバペネマーゼ産生肺炎得菌 1例 (同一患者の2検体から検出)

これまで、NDM-1やKPC型のカルバペネマーゼを産生する多剤耐性菌は、海外で感染が拡大して
いることが報告されてきたが、国内においても、医療機関に入院していた患者においてこの種の多

剤耐性菌の感染や保菌事例が確認されたため、国内での実態を明らかにし、医療関係者や国民に

情報提供を行うとともに、今後の耐性菌対策に役立てることを目的として、調査を実施した。

医療機関の診療において、腸内細菌科 (注 1)の多剤耐性菌〈注2)が確認された場合には、国立

感染症研究所に菌体を送付し、国立感染症研究所において、耐性の原因 (注3)について解析を実

施した。
注1:腸内細菌科の細菌とは、大腸菌、肺炎標菌、セラチア、エンテロパクター等の自の総称。
注2:カルバペネム系を含む広城p_ラクタム系、フルオロキノロン系、アミノ配精体系の3系統の抗菌薬に対し広
範な耐性を示す株を調査対象とした。
注3:NDM-1型メタロー陸ラクタマーゼ産生型、KPC型カルバペネマニゼ産生型、IMP‐1型メタローβラクタマーゼ
産生型、lMP‐2型メタロ‐p_ラクタマーゼ産生型、ⅥM-2型メタロートラクタマーゼの5種類の型について、遺伝

子の有無。



:解析結果
菌種 IMP-1 KPC NDM-1 すべて陰性 総計

fs“ eri小た co″

(大腸菌 )

23 44 67

Kfebsre″ο ρlle● lmo17′ 0

(肺炎保菌)

19 2 2 12 35

faterobacter cloα εαe

(エンテロパクター・クロアカ)
22 6 28

prOνrde17c′a spp.

(プロビデンシア属 )

3 3 6

Serratio 171arCescers

(セラチア・マルセセンス)

3 Ｊ^ 6

CrtrObα cter spp

(シトロバクター属 )

2 3 5

pr● te″s′η′rab″お

(プロテウス・ミラビリス)
2 2

ん″Orgαηe〃α mοrga17″

(モルガネラ・モルガニイ)
3 3

KlebJe″α●xytoca

(クレブシエラ。オキシトカ)
1 1

総計 72 2 2 77 ３Ｅ
Ｊ
■
■

O感 染症法の5類感染症は「感染症発生動向調査を行い、その結果等に基づいて必要な情報を一般国民や医療関係者に提供・公開
していくことによつて、発生・拡大を防止すべき感染症」として、法又は省令により41疾患を指定していた。
O耐 性菌では、以下の5種類を5類感染症に指定し、医師 医療機関に届出穣務を課していた。
・全数把握対象疾病(全ての医師が届出)
バンコマイシン耐性責色ブドウ球菌感染症、バンコマイシン耐性腸球菌感染症
・定点把握対象疾病(全国470医療機関から届出)
ペニシリン耐性肺炎球菌感染症、メチシリン耐性責色ブドウ球菌感染症、薬剤耐性縁膿菌感染症

・ 帝京大学付属病院における多剤耐性アシネトパクターの院内感染事例等を踏まえ、全国における実態把握のた
め、多剤耐性アシネトパクター感染症を、感染症法の5類感染症に指定して、届出対象とすることについて検討。

・「薬剤耐性アシネトパクター感染症」を五類感染症に指定し、基幹定点の医療機関において、発生動向を把握する

対彙疾病とする。

・届出対象となる医療機関:全国の基幹定点として指定されている医療機関。
・届出基準の概要 :広城β―ラクタム剤、アミノ配糖体、フルオロキノロンの3系統の薬剤に耐性を示す薬剤耐性アシ

ネトパクター属菌による感染症患者 (死亡者を含む)について、月単位で届出を行う。

・施行日:平成23年 2月 1日 。



平成23年2月 1日より、基幹定点から届出
(平成23年 10月4日現在)

月 届出数 都道府県 ()内は届出数を示す

2月 1 岩手県 (1)

3月 0

4月 0

5月 1 愛知県(1)

6月 1 愛知県(1)

7月 3 愛知県 (3)

8月 5 愛知県 (4)、 二重県(1)

累計 11



0第8回部会 (平成22年10月 1日開催)
チクングニア熱※1について、危機管理の観点より、感染症法に基づき「四類感染症」
に位置付けること※2について、審議しご了承。
※ 1:蚊が媒介して感染するウイルス性の疾患であり、近年、東南アジア地域では感染が拡大。
国内での本病発生には至つていないが、本病の媒介蚊は国内の多くの地域に分布。

※ 2:患者の発生状況の把握、必要に応じて媒介動物対策等を講じることが可能
また、同時に、検疫法施行令を改正し、本病を「検疲感染症」に位置付け
→水際において医師による診察及び病原体の検査を行うとともに、患者等を見つけた場合には
媒介動物対策等を講じることが可能。

O施行後の状況

平成23年2月 1日以降、9月 30日までのチクングニア熱の患者報告者数は、5人。
発症前の渡航歴によれば、いずれの患者も、国内感染が疑われるものではない。

〔参考〕報告年月等 :平成23年 2月  3人 (渡航先 :イ ンドネシア2人、タイ 1人)
6月  2人 ( ″ :イ ンドネシア)

O政令改正
政令改正により、新たなエボラ出血熱及び南米出血熱の病原体を一種病原体等
として位置付け

〔公布年月日〕平成23年 1月 14日
〔施行年月日〕平成23年 1月 24日

0その他

厚生労働科学研究により、新たなエポラ出血熱及び南米出血熱の病原体の診断
法(RT PCR法 )の改良・開発を実施した。

政令改正により、チクングニア熱を感染症法に位置付け

〔公布年月日〕平成23年 1月 14日
〔施行年月日〕平成23年 2月 1日  ―

0第8回部会 (平成22年 10月 1日開催)
感染症法に基づく「病原体管理制度」に関し、制度の施行(平成19年6月 )以降に
新たに確認されたエボラ出血熱及び南米出血熱の病原体※を一種病原体等として
取り扱うことについて、審議し、了承。

※ :エボラ出血熱の病原体:エボラウイルス属ブンディブギョエボラウイルス
南米出血熟の病原体 :アレナウイルス属チャパレウイルス
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はじめに

「後天性免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針 (平成 18年厚生労働
省告示第 89号 )」 (以下「指針」という。)は、「感染症の予防及び感染症の患
者に対する医療に関する法律 (平成 10年法律第 114号 )」 (以下「感染症法」
という。)第 11条第 1項 (※ 1)の規定に基づき作成され、我が国におけるエイ
ズ対策の方向性を示すことを目的としている。

厚生労働省は、本指針に基づき、後天性免疫不全症候群に応じた予防の総合

的な推進を図るため、正しい知識の普及啓発及び教育並びに保健所等における

検査・相談体制の充実等による発生の予防及びまん延の防止、患者等 (患者及

び無症状病原体保有者 (HIV感染者)を いう。以下同じ。)に対する人権を尊
重した良質かつ適切な医療の提供等の観点から、総合的 。体系的に各種施策を

講じてきた。

しかし、厚生労働省エイズ動向委員会のエイズ発生動向調査 (以下「エイズ

発生動向調査」という。)によれば、我が国のエイズ動向は、昭和 60年のエイ
ズ発生動向調査開始以降、新規感染者及び新規患者 (以下「新規感染者 。患者」

という。)の増カロ傾向が続いており (※ 2)、 平成 22年の新規感染者数は1,07
5件で過去 3位、新規患者数は469件で過去 1位となり、予断を許さない状
況が続いている。

こうした状況にかんがみ、エイズ予防指針作業班 (以下「作業班」という。)

は、指針に基づく施策の推進状況について専門的な評価を行い、今後のエイズ

対策の方向性及び具体的な施策についての専門的な検討を行うことを目的とし、

平成 23年 1月 に設置された。
本作業班では、我が国におけるHIV・ エイズの発生動向、問題点及び先般
の指針改定後の状況の変化等を踏まえながら、主として、指針に基づき講じて

きた各種施策をどのように見直すべきかという観点で、施策の評価及び指針に

掲げられている各種施策分野の今後の方向性等について、 9回にわたり議論を

行つた。

今般、これまでの議論・検討の結果を取りまとめたので、ここに報告する。

……… 19
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I 我が国におけるHI∨・エイズの発生動向及び現状の問題点

1 我が国におけるHlV・ エイズの発生動向

エイズ発生動向調査によると、我が国における新規感染者・ふ者の報告件数

は、1985年 に第 1例のエイズ患者が確認されて以降増加を続け、2011
年 3月 27日 現在において、累積患者等は合計 18, 000件を超えている。
前回 (平成 18年)の指針の改正後の発生動向の主な特徴としては、

○ 患者等の地域的分布から見ると、東京都を含む関東・甲信越地方に比べ、

その他の地方において増カロ傾向であること。

○ 新規感染者を年齢別に見た場合、20～ 30歳代が約 70%を 占めており、
依然として若い世代が感染者の年齢層の中心となっていること。

○ 感染経路別に見た場合、性的接触による感染が大部分であり、特に、男性

同性間の性的接触が感染経路全体の約 70%を 占めるに至つていること。
○ 新規感染者・患者数に占めるエイズ患者数の割合について、減少傾向が続

いていたものの、平成 20年以降、再び増カロに転じていること。

が挙げられる。

2 現状の問題点

こうした状況の中、本作業班において、我が国におけるエイズ対策が、近

年の発生動向が示す患者等の継続的な増加に対し十分に対応したものとなつ

ていないとの指摘がなされ、今後指針において解決を図つていくべき問題点

として、特に次のような指摘がなされた。

(1)HIV抗 体検査件数の減少と患者等報告数の増カロ

エイズ発生動向調査によると、保健所等におけるHIV抗体検査件数は平
成 20年以降減少が続く一方、新規感染者・患者は依然として増カロ傾向にあ
る (※ 3)。

これらの主な原因として、

①個人の自発的なHIV抗 体検査の受検や感染予防行動の実践等を十分
に促すことができていないこと。

②検査・相談を受ける機会を十分に提供できていないこと。

等が挙げられる。

具体的には、国民のHIV・ エイズに対する関心の低下や、依然として残

る差別・偏見の意識により、HIV抗体検査の受検に消極的になつているこ
とにカロえ、受検の意思があつても、検査の日時や場所等の利便性が十分確保

されていないため、受検が容易でないという状況がある。

また、新規感染者・患者の報告件数に占めるエイズ患者 (エイズを発症し

て初めて感染の事実を知る患者)の割合について、近年、減少傾向から増カロ

傾向に転じている。これは、上記①及び②にカロえ、受検した者に対する「感

染のリスクを避けられる行動への変容 (以下「行動変容」という。)」 の促進

が十分でなかったことが要因として挙げられる。

(2)個別施策層に対する施策が重点的、計画的に実施されていない

平成 22年エイズ発生動向調査によると、新規感染者の約 70%を 20～
30歳代が占め (※ 4)、 また、感染経路別では、男性同性間の性的接触が全
体の約 70%を 占める (※ 5)など、個別施策層、特に性に関する意思決定や
行動選択に係る能力の形成過程にある青少年 (以下「青少年」という。)や
性的指向の側面で配慮の必要な男性間で性行為を行う者 (Men who have Sex

with Men:MSM)に おいて、新規感染者の継続的な増加傾向が見られる。

その主な原因として、これらの重点的、計画的に取り組むべき個別施策層

に対し、個別施策層それぞれの利便性に配慮した、重点的、効率的な施策を

実施することができず、行動変容を促すことが十分にできていないことが挙

げられる。なお、個別施策層に対し、重点的、効果的な介入 l施策を実施し

ている研究班 (エイズ対策研究事業に関係する研究者や研究班をいう。以下

同じ。)や都道府県等 (都道府県、保健所設置市及び特別区をいう。以下同
じ。)も あることから、国はその具体例を収集するとともに、情報提供を行
つていくことが重要である。

また、都道府県等によつては、エイズ対策推進協議会等の設置やエイズ対

策計画等の策定がなされず、計画的な施策の企画・立案への取組等が十分に

なされていない等が挙げられる。

(3)各プロックの現状に応じた医療提供体制の構築が、依然としてなされて
いない

患者等の増加に対し、地方プロック拠点病院 (以下「ブロック拠点病院」

という。)、 中核拠点病院、治療拠点病院等の役割分担による総合的な医療の

提供が求められているなか、現状、独立行政法人国立国際医療研究センター

エイズ治療・研究開発センター (以下「ACC」 という。)やブロック拠点
病院への患者等の集中が依然として続いている。その主な原因として、中核
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拠点病院が十分に機能していないことが挙げられる。

中核拠点病院は、プロック拠点病院への患者等の集中を解消し、都道府県

内における良質かつ適切な医療の提供を目的として、平成 18年度に設置さ
れた。中核拠点病院は、連絡協議会を設置・運営し、プロック拠点病院や治

療拠点病院等との連携調整を行い、患者等の症状に応じた適切かつ効率的な

医療提供体制の再構築を図るよう取り組んでいる。

しかしながら、上記の連携調整を行える人材が少ないことや、連絡協議会

を設置していないことなどにより十分な機能を果たせず、プロック拠点病院

等との診療連携関係の構築を十分に進めることができていない状況も認め

らオLる。

近年のHIV治療の特徴として、抗HIV薬 による多剤併用療法 (以下「H
AART」 という。)の進歩により、HIV感染症ならびにエイズはその死
亡率が著しく減少し (※ 6)、 いわゆる、「不治の病」から「コントロール可能

な慢性疾患」へと変化した。HAARTの 導入によりHIV治療が長期化し、
治療に伴う合併症や併発症等を有する患者も認められるようになつた。その

一方で、感染者において、HIV感染を自認していないことからHAART
を受けておらず、エイズを発症し重篤化した者も少なくない。

重篤な臨床像を呈していない患者等の場合、長期化したHIV治療を地域
の一般医療機関において実施できることが必要である。一般医療機関との診

療連携の際には、関連する保健医療サービス及び福祉サービスとの連携等が

必要であり、これらの「各種保健医療サービス及び福祉サービスとの連携を

確保するための機能」(以下「コーディネーション」という。)をブロック拠

点病院のみならず中核拠点病院においても担う必要がある。しかし、医療機

関によつてはHIV・エイズヘの理解に格差があり、診療連携の際に、患者
の受け入れや紹介を円滑に行う関係が構築できず、長期療養施設への入所や

在宅療養への移行が妨げられている例が認められる。

歯科診療や透析医療等の専門的医療については、一般的医療と同様に、地

域での診療連携の際に関連する保健医療サービス及び福祉サービスとの連

携等が必要であり、プロック拠点病院のみならず中核拠点病院においてもコ

ーディネーションを担う必要がある。しかし、地域によつては、HIV・ エ

イズヘの不十分な理解から、各種拠点病院と診療に協力する歯科診療所との

連携体制の構築が十分に図れず、患者等を受け入れる体制整備がなされてい

ない等の理由による診療拒否が疑われる事例も指摘されている。

(4)各種施策の効果についての分析・評価 。検討が不十分である

以上 (1)か ら (3)の問題点について、解決が図られていない主な背景

としては、国は、施策に関して実施したモニタリングや評価、検討の結果を、

各種施策に効果的に反映できなかったこと等が挙げられる。なお、施策の効

果については、定量的な評価が難しいという側面もあるが、施策評価を実施

するに当たっては、定量的指標を確立することが必要である。

(5)薬害被害者に対する恒久対策の推進

HIV感染症及びエイズの治療は、HAARTの 導入により、その死亡者
数は減少したにもかかわらず、薬害被害者においては、毎年 10人程度が死

亡している (※ 7)。

この薬害被害者の現状と課題を認識し、その課題を克服するための施策を

実施することにより、薬害被害者に対する恒久対策を今後も継続することは

重要である。



E エイズ予防指針見直しの方向性

1 エイズ予防指針見直しの要点

(1)「検査・相談体制の充実」の強化

Iの 2の (1)で述べたとおり、近年、HIV抗体検査件数が減少傾向に
あり、また、新規感染者・患者の報告件数に占めるエイズ患者数の害1合が増

加傾向に転じている。この背景には、検査 '相談を受ける機会を十分に提供

できなかったこと等が挙げられる。

検査 。相談体制の充実は、利用者が早期に検査を受検し、適切な相談及び

医療機関への紹介を受けるなど、個人においては早期発見・早期治療に資す

るものであり、社会においては感染拡大防止に資するものであることから、

利用者の立場に立ち、検査の場所や日時等の利便性に配慮した検査
。相談の

機会の拡充を図るべきである。

(2)個別施策層に対する施策

エイズ発生動向調査によると、患者等においては、性的接触による感染が

その大部分を占めていることから (※ 8)、 各種施策分野において「性感染症

対策の一環」として対応することが重要となる。

特に、患者等の多数を占める青少年・MSM等 の個別施策層に対して、人
権や社会的背景に最大限配慮したきめ細かく効果的な施策を実施できるか

どうかが、今後の大きな課題である。

① 検査に係る定量的、定性的な目標の設定

患者等の多数を占める個別施策層に対する検査相談体制については、効

率的に検査を実施するという観点で、特に新規感染者・患者報告数が全国

水準より高いなどの地域 (以下、「重点都道府県等」という。)において取

組を強化するべく、地域の実情に応じた定量的・定性的な目標等を設定し、

重点的、計画的に取り組むことが望ましいと考えられる。

② 各種施策におけるNGO等 との連携

個別施策層それぞれの利便性に配慮した、重点的、効率的な施策を実施

するため、NGO等 との十分な連携を図り、効果的なアウトリーチのもと、
対象とする個別施策層の行動変容につながる内容の普及啓発を実施する

ことが重要である。

(3)中核拠点病院を中心とした、地域における診療連携の強化

ACCや ブロック拠点病院への患者等の集中や診療拒否疑い事例を解決
するため、都道府県等は、中核拠点病院の設置する連絡協議会等と連携し、

地域の医師会、歯科医師会等の関係団体の協力の下、中核拠点病院を中心と

して、治療拠点病院や地域診療所等との診療連携の充実を図ることが重要で

ある。

特に歯科診療、長期療養施設への受入、在宅療養等については、地域での

保健医療サービス及び福祉サービスとの連携等が必要であり、これらのコー

ディネーションを担うことができる看護師等の中核拠点病院への配置を推

進することが重要である。また、診療拒否や受入拒否が疑われる事例につい

て円滑に対応し事態の解決を図るために、連絡協議会等を通じた、地域の医

師会、歯科医師会等の関係団体の協力が不可欠となる。

2 指針に掲げられている各種施策分野の見直しについて (各論)

指針に掲げられている各種施策分野に関し、 1を踏まえ、見直しの必要な

課題、視点等を提示した上で、指針における具体的対応策等、指針に掲げられ

ている各種施策分野の見直しについて述べる。

(1)前文

国及び都道府県等は、個別施策層に対し、人権や社会的背景に最大限配慮

した、きめ細かく効果的な施策を実施することが重要である。指針において

は、個別施策層として、①性に関する意思決定や行動選択に係る能力の形成

過程にある青少年、②言語的障壁や文化的障壁のある外国人、③性的指向の

側面で配慮の必要な同性愛者、④性風俗産業の従事者及び利用者、が挙げら

れているが、状況の変化に応じて適切な見直しがなされるべきとされている。

見直しの必要な視点として、③については、エイズ発生動向調査によれば、

感染経路別において男性同性間の性的接触が多数を占めていることから、対

象とする層をより明確にするため、性的指向の側面で配慮の必要な男性間で

性行為を行う者とするべきである。

また、静注薬物使用者を含む薬物乱用者は、HIV感染リスクと強く関連

【ポイント

O個別施策層について、新たに「薬物乱用者」を追加
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することが知られており、急速な流行拡大の因子となることが海外において

認められている (※ 9)。 なお、エイズ発生動向調査によれば、我が国では薬

物乱用による感染者の増加傾向は明確には認められないものの、違法薬物の

生涯経験率は増加傾向であり、薬物乱用の拡大が懸念されるという報告もあ

る (※Ю)こ とから、個別施策層に薬物乱用者を追カロするべきである。

(2)原因の究明 (指針第一)

※ (指針構成の見直しについて)

発生動向の調査・公開以外の事項については、指針該当箇所に記載

① エイズ発生動向調査の強化

エイズ発生動向調査は、感染の予防及び良質かつ適切な医療の提供のた

めの施策の推進に当たり、最も基本的な事項である。このため、国及び都

道府県等は、患者等の人権及び個人の情報保護に十分に配慮した上で、国

立感染症研究所、研究班及びNGO等 と協力し、エイズ発生動向調査の分
析を引き続き強化するべきである。

また、病状に変化を生じた事項に関する報告である任意報告については、

患者等の予後のfLH向等の把握において重要な情報であるが、報告事例が少

ないため、関係者に対し周知徹底した上で、その情報の分析を引き続き強

化するべきである。

さらに、エイズ発生動向調査の分析を強化するため、患者等に関する疫

学調査・研究等の関連情報を収集することにより、エイズ発生動向調査を

補完することも必要である。

② 個別施策層に対する発生動向調査の実施

個別施策層は患者等の多数を占めることから、国は、研究班やNGO等
と協力し、人権及び個人情報の保護に配慮した上で、個別施策層に関する

発生動向を調査・把握し、分析することが重要である。

③ 国際的な発生動向の把握

国は、諸外国の発生動向等を踏まえた対策や協力体制を推進していく必

要があるため、研究班やNGO等 と協力し、海外における発生動向を把握
し、我が国への影響を事前に推定することが重要である。

④ 発生動向調査等の結果の公開及び提供

国等は、エイズ発生動向調査等により収集された結果やその分析に関す

る情報を、印刷物、インターネット等の多様な媒体を通じて、広く公開及

び提供を行つていくことが重要である。

(3)発生の予防及びまん延の防止 (指針第二)

※ (指針構成の見直しについて)

「普及啓発」及び「検査・相談体制の充実」に関する事項については、指

針該当箇所に記載

① 性感染症対策との連携

現状においては、最大の感染経路が性的接触であること、性感染症の罹

患とHIV感染の関係が深いこと等から、予防及び医療の両面において、
性感染症対策とHIV感染対策との連携を図ることは重要であり、具体的
には、保健所等における性感染症検査に際し、HIV検査の受検を勧奨す
る体制を充実する等が挙げられる。

= L不 4ン ト J

Oエイズ発生動向調査・個別施策層に対する発生動向調査の分析及び海外の

発生動向把握について、研究班やNGO等 との協力が重要である旨を明記

O新たに、発生動向調査等の結果の公開及び提供の重要性について明記

【ポイント】

O性感染症対策との連携について、
を明記

O「その他の感染経路対策」
査研究の必要性を明記

予防及び医療の両面における具体的対策

研究班、NGO等との連携による調

について、NGO等との連携の重要性



② その他の感染経路対策

薬物乱用のうち静注薬物の使用、輸血、母子感染、医療現場における事

故による偶発的な感染といつた性的接触以外の感染経路について、厚生労

働省は関係機関 (関係省庁、保健所等、ACC、 プロック拠点病院、中核
拠点病院及びエイズ治療拠点病院等)と 連携し、正しい知識の普及啓発及

び教育の充実、検査相談体制の推進等の予防措置を強化することが重要で

ある。また、性的接触以外の感染経路についての実態を把握するための調

査研究を実施する際は、関連する研究班やNGO等 と連携することも重要
である。

③ 個別施策層に対する施策の実施

国及び都道府県等は、個別施策層 (特に、青少年及びMSM)に 対し、
人権や社会的背景に最大限配慮したきめ細かく効果的な施策を、NGO等
と連携し追加的に実施することが重要である。

なお、新たに個別施策層に追加した薬物乱用者に対しては、薬物乱用防

止の取組等、関係施策との連携強化について、併せて検討することも重要

である。

(4)普及啓発及び教育 (指針第二)

【ポイント】

○個別施策層に対して、地方公共団体とNGO等が連携して、普及啓発及び
教育を行い、行動変容を促していくことの重要性を明記

O個別施策層、特にMSM及び青少年に対する普及啓発及び教育の重要性を
明記

※ (指針構成の見直しについて)

「普及啓発及び教育」、「検査 。相談体制の充実」、「医療の提供」は、総合

的な予防の推進を図るための重要な取組であるため、指針構成を見直し、

「第二 普及啓発及び教育」として位置付ける

① 基本的考え方及び取組
普及啓発及び教育については、国と地方公共団体との役割を明確にした

上で、国民一般を対象とした施策と、個別施策層を対象とした施策を今後

も実施していくことが重要である。国民一般を対象とした施策については、

国民の関心を持続的に高めるために、国と地方公共団体が主体的に、全国

又は地域全般にわたりHIV・ エイズに係る情報や正しい知識を提供する
ことが重要である。また、個別施策層を対象とした施策については、対象

者の年齢や行動段階等、個別施策層の実情に応じた内容とする必要がある

ことから、住民に身近な地方公共団体がNGO等 と連携して、個別施策層
の対象となる層を設定し行動変容を促していくことが重要である。

② 患者等及び個別施策層に対する普及啓発の強化

地方公共団体は、個別施策層に対し、地方の実情に応じた受検・受療行

動につながる効果的な普及啓発事業の定着を図るため、保健所、医療機関、

教育機関、企業ヾNGO等 との連携を促進することが重要であり、これら
の連携を可能とする職員等の育成についても取り組むことが重要である。

特に、MSMや青少年に対する普及啓発及び教育は重要であり、MSM
に対する啓発等においては、国及び地方公共団体と当事者・NGO等 との
連携を必須とし、対象者の実情に応じた取組を強化していくことが重要で

ある。また、青少年に対する教育等においては、学校、地域コミュニティ、

青少年相互の連携・協力 (ピア・ネットワーク)が重要であるとともに、
青少年を取り巻く環境、青少年自身の性的指向や性に対する考え方等には

多様性があるため、それぞれの特性に応じた教育等を行う必要がある。

③ 医療従事者等に対する教育

医療従事者等は、その職種によりHIV感染症対策についての理解に差
が認められることから、国及び都道府県等は、研修会等により、広く医療

従事者等に対して、最新の医学や医療の教育のみならず、患者等の心理や

特に個別施策層の社会的状況等の理解に資する教育、患者等の人権の尊重

や個人情報保護及び情報管理に関する教育等を強化することが必要であ

る。



(5)検査・相談体制の充実 (指針第四)

【ポイント】

O「普及啓発及び教育」「検査・相談体制の充実」「医療の提供」は、予防
の総合的な推進を図るための重要な取組であるため、「検査 。相談体制

の充実」については、新たに第四章として位置付け

O検査の結果陽性であった者に対しては、適切な相談及び医療機関への確
実な受診を促し、陰性であつた者に対しては、行動変容を促す機会とし

て積極的に対応することが重要

○個別施策層に対する効率的検査実施の観点から、施策の実施においては、

定量的・定性的目裸等の設定が必要

O地域の患者やNGO等 と連携し、メンタルヘルスケアを重視した保健医
療相談の質的向上等を図る必要性を明記

※ (指針構成の見直しについて)

「普及啓発及び教育」、「検査・相談体制の充実」、「医療の提供」は、総合

的な予防の推進を図るための重要な取組であるため、新たに、「第四 検
査・相談体制の充実」を位置付ける

① 基本的考え方
様々な背景を持つ感染者が、早期に検査を受診し、適切な相談及び医療

機関への紹介を受けることができるよう、保健所等における検査・相談体

制の充実にカロえ、NGO等 との連携により、利用者の立場に立った検査・
相談の機会の拡充につながる取組を強化することが重要である。

② 検査・相談体制の強化

国及び都道府県等は、保健所における無料の匿名による検査・相談体制

の充実を重点的かつ計画的に進めて行くことが重要である。さらに、都道

府県等は、NGO等や必要に応じて医療機関とも連携し、検査の利用機会
の拡大を促進する取組を強化することが重要である。

また、都道府県等は、関係機関と連携し、検査の結果陽性であつた者に

対しては、早期治療・発症予防の重要性を認識させ、適切な相談及び医療

機関への紹介による早期治療・発症予防の機会を提供し、医療機関への確

実な受診を促すことが極めて重要である。一方、陰性であつた者について

も、行動変容を促す機会として積極的に対応することが重要である。さら

に、検査後においても、希望する者に対して、継続的な検査後相談及び陽

性者支援のための相談等、相談体制の充実に向けた取組を強化することも

重要である。

③ 個別施策層に対する検査 。相談の実施

国及び都道府県等は、個別施策層に対する検査・相談の実施について、

人権や社会的背景に最大限配慮しつつ、NGO等 と連携した取組を実施し、
対象者の実情に応じた、利用の機会の拡大を促進する取組を強化すること

が重要である。

また、感染者へ適切な医療を効果的に提供することによりHIV感染の
拡大を防ぐため、自らのHIV感染を知る感染者の割合 (感染自認率)を
高めることは重要であり、併せて、効率的な検査を実施することも重要で

ある。これらを踏まえ、個別施策層に対し、重点都道府県等においては、

地域の実情を踏まえた定量的な指標に基づく施策の目標等を設定し実施

していくことが望まれるところであるが、地域の実情及び施策の性質等に

よつては、定性的な目標等を設定することも考えられる。

④ 保健医療相談体制の充実

国及び都道府県等は、地域の実情に応じた保健医療相談サービスを提供

するため、NGO等 と連携し、保健医療相談の質的向上等を図る必要があ
る。特に、個別の施策が必要である地域においては、相談窓口を増設する

とともに、メンタルヘルスケアを重視した相談の質的向上等を図るため、

必要に応じて、その地域の患者等やNGO等 と連携することが重要である。



=  L ′卜■ ン ト 」

0都道府県等が設置する推進協議会等において、医療体制整備の進捗状況

を評価できる仕組を検討することが重要

○都道府県等は、中核拠点病院の設置する連絡協議会と連携し、各種拠点

病院と地域診療所等との診療連携の充実を図ることが重要

O中核拠点病院を中心とした、地域における診療連携の強化

○コーディネーションを担う看護師等の育成を推進し、中核拠点病院への

配置を推進

O肝炎ウィルスとの重複感染を含む合併症 ,併発症に対する研究や医療に
おける取組強化の重要性について明記

0精神科担当の医療従事者に対して、患者等に対する精神医学的介入に関
する研修等を実施し、精神疾患の早期発見によりHIV感染症全体の治
療効果を高めることの重要性を明記

○長期療養・在宅療養の患者等を積極的に支える体制整備を推進していく

ことが重要

0個別施策層、特に外国人に対し、NGO等 と連携し早期に医療へのアク
セス等を実現させる取組の必要性を明記

(6)医療の提供 (指針第五)

※ (指針構成の見直しについて)

「普及啓発及び教育」、「検査・相談体制の充実」、「医療の提供」は、総合

的な予防の推進を図るための重要な取組であるため、指針構成を見直し、

「第五 医療の提供」として位置付ける

① 医療提供体制の充実

国及び都道府県は、患者等に対する医療及び施策が更に充実するよう、

ACC、 プロック拠点病院、中核拠点病院及びエイズ治療拠点病院の機能
強化を推進するとともに、地域の実情に応じて、中核拠点病院、エイズ治

療拠点病院及び地域の診療所等間の機能分担による診療連携を充実させ、

患者等を含む関連団体との連携を図ることにより、都道府県内における総

合的な医療提供体制の整備を、重点的、計画的に進めることが重要である。

また、ACCと ブロック拠点病院の緊密な連携の下、中核拠点病院等を
中心に、地域における医療水準の向上及びその地域格差の是正を図り、一

般の医療機関においても、診療機能に応じた患者主体の良質かつ適切な医

療が、居住地において安心して受けられるような基盤作りが重要である。

さらに、ブロック拠点病院、中核拠点病院、エイズ治療拠点病院及び地

域の診療所等の連携を深め、相互の研修等により診療の質の向上を図るこ

とができるよう、都道府県等が設置する推進協議会等において、各種拠点

病院における医療従事者への啓発や各種拠点病院間の診療連携の推進、担

当医師のみならず担当診療科を中心とした各種拠点病院としての医療提

供体制の維持等、医療体制整備の進捗状況を評価できる仕組を検討するこ

とも重要である。

② 良質かつ適切な医療の提供及び医療連携体制の強化

高度化したHIV診療において、医師、看護師、薬剤師、臨床心理士、
メディカルソーシャル・ワーカーら多職種によるチーム医療・ケアの実践

が必要であり、国は、外来診療におけるチーム医療、ケアの在り方につい

ての指針や手引き等 (以下「指針等」という。)を作成し、良質かつ適切
な医療の確保の強化を図る取組の強化が重要である。また、早期に患者等
へ適切な医療を提供することは、二次感染防止の観点から重要である。

さらに今後は、専門的医療と地元地域における各種保健医療サービス及

び福祉サービスの連携等が必要であり、これらを強化するため、コーディ

ネーションを担う看護師の拠点病院への配置を推進することが重要であ

る。また、都道府県等は、中核拠点病院の設置する連絡協議会等と連携し、

医師会、歯科医師会等の関係団体や患者団体の協力の下、中核拠点病院、

エイズ治療拠点病院及び地域診療所等間の診療連携の充実を図ることが

重要である。

また、HIV治療における医科診療の主体が拠点病院である一方、歯科
診療の主体は地域診療所であることから、歯科診療の確保については、拠

点病院と地域診療所との十分な連携を図ることが重要であり、地域の実情

に応じて、プロック拠点病院及び中核拠点病院相互の連携によるコーディ

ネーションの下、各種拠点病院と診療に協力する歯科診療所との連携体制

の構築を図ることにより、患者等に滞りなく歯科診療を提供することが重

要である。
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③ 主要な合併症及び併発症への対応の強化

HAARTの 導入によるHIV治療の長期化の一方で、結核、悪性腫瘍
等との合併症や、肝炎等との併発症及び抗HIV薬の投与による有害事象
等を有する患者への治療も重要であるため、国は、引き続きこれらの治療

に関する研究を行い、その成果の公開等を行つていくことが重要である。

特に、肝炎ウィルスとの重複感染により重篤化した肝炎・肝硬変に対す

る肝移植等を含む合併症・併発症対策のための研究は、その重篤な臨床像

から、研究のみならず、診療現場においても専門とする診療科間の連携が

重要であり、今後取組を強化していくことが重要である。

また、治療に伴う心理的負担を有する患者に対しては、診断早期よリメ

ンタルヘルススクリーニングを含む精神医学的介入を効果的に行うこと

が重要であり、このため精神科担当の医療従事者に対しては、患者等に対

する精神医学的介入に関する研修等を実施し、精神疾患を早期発見し、H
IV感染症全体の治療効果を高めることも重要である。

④ 長期療養・在宅療養支援体制の整備

患者等の療養期間の長期化への対応は、それに伴う在宅療養の推進も考

慮する必要があり、長期化に伴う患者等の主体的な療養環境の選択を尊重

するため、長期療養 。在宅療養の患者等を積極的に支える体制整備を推進

していくことが重要である。

また、HIV診療が外来主体の慢性期疾患に移行しているなか、多くの
エイズ治療拠点病院はその地域の急性期病院であり、慢性期の入院患者対

応に問題が生じている。このため、夜間や休日診療を実施しているクリニ

ック及び慢性期病院等との連携を推進する必要がある。国及び都道府県等

は、具体的な症例に照らしつつ、患者等の長期療養・在宅療養サービスの

向上に配慮していくよう努めることが重要であり、都道府県等にあつては、

地域の実情に応じて、プロック拠点病院及び中核拠点病院相互の連携によ

るコーディネーションの下、連絡協議会等において、各種拠点病院と地域

医師会・歯科医師会等との連携を推進し、各種拠点病院と慢性期病院との

連携体制の構築を図ることが重要である。

⑤ 人材の育成及び活用、個別施策層やその他に対する施策の実施

ブロック拠点病院への患者集中を緩和するため、中核拠点病院のみなら

ず治療拠点病院の医療従事者に対しても、今後も継続的に医療水準の均て

ん化を目指した講習会・研修会を実施する必要があり、国及び都道府県等

は、中核拠点病院及びエイズ治療拠点病院のエイズ治療の質の向上を図る

ため、プロック拠点病院等による出張研修等により効果的な研修等を実施

できるよう支援することが重要である。

また、良質かつ適切な医療の提供のためには、個別施策層への理解のみ

ならず、多様な人間の性について理解し対応できる人材を育成し、効率的

に活用することが重要である。

さらに、患者数の増カロに伴い、外来療養支援ニーズが質、量ともに増大

しているなか、コーディネーションを担う看護師等の不足により、患者に

十分な療養支援が実施されていないことから、プロック拠点病院のみなら

ず、中核拠点病院においてもコーディネーションを担う看護師等が配置さ

れるよう、看護師等への研修を強化することも重要である。

⑥ 個別施策層に対する施策の実施

個別施策層が良質かつ適切な医療を享受できることは、感染の拡大の抑

制においても重要であり、都道府県等は、地域の実情に応じて、各種拠点

病院等における検査やHIV治療に関する相談 (情報提供を含む。)の機
会の拡充への取組を強化するべきである。

また、外国人に対しては、早期医療アクセスや緊急医療の実現に向け、

母国語による啓発にカロえ、通訳体制の整備、医療ケースワークの充実、N
GOと の連携及び出身国医療への積極的な橋渡しが必要である。なお、外
国人に対する医療への対応にあたつては、職業、国籍、感染経路などによ

つて医療やサービス、情報の提供に支障が生じることのないよう、医療従

事者に対する研修を実施するとともに、NGO等 と協力し、通訳等の確保
による多言語での対応の充実等が必要である。

⑦ 日常生活を支援するための保健医療・福祉サービスの連携強化

患者等の療養期間の長期化に伴い、障害を持ちながら生活する者が多く

なったことにかんがみ、国及び都道府県等は、専門知識に基づく医療社会

福祉相談 (医療ソーシャルワーク)や ピア・カウンセリング等の研修機会
を拡大し、医療機関や地域NGO等 と連携した生活相談支援を推進するこ
とが重要である。このため、エイズ治療拠点病院とNGO等 との連携構築
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のための研修等の機会の提供等も重要である。

(7)研究開発の推進 (指針第六)

① 研究の充実

研究の結果が、更なる感染拡大の抑制やより良質かつ適切な医療の提供

につながるよう、研究の方向性を検討する際には、エイズ発生動向や研究

班からの研究成果を定期的に確認することが重要である。また、研究につ

いては、エイズ発生動向の分析を補完する疫学研究、感染拡大の防止に有

効な対策を示す研究、特に個別施策層に対する研究についてはNGO等 と
協力することにより、効果的な研究を行う必要がある。併せて、長期的展

望に立ち、継続性のある研究を行うためには、若手研究者の育成も重要で

ある。

② 研究結果の評価及び公開
国は、研究の充実を図るため、検査 。相談の実施方法に係る指針等を含

む調査研究の結果について、学識者による客観的な評価等により的確に評

価するとともに、研究の性質に応じ、公開等を行い、幅広く患者等からの

意見も参考とすべきである。なお、研究結果の公開にあたっては、研究結

果を論文化し、学術雑誌に投稿の上査読を受ける等、学識者による客観的

な評価を経た後が望ましい。

(8)人権の尊重 (指針第八)

【ポイント】

O就労斡旋・相談窓口、企業の採用担当窓口及び企業内においても、人権
の尊重及び個人情報の保護を徹底することが重要

O保健医療サービスの提供においては、希望者が容易に安心して相談の機

会が得られるよう、保健所や医療機関における研修等を推進するととも

に、これらを含む関係機関とNoO等の連携が重要

① 人権の擁護及び個人情報の保護

就労斡旋 。相談窓口、企業の採用担当窓口及び企業内においても、人権

の尊重及び個人情報の保護を徹底することが重要である。   _

② 偏見や差別の撤廃への努力

厚生労働省は、文部科学省、法務省等の関連省庁や地方公共団体との連

携を強化し、人権教育・啓発事業と連携した、患者等や個別施策層に対す

る偏見や差別の撤廃のための正しい知識の普及啓発等を行うことが重要

である。また、診療拒否の疑われる事例をなくし、患者等が健全な学校生

活を送り、職業を選択し、生涯を通じて働き続けるために、NGO等 と連
携し、社会教育も念頭に置きつつ、医療現場や学校、企業等に対して広く

HIV感染症への理解を深めるための人権啓発を推進することも必要で
ある。

③ 個人を尊重した十分な説明と同意に基づく保健医療サービスの提供

HIV感染の特性にかんがみ、利用者及び患者等に十分な説明と同意に
基づく保健医療サービスが提供されることが重要であり、そのためにも、

希望する者に対しては、容易に安心して相談の機会が得られるよう、保健

所や医療機関における研修等を推進するとともに、これらを含む関係機関

とNGO等の連携が重要である。

○個別施策層に対する研究については、人権及び個人情報の保護に配慮し

た上で、NGO等 との協力により効果的に行うことが必要

O長期的展望に立ち、継続的な研究を行うため、若手研究者育成の重要性
について明記

○調査研究結果は、学識者による客観的かつ的確な評価を受け公開し、患

者等からの意見も参考とすべき



【ポイント】

○国は、施策の実施状況等の継続的なモニタリングと評価を行い

応じて改善に取り組む

○国及び都道府県等が総合的なエイズ対策を実施する際には、研究班、N
GO等との連携が重要 (特に、個別施策層)

○国及び都道府県等は、各種施策におけるNGO等 との連携が有効なもの
となるよう、施策内容の評価体制を整備することが重要

(9)施策の評価及び関係機関との連携 (指針第九)

① 施策の評価

国は、国や都道府県等が実施する施策の実施状況等をモニタリングし、

その結果を定期的に情報提供するとともに、施策を評価し、必要に応じて

改善を行う。

また、国は、研究班により得られた研究成果を、引き続き研究や事業に

活かすことができるよう、患者等、医療関係者、NGO等の関係者と定期
的に意見を交換すべきである。

② 研究班、NGO等 との連携

国及び都道府県等は、総合的なエイズ対策を実施する際には、研究班、

NGO等 との連携が重要である。特に個別施策層を対象とする各種施策を
実施する際には、各研究班、NGO等 と横断的に連携することが重要であ
り、その体制を整備することが望ましい。

なお、継続的な質の高い施策を実施するためには、NGO等の基盤強化
のための環境整備、支援が望まれる。

併せて、各種施策におけるNGO等 との連携が有効なものとなるよう、
その施策の内容等を評価する体制を整備することが重要である。

おわりに

患者等の増カロ傾向が続く現状にかんがみ、エイズ対策は喫緊の課題との認識

から、今後 5年間に重点的に取り組む具体策をまとめるとともに、指針 (案 )

を作成した。

今後、厚生科学審議会感染症分科会感染症部会において現行の指針が見直さ

れることとなるが、本作業班の成果が十分に活かされることを期待する。また、

新たな指針の策定を受け、引き続き患者等の人権に配慮しながら総合的なエイ

ズ対策が講じられるよう、国及び地方公共団体においては、所要の経費の確保

に努め、積極的に取り組まれることを要望する。
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注 釈

(※ 1)感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律 (平成 10年法律第 n4号 )

第 11条 厚生労働大臣は、感染症のうち、特に総合的に予防のための施策を推進する

必要があるものとして厚生労働省令で定めるものについて、当接感染症に係る原因

の究明、発生の予防及びまん延の防止、医療の提供、研究開発の推進、国際的な連

携その他当談感染症に応した予防の総合的な推進を図るための指針 (特定感染症予

防指針)を作成し、公表するものとする。

(※ 2)HIV感 染者およびA:DS患 者の年次推移 (「平成 22年エイズ発生動向年報Jよ り)

(※ 3)保健所等におけるHIV抗体検査件数とHIV感染者、AIDS患者報告数合計の年次
推移 (「平成22年エイズ発生動向年報」より)

(※ 4)平成 22(2010)年 に報告されたHIV感 染者の年齢階級別内訳 (「平成 22年エイズ発
生動向年報」より)
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(※ 5)平成 22(2010)年に報告されたHIV感 染者の感染経路別内訳 (「平成 22年エイズ発

生動向年報Jよ り)
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(※ 3)平成 22(2010)年 末における llIV感染者及び Allys患者の国籍8」、性,1、 感染経路別累
計 (「平成 22年エイズ発生動向年報Jよ り)

(※ 9)感染症発生動向鵬査週報 2002年第 39週号 (21X12年 9月 23日 ～9月 29日 )「感
(※ 6)死亡率の減少 染症の話」 (日立感染症研究所 武部豊 著)による。
Halner SM,Squires KL Hughes HD,et al A oontrolled trial oF two nucleoside

analogues plus indin3vir in persOns with human imtnodeficiency virus inFectio●                   (※ lo)日 立精神・神経センター精神保健研究所、「薬物使用に関する全国調査」による。
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Med 1998:338:853-60

Cortmaker S , et al Effect of Combination Therapy lncluding Protease inhibitors

on 

“

ortality among Chlldren and Adolescents lnFected rith HIV-l  N Engl 」 med

2001,345:1522‐ 1528に よる。

(※ 7)厚生労働省委託事業 血液凝固異常症全国調査 平成 22年度報告書による.
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